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　その日、せっかくの代休だという俺、岬みさき翼つばさは知り合いの店の開店準備に力仕事を頼たのまれてくれと駆かり出されていた。

　ちょっとオシャレな喫きつ茶さ店てんを始めたいらしい。男装ホストよりは健全な気もするが、男装は止やめないらしいので、あまり変わらない気もする。

「ふぅ、これで一段落というところかな。肝かん心じんのティーセットがまだ届いてないが、まあ、あれくらいなら軽いし自分で出来るしね」

　その知り合い、盾たて無なし真ま林りんが休きゆう憩けいの合図を出してくれた。

　朝、集合した時は搬はん入にゆうされた段ボールばかりだった店内も気付くとかなり様さまになって来ていた。シックだが暗い気分にはならないインテリアとか、真林さんはやはりセンスがいいらしい。

「せっかく喫茶店なんだからコーヒーの一つも出してくれませんかね」

　俺は店内に配置された椅い子すを一つ選んで座ってみた。

「インスタントならすぐに出せるけど、それでいいかい？」

　しかし本格的な喫茶店のコーヒーというのはすぐには出てこないものらしい。真林さんは小さく笑いながら、それでも無いよりはマシと思ったのかお湯を沸わかし始める。

「……と思ったけど、インスタントもないな。真ま森もり、ちょっとコンビニで買ってきて」

　真林さんは準備を始めて色々足りないものに気付いて妹の真森に話しかけた。

「店の設営を手伝わせた上に、今度は買い出しですか、姉さん……」

　妹はそれが姉のやり方だと知ってるはずだが、呆あきれたという様子を見せる。

「妹よ、私のことは兄さんと呼んでくれ給たまえよ」

　しかし真林さんはさらに妹を呆れさせる返しをする。

「……はいはい」

「そういうことでしたら私が」

　静かにしてた絵え麻まちゃんが、立ち上がって出口の方へと向かい始める。

「インスタントでいいんですよね、私が買ってきます」

　絵麻ちゃんはそう言って出て行く。彼女は俺が普ふ段だん、働かせてもらってる風かざ車ぐるま探偵社の社長の娘むすめさんだ。今日も特に謝礼らしい謝礼も出ないというのに手伝ってくれて、買い出しまで率そつ先せんして行くのだから恐おそれ入る。

「真森がすぐに行かないから……」

「私が悪いの？」

　盾無姉妹しまいはそのせいで言い争いを始める。仲がいいのか悪いのかよくわからない二人だが、多分、ケンカするほど仲がいいというヤツなんだろうと思っておく。

「あの……」

　その時、入り口の方から声が聞こえた。振ふり向くと絵麻ちゃんではなく、一人の高校生くらいの少年が立っていた。

「すみません、まだ準備中で」

　真林さんはお客と思ったらしく、そんな応対をするがどうもそういう空気ではない。

「いえ、ちょっとこの辺のことで聞きたいことがあって」

　少年は走り回っていたのか肩かたで息をしていた。それを整えながら話を続ける。

「忘ぼう却きやく社しやってご存じでしょうか？」

「ああ、忘却社をお探しですか」

　少年の言うその言葉には聞き覚えがあった。というかよく知ってる。

「知ってるんですね！」

　少年が食い気味で反応する。

「ネットの噂うわさでしょ。若い子が時々、探しに来るから聞いたことはあるけど」

　噂曰いわく、困った人だけがたどり着けるという十二階建てのビルの十三階にある探偵社。その名の通り、人の記き憶おくを消してくれるそうで、難題を三日以内に解決してくれるとか。

　その最大の特とく徴ちようは、依い頼らいした人間もハッキリとそのことを覚えてないという。だったらその噂はどこから出たんだとか思わせられる。なんとも怪あやしい話だ。

「やっぱりただの噂なんでしょうか」

　露ろ骨こつに落らく胆たんした様子で少年が呟つぶやくのが聞こえた。

「君がそう思うならそうなんじゃないか」

「ですよね」

　少年は挨あい拶さつらしい挨拶もなく、そのままトボトボと出て行ってしまう。

「コーヒー買ってきました！」

　入れ替かわりに絵麻ちゃんが戻もどってきた。盾無の妹の方がその荷物を受け取る。

「すみません、おいくらでしたか？」

「いいですよ、これくらい」

「いえ、そういうわけには」

　そして二人で遠えん慮りよのし合いが始まる。二人とも真ま面じ目めだからこういう時、どっちかが引くというのが出来ない。しかし盾無妹は俺以外には礼れい儀ぎ正ただしいんだよな、本当。

　それを横目に真林さんが俺に話しかけてきた。

「どうして教えてあげなかったんだい？」

「ん？　忘却社の場所のことですか？」

「いや、君が──その忘却社の社長だってさ」

　そう実はかくいう俺が現在の忘却社の代表なのだ。しかし教えてやらなかったのは何も意地悪をしたわけじゃない。

　自力でそこにたどり着いた人間を助ける。それが忘却社伝統のルールだからだ。




　　　　　　　○




　忘却社の社長は大体、事務所にはいない。

　本人曰く、依頼人が来る時はなんとなくわかるらしい。実際、これまでは依頼人が来て数分で本当にやって来ていた。

　のだけど、今日はちょっと事情が違ちがうらしい。

「いつもは依頼人が来ると、ふらっと来るんですけどね」

　私、三み倉くら咲さく夜やはお茶を出しながら、そのタイミングを窺うかがっていたのだけど、残念ながらその時はやって来ない。

「のんびりお茶を飲んでる場合じゃないんです！」

　依頼人はあきらかに焦あせり苛いら立だっていた。私と同じ歳としくらいの少年で、知り合いの女の子が複数のガラの悪い男たちに連れて行かれてしまったという。当然の反応だ。

　それにこの忘却社の間取りが実に安心感とは無む縁えんなのも拍はく車しやをかけている。というのも探偵社ということになってるけど、明らかに床とこ屋やさんなのだ。四つ並んだリクライニングシートと、それぞれの向かいに設置された鏡と洗面台。明らかに床屋さんなのだ。

　廊ろう下かに面したガラス窓には青、白、赤のラインと「火ひ村むら理り髪はつ店てん」という堂々とした屋号が書かれている。どう見ても床屋さんなのだ。

　一いち縷るの希望を抱いだいてやってきたのに社長は不在。しかも床屋さんではこの探偵事務所が頼たよりになるのかと不安を感じても不思議はない。

「そうですよね」

　気持ちはわかるけど、翼くんが来ないのは私のせいではないし、いつもは本当に来るから連れん絡らく先を知る必要性すら感じてなかったのだ。

「おや、お客さんかい？」

　そんなところに奥からやって来たのは火ひ村むらさんだった。先代の社長。一言でいえば残念美人としか言えない人だ。何が残念かと言うと……。

「って、火村さん、その恰かつ好こうなんですか！」

　火村さんと一いつ緒しよにやってきたミリちゃんはパンツを穿はいただけ。どうやらお風ふ呂ろ上あがりにミリちゃんがそのまま出て来たのを火村さんが追いかけてきたらしい。火村さんはミリちゃんの頭をバスタオルで拭ふいていて、ミリちゃんはそれを嫌いやがってるようだ。

　ミリちゃんは不思議な子で、歳は私と同じくらいなのに子供みたいな子なのだ。

「まずいかね、この恰好は」

　でも問題なのは火村さんの方だ。

「まずいでしょ」

「私の貧ひん相そうな体で欲情するような男なんておらんよ」

　火村さんは私の意見を全く聞いてくれない。確かに火村さんは瘦やせすぎというくらい瘦せているが、胸はそれなりにあるし貧相というのとはちょっと違う。

「とりあえず胸くらい隠かくしてください」

「そうかい？」

　火村さんはそう言ってタオルを肩からかけて胸を隠す。おっさんかと思ったけど私はそういうツッコミはしなかった。

「というか、翼くんが来ないんですよ！」

「そいつは困ったね」

「そういうわけなので火村さん、代わりにどうですか？」

　火村さんが社長だった時期のことを私は直接知らないけど、この人だって社長をやってたのだからその能力は十分にあるはず。そう私は思ったのだけど。

「私は……やめておくよ」

「なんでですか？」

「翼くんが手伝ってくれというならその必要も感じるだろうが、勝手に周りが動いても上う手まくいかないものなのさ」

「そういうものですかねえ……」

「それに」

　火村さんはそこで一呼吸置いて何か大事なことを言うという雰ふん囲い気きを出す。

「ヒーローってのは遅おくれてやってくるもんだろう？」

「あんまり遅れられても困るんですけど」

「彼はちゃんとしかるべき時にやってくる。世界はそういう風に出来てるんだよ」

　火村さんはなんか格好いいことを言い出すが、現状とマッチしてるとは到とう底てい思えない。

「来てないじゃないですか！」

　私自身、悪い男にさらわれてピンチになった時もある。その時のことを思い出すと、こんなところで火村さんと話をしてる暇ひまはないのはわかる。

「今日は真森さんもいないし……」

　盾無真森さんは私のボディガードなのだが、時々、休んでいなくなる。今日もそのなぜかいないタイミングだった。

「火村さん、翼くんが来たら伝えておいてください」

　私は依頼人から聞いたことを一通りメモして、それを火村さんに託たくす。

「わかったよ、秘書殿どの」

　結局、私はこれ以上待っててもしょうがないと判断して事務所を出ることにした。

「待ってても来そうにないんで行きましょう」

「え？　あ、はい」

　それで依頼人は不安そうに私を見たが、それでも私についてきてくれた。




　　　　　　　○




「あ、胡こ蝶ちようさん！　いいところに！」

　私や依頼人にとって幸運だったのはビルを出たところで、胡蝶さんと出会えたことだ。彼女は中国拳けん法ぽうか何かの達人で、翼くんの押しかけ弟で子し。私に足りない荒あら事ごとを解決する力を持っている。

　もっとも翼くんが来なかったのは胡蝶さんと顔を合わせたくなかったからかもしれないという気もしたけど。

「何か？」

　彼女はどういうわけか事務所までやってくることはなく、事務所の前で翼くんが来るのを待ち構えていたりする。今日もそれだったようだ。

「突とつ然ぜんで申し訳ないんだけど、翼くんが来ないから、ちょっと助けてくれないかな？」

「殴なぐり込みでも？」

　同じ歳の女子高生とは思えない物ぶつ騒そうな質問が返ってきた。察しが良くて助かるけど、それを期待する女の子というのもどうなんだろうとか思ってしまう。

「場合によっては、そうなるかも」

「手伝います」

　胡蝶さんはむしろやる気満々だった。前向きでいい娘こだと思うのだけど、何かと自らの力を振るいたがってる風に見えるのは若じやつ干かん、不安を感じる。

「で、ここからどうするんですか？」

　そうこうするうちに私たち三人は女の子が連れさらわれたという場所にやってきた。

「とりあえず可能な限り、目もく撃げき証言を頼りに追つい跡せきしてみます」

「もう随ずい分ぶん前ですよ。見かけた人がそのまま残ってるわけじゃないし」

「……確かに」

　正せい攻こう法ほうでいこうと思ったけど、やっぱり私には無理らしい。

「確かにって納なつ得とくする場面じゃないと思うんですけど……」

　また依頼者の信しん頼らいを失ってしまったのをその言葉から強く感じた。

「あまり使うなとは言われてるんだけど」

　私は非常時だし、ちょっとした超ちよう能のう力りよくに頼ることにした。

《認識介入リールジヤツク》と忘却社で呼んでいる不思議な力だ。

「イメージしてください。女の子を連れ去った犯人たちがあの建物の中にいると」

　私は依頼人にそう伝えると適当に身近なビルを指さした。

「なんですか、それ？」

「助けたいんでしょ、早く」

「あ、はい」

「行きます」

　私は目を瞑つぶり、意識を内側に集中した。能力を使える精神状態にするためだ。翼くんはそんな準備などなしにいきなり使えるのだけど私にはまだ無理。

「なにをしてるんです？」

　しかしその意味がわからず依い頼らい人にんが不安そうに尋たずねてきた。

「黙だまってて！」

「……はい」

　自分の心しん拍ぱくを意識し、それを少しずつ遅おそくしていく。ある心拍数になった時に私の集中力が高まるように自己暗示をかけているのだ。

　周りの音が聞こえなくなり、心音だけの世界に私は突とつ入にゆうしたのを確かく認にんする。

　私の手には光のナイフが握にぎられている。というイメージ。《介入端子ジヤツクプラグ》と呼ばれている想像状の武器イメージウエポンの形をした何か。

　私は目を開くと、それを依頼者に向かって投げる。瞬しゆん間かん、目の前の依頼人と私の間に水色の光の線が走る。

　瞬間、私は上下の感覚を失う。光の洪こう水ずいに吞のみ込まれ、上に落ちるような感覚。

　その場で膝ひざをついた。

「ふぅ……」

　しかしそこはさっきと同じ場所だった。でも同じ世界じゃない。

　そこは依頼人の世界だった。翼くんが《固有世界セルフリアリテイ》と呼んでいる、その人それぞれのイメージの世界。そこに入る力が私にもある。

　イメージの世界だから現実とは色々違ちがい、依頼人がちゃんとイメージしてくれてれば犯人は目の前のビルの中にいてそこから本当の犯人の場所をたぐれる予定だった。

「おい、咲夜、俺のいないところで《固有世界》に入るのはやめろと言ったろ」

　そこには『翼くん』がいた。でもそれは本人じゃない。私の罪悪感が生み出した影かげのようなものだ。

　翼くんに注意されていたのに勝手に行動してることで、この世界に彼が現れたのだ。

「翼くんが来ないからでしょ」

　なので文句を言ってみたところで意味はない。本当に翼くんじゃないのだから。でもそれだけで『翼くん』はすっと姿を消した。私が納得したからだろうか。

　それから私は辺りを改めて見回した。それでちょっとした異常に気づく。

　同じ女の子がそこかしこにいた。

「そっか。そっちの方が確実だったよね」

　犯人よりも助けたい女の子をイメージする方が依頼人にとっては圧あつ倒とう的に簡単だったらしい。どうやら依頼人のすぐにも見つかるという期待の表れみたいだ。

「なら、この娘からやってみますか」

　私は《固有世界》の中の人間から、その人の《固有世界》に入ることが出来る。翼くんは危ないからやるなと言うし、実際、彼が使ってるところは見たことがない。理由は色々あるみたいだけど、今は気にしてる場合じゃない。

「この娘がもう殺されてるとかでなければ問題ないよね」

　私は再び、能力を使う準備をする。目を瞑って集中。心拍、心音だけの世界へ。

　そして目を開きイメージしたナイフを投げる。光の線が彼女に繫つながり、私は彼女の世界へと飛んだ。

「……ここは？」

　どこかビルの一室のようだった。しかし何も無い。元はオフィスだったけど、誰だれも借り手がつかないままのフロアみたいだ。

　そこにガラの悪い男の子数人と、女の子が一人。女の子は椅い子すに縄なわで縛しばり付けられている。この情じよう況きようでは縛られてなくても身動き出来そうにもないけど。

　私は女の子のことも心配だけど、窓の方へと走った。そこには歩いてる途と中ちゆうに見かけた映画館があった。

「映画館があそこだから……」

　私は脳内で地図を描えがいて、このビルがどの辺にあるのか当たりをつける。そんな集中力が必要な作業の途中で男の子たちの声が聞こえてきた。

「で、俺たちはいつまで待てばいいわけ？」

「下げ場ばさんが来るまで、つうか下場さんが飽あきるまで？」

「じゃあ、ちょっと俺、席外していいっすか？」

「そういうわけにはいかないだろ？　下場さん、そういうの許さないだろ」

　男の子たちはしびれを切らし始めてる様子だった。

　どうやら、彼らの上には下場さんというのがいて、この女の子はそいつに渡わたすためにさらったということらしいのは理解出来た。

「多少順番が変わるくらい。よくね？」

　男たちの中で一番、調子に乗ってそうな子がそういうのが聞こえた。私は動どう悸きが速まるのを抑おさえなければならなかった。

　急いで戻もどらないと大変なことになる。それがわかったからだ。




「はぁ……はぁ……」

　都合四回の《認識介入》はやはりかなりの消しよう耗もうだった。正直、立ち上がる元気もない。

　それでも私はスマホを取り出して地図アプリを立ち上げる。イメージ通りか確かく認にんして、問題のビルをマークする。

「彼女、ここにいた」

「どうやってそれがわかったんですか？」

　依頼人から当然の質問が来るけど上手に答えることはできない。

「それは企き業ぎよう秘密かな……」

　私はその言い方がなんか翼くんっぽいななどとどうでもいいことを思う。

「立てますか？」

　胡蝶さんが聞いてきたけど、無理なのは明らかだった。

「少し休まないとかな」

「では、指示を」

　そして返事をしないでいると胡蝶さんは私をお姫ひめ様さまだっこして走り始めた。

「こっちですか？」

「う、うん。でもこれ、かなり恥はずかしいんですけど」

「気にしてる場合ですか？」

「あ、はい」

　実際、今は現場に一刻も早くたどり着く方が大事だ。それはわかるけど、やはりお姫様だっこは恥ずかしい……。




「何階ですか？」

　当たりをつけたビルまで来たけど、その先はちょっとわからなかった。

「けっこう上の方だったとは思うけど」

「では総当たりで」

　胡蝶さんは止まること無くそのままビルに突入して、階段を駆かけ上る。その速さは私を姫だっこしてるというのに依頼人がついて来れないほどだ。

「誰も入ってないテナントみたいだった」

「では社名のない部屋を」

　下の方の階ではないとわかっていたので、二、三階はパス。四階から胡蝶さんはフロアの方を調べることにしたみたいだった。

「この階、暗い？」

　言われて廊ろう下かの電灯がついてないからだとわかった。よほどの節電方針があるのでなければ、この階は利用者がいないということなのだろう。

「ここですか？」

　外から社名を確認出来るものはない。でも廊下とは違って中には明かりがあるのか光が漏もれてきている。

「かもしれない」

　限りなく怪あやしいが、とりあえず確かめる方法がない。

「ダメ元で乗り込みましょう」

　依頼人の少年が思いきったことを言い出した。仮にまともな会社でも間違えましたと謝ればいい。しかしその心構えは必要なかった。

「！」

　中から女の子の悲鳴が聞こえてきたからだ。

「正解でしたね」

　胡蝶さんはすっと私を下ろすとドアを開けて、中に飛び込んで行った。

「な、なんだ、コイツ!?」

　彼女の登場に驚おどろく声が聞こえたかと思うと鈍にぶい音が響ひびいた。

「ぐぇ！」

　流れるような動きで不良少年の鳩みぞ尾おちに胡蝶さんの肘ひじ打うちが入っていた。それで不良少年が吹ふき飛び、そのまま胡蝶さんは次々に不良たちをなぎ倒たおしていく。

「こういう時は頼たよりになるんだよなあ、あの娘こ」

「凄すごいですね、あの人……」

　依頼人もその手て際ぎわの良さにあっけにとられていた。中国拳けん法ぽうは円の動きがどうとか聞いたことがあるけど、まさにそれを実じつ践せんしてるみたいだった。

「男たちは彼女に任せて私たちは女の子を助けましょ」

「は、はい！」

　それで依頼人の少年は本来の目的を取り戻したらしく、倒れている不良たちの手前にいる女の子の元へと走り出した。

「もう大だい丈じよう夫ぶよ……」

　そう言いかけて、あまり大丈夫とは言えない情況だと気付いた。

　捕つかまっていた女の子は両手を縛られたまま、服の前を引き裂さかれて下着も脱ぬがされたところだったらしく床ゆかに転がっている。それ以上のことは見た目にはわからないが、私たちが来たのがわからないくらいにはパニックになっている。

「僕、来ない方が良かったですかね……」

　依い頼らい人にんの言葉。正直言って、知り合いの男の子に見られたい姿ではないだろう。

「とりあえず帰りましょう」

　気付くと胡蝶さんは不良少年を全すべて倒し終えていたみたいだった。女の子の姿を見て自分のパーカーを脱いで渡してきた。

「ありがと」

　私は感謝の言葉を口にしながら彼女のスマートさみたいなものに少し嫉しつ妬とするのを感じた。私の段取りが悪くて無む駄だに時間がかかってしまったせいでこの女の子が大変なことになってしまったのに、胡蝶さんはすること全て無駄がないように感じたからだ。

　私は受け取ったパーカーを女の子に着せると、胡蝶さんはその子の頭をポンと押さえ、「もう大丈夫です」と優やさしく告げた。それで女の子は泣き始めてしまったが、それは落ち着き始めてるということなのだろう。

「オイオイ、なんだ、こりゃ」

　しかし今回の事件はこれで終わりとはいかなかった。

　巨きよ大だいな男が出口の所に立っていた。それが男の子たちが言っていた下場さんなのだろうことはすぐにわかった。

「まずいことになった」

　胡蝶さんが顔をしかめるのが見えた。あれほどの手際で不良少年を蹴け散ちらした彼女がたった一人の男の登場でそんな反応を見せるとは思ってもいなかった。

「……あの人、強いの？」

「かなり」

　私には大きいけど太ってるだけにしか見えないけど、彼女の見立ては違ちがうようだ。

「どれくらい？」

「私が三人いればどうにかなるかもしれません」

「……相当だね」

　正直言ってそこまでとは見えないし考えられない。

「その子のことお任せしても？」

　胡蝶さんの言葉からは、その男を倒してから悠ゆう々ゆうと出て行くという選せん択たく肢しはないという余よ裕ゆうの無さが感じられた。

「こいつら伸のしたのは嬢じようちゃんかい？」

　下場はその場を見ていたわけでもないのに胡蝶さんにそう尋たずねてきた。質問ではあったけどほぼ確信してるのだろう。彼女から目を離はなさないように見ながら近づいてくる。私や依頼人の少年は眼中になさそうだ。

「一人で全員倒しました」

　胡蝶さんはハッキリとそう答えながら、すっと横に移動を始めた。それで下場の進路が曲がる。どうやら胡蝶さんは私たちを逃にがすつもりらしい。

　もっとも私たちが動き出したら下場も黙だまってはいないだろうし、まだショックが抜ぬけきらない女の子を連れての移動では追いつかれてしまう。

　それでも何かの助けになればと私は緊きん迫ぱくする二人の横で動きを見せた。

　瞬しゆん間かん、胡蝶さんが下場の懐ふところに飛び込んだ。その勢いのまま鳩尾に掌しよう底ていを打ち込んだ。

「劉りゆう家け絶ぜつ招しよう、猛もう虎こ硬こう爬は山ざん！」

　何か必殺技わざのようなものが決まった。当たった場所から外側に向かって衝しよう撃げきが走るのが見えるほどの一撃だった。でも。

「なかなかいい判断だな。俺が嬢ちゃんをナメてるうちに最大火力で一発で倒す。これ以上はない選せん択たくだよ」

　下場は倒れるどころかニヤリと笑う。

「但ただし相手が悪かった。ベストの選択でもお前には無理だ」

　全く効いてない。鳩尾という人体の急所に食らえばいかな巨きよ漢かんとは言え無事では済まないはず。ということは、まともに食らったように見えたけど、何か逸そらしたのだろう。

　やはり、見た目通りのただの太った男じゃない。それを胡蝶さんが理解した時には、下場のなぎ払はらうような手刀が炸さく裂れつしていた。

「がはっ」

　それだけで胡蝶さんが壁かべまで吹き飛ばされる。

「残心って中国拳法ではなんて言うのかは知らないが、効かなかった時のためにさっさと離れるべきだったな」

　壁にぶつかってそのまま床に転がった胡蝶さんはその言葉に反応を見せなかった。もしかしたらたったの一撃でやられてしまったのかもしれない。

「やられた振ふりでチャンスを待ってるっていうならいいんだけど……」

　翼くんならそれくらいの騙だまし討うちはしそうだけど、胡蝶さんはどうだろう。真ま面じ目めだから起き上がれるならそうしてそうだけど。

「一発で伸びちまったらしいな」

　下場も同じ結論に達したらしい。それで私の方を見る。

「さらってきた女の写真見た時は、いまいち好みじゃねえなあと思ってたんだけどよ」

「はい？」

「いつのまにか三人に増えてるし、後から来た嬢ちゃんたちの方が好みだわ」

　気付けば私や胡蝶さんも彼の獲え物ものに数えられていた。しかも一番のピンチは私かもしれないという状じよう況きようになっていた。

「……それはどうも」

　私は翼くんらしい皮肉を言ってみたがそれで何かが改善するはずもない。

　そこに鳴り響く私のスマホの着信音。場ば違ちがいな前向きな歌詞のＪ‐ポップだった。

「あの……出てもいいですか？」

　一いち縷るの望みを託たくして尋ねてみたけど、答えは大体わかっていた。

「いいわけあるかよ」

　そして予想通りとしか言いようが無い無む慈じ悲ひな答えが返ってきた。

　やがて電話に出なかったので音楽が止まった。

　でも同じメロディを誰だれかが口ずさんでいたらしい。鼻歌が聞こえてくる。

「寝ね起おきにしてはさわやかな曲ですね」

　胡蝶さんだった。着信音を目覚まし時計代わりに起き上がったらしい。

「そのまま寝てればよかったのによお」

　下場は一応、警けい戒かいしたのか彼女の方に向き直った。さすがに背後から襲おそいかかられたら負けるかもしれないくらいには思ってるようだ。

「咲夜さん、逃げてください」

「で、でも……」

「依頼人を助けるんです」

「そうだけど」

　でも私たちが逃げられるかもわからないし、仮に逃げられたとしたらその後、胡蝶さんがどんな目に遭あわされるか。それを想像すると、とても言う通りにはできなかった。

　だから依頼人と女の子を逃がすという選択肢しか選べない。私がいたところで足しになるわけじゃないだろうけど、私は胡蝶さんを置いて逃げるわけにはいかない。

「その子を連れて逃げられる？」

「…………」

　依頼人の返事はなかった。見ると悔くやしそうな表情でこっちを見ていた。

「そこの少年。お前だけなら興味は無いから帰っていいぜ」

　そこに下場の声が響く。

「なんなら逃げて助けを呼んでくればいい」

　しかしそこには、それまでに胡蝶さんを倒して、三人ともどこか別の所につれて行ける自信が感じられた。

「しょ、正直、に、逃げていいと言われて逃げたい気持ちで、い、いっぱいです」

　依頼人の少年が震ふるえる言葉でそれに応こたえる。立ち上がったその体も震えている。

「正直、怖こわいし、そうしたいです」

　それでも彼は下場の方を強い意志を持って見る。

「じゃあ、そうすりゃあいい」

　なのに下場は馬ば鹿かにしたように笑うだけだ。

「でも、ここで逃げるくらいなら、ここまで来てなかったんだよ！」

　依頼人はいつの間にかキレていたらしい。声や体が震えていたのは恐きよう怖ふではなく怒いかりによるものかもしれない。

「僕が間ま違ちがってるとしたら、最初から彼女を助けようとしなかったことだ！　誰かに頼ろうなんて思ったせいでこんなことになってしまったんだ！」

「で、どうするって？」

　しかし依頼人の怒りを知っても下場は何も顔色を変えたりはしない。

「うわあああああ！」

　叫さけび依頼人が飛びかかっていく。

「はっ！」

　しかし怒りとかそんなもので克こく服ふく出来るような力量の差ではない。

　軽く避さけられ、行きすぎた依頼人は後頭部に振り下ろされた手刀でその場に倒たおされた。

「これでコイツにその娘こを連れて行かせるのも無理になっちまったな」

　そしてその言葉で、依頼人を怒おこらせたのはむしろ作戦だったことがわかる。挑ちよう発はつされ、それに乗って倒された。それだけだったのだ。

「……この子はあんまり好みじゃないって言ってたけど」

　となれば私に出来そうなのはもう一つだけだった。

「あん？」

「この子、好みじゃないなら逃がしてもいいわよね？」

　せめて、彼女だけでも。そう私は思う。

「そうだなあ、嬢ちゃんが二人分頑がん張ばってくれるってなら、別にいらねえかなあ」

「じゃあ、逃がしても……」

「でもダメだな。いなくなったら嬢ちゃん、頑張ってくれない気がする」

　うへへと下場が笑う。

「嬢ちゃんが頑張ってくれたら、そいつは無事に返してやるよ。それでいいだろ」

「……そ、そうね」

　約束を守ってくれるという保証はないし、全然よくはないけど、これが下場から引き出せる最大限の譲じよう歩ほな気はした。

「でもまあ、最初はこっちのお嬢ちゃんかな！」

　私との会話の隙すきをついて胡蝶さんが躍おどりかかっていた。でも下場は彼女の攻こう撃げきを受けきり、また手刀で吹ふき飛ばす。また胡蝶さんは壁に叩たたきつけられ、そのまま床ゆかに転がる。

「実力差がわからないレベルでもないだろうに、必死だねえ」

　下場は転がっている胡蝶さんを蹴け飛とばした。胡蝶さんは無言でまた壁にぶつかり、また同じ場所に戻もどってくる。

「今度は完全に意識失ってるみたいだな」

　下場はつまらないとでも言わんばかりの態度だった。

「い、意識失ってる女の子を襲って楽しいわけ？」

　私はその情じよう況きようを見てるだけというわけにはいかなかった。

「まあ、いまいちだよなあ。でも嬢ちゃんを相手にしてる間に意識取り戻されても面めん倒どうだしなあ。先に心を折っちまいたいんだよなあ」

　それで下場は胡蝶さんのタンクトップを摑つかんで引っ張り上げると頰ほおを叩き始める。目を覚ましてから襲うつもりらしい。

「まあ、いいか」

　でも一向に目を覚まさないので下場は考えを変えたらしい。

「気付いたら襲われてるってのも面おも白しろいかもしれねえしな」

　でもそれが私や胡蝶さんにとって良い方向だったかどうかはよくわからない。わかっているのはもう私にはどうにもならないということだ。

　下場は胡蝶さんのタンクトップを軽々と引き裂さいた。

「色気のない下着だなあ、おい」

　その下から出て来たのはいわゆるスポーツブラというヤツだった。確かに色気はない。機能重視のデザインだ。

「どうせ脱ぬがすので関係ないけどな」

　下場が胡蝶さんの下着に手を伸ばした。私は見ていられず飛び出していた。

　その勢いをそのままに脇わき腹ばらに渾こん身しんの蹴けり。

「……そんなに先に手を出してもらいたいのかい、嬢じようちゃん」

　でも胡蝶さんの必殺技わざすら受け止めたこの男に私の技なんかが効くわけはない。怒りを買っただけだった。それでも助けてもらった胡蝶さんが襲われるのを黙って見てるだけよりはずっとマシだ。

「私だって襲われるなんてまっぴらゴメンだけど、恩人を見捨てるくらいなら、自分の体だって差し出すわよ」

「そうかい。だったら自分で服を脱ぎな」

「え？」

　ちょっと予想外の展開だった。怒りに任せて私の方に襲いかかってくると思ってたけど、この男、外見に反して頭が回る。

「ぬ、脱げばいいのね？」

「もちろん、それで終わりじゃないけどな」

　あまり考えたくないことを念押しされた。

「よく見てなかったが随ずい分ぶん、いい生き地じの服を着てるな。嬢ちゃん、本当にお嬢ちゃんなのかい」

「だ、だったら何？」

「興奮するねえ」

　それを聞いて私はそれ以上、話すのはますます自分を追い込むだけだと理解した。なので黙だまって服を脱ぐことにする。

「…………」

　ブラウスのボタンを上から順番に外していく。ボタンを外し終わっていざ脱ぐという段になって下場は変なことを言い出した。

「先にスカートを脱げ」

「なんで？」

「その方が興奮する」

　質問をしてしまったのを後こう悔かいした。

「わかったわ」

　どうせ全部脱がすくせに……と思いつつ私はスカートに手をかけた。その時だった。

「おいおい、未成年に手を出そうなんて犯罪だぜ」

「仮に成人女性でも合意がなければ犯罪です」

「そういや、そうだな」

　緊きん張ちよう感のないやりとりが聞こえてきた。

「翼くん！」

　そこにいたのは翼くんと盾無さん、そのお姉さんの真林さんだった。

「どうやら危き機き一いつ髪ぱつってタイミングだったみたいだな」

　私は火村さんの言葉を思い出す。

　──ヒーローってのは遅おくれてやってくるもんだろう？

　確かにその通りなんだけど。

「だからって遅おそすぎでしょ！」

「悪い、悪い。真林さんがせっかく入れたコーヒーくらい飲んでけってうるさくてね」

「なんだい、僕のせいなのかい？」

　真林さんはそう言いながら笑っている。この状況で笑ってられるのだからかなりの大物なんだなと改めて思う。それとも単に空気が読めない人とか。

「というわけで、まもりん、あとはよろしくお願いします」

　でも翼くんはもっと緩ゆるんでいた。盾無さんに丸投げするつもりらしい。

「イヤです」

「じゃあ何しに来たの？」

「その言葉、そっくりお返しします」

「まもりん、ケンカ大好きでしょ」

「人をなんだと思ってるんですか。あと、まもりんって呼ばないでください。気持ち悪いです」

　結果、押しつけ合いが始まる。正直、そんな状況じゃないんだけど。

「ハハハ、君たちは本当に仲がいいな」

　なのに真林さんはさらに笑い始める。

「私はお嬢じよう様さまのボディガードで、お嬢様を助けに来ただけです。残りはあなたの仕事でしょう？」

「まもりんは咲夜が無事ならそれでいいと？」

「そうは言いませんが、理由も無くあんなむさい男と戦うなんてイヤです」

「……それは同感」

　翼くんたちの話がやっとついたらしい。

「人が増えてきたのでアフターケアだけを担当したいんだけどねえ」

　それで翼くんはツカツカと室内に入ってきて下場の方へと移動する。

「なんだ、お前？」

「名乗る意味も無いが、一応名乗っておいてやるよ」

　翼くんは歩きながら下場を指さした。

「忘却社の社長、岬翼だ」

　翼くんは実に楽しげだった。そして、こういう翼くんを私は何度か見たことがある。

　楽しげな翼くんは実際にはキレている。彼の行きすぎた正義感を抑おさえるブレーキが壊こわれた時にこうなるのだ。

　翼くんは忘却社で人助けをしているけど、決して善人ではない。むしろ下場よりもずっと危険な人間かもしれない。そんな彼が少しでも人間らしくあるために彼は忘却社で人助けをしてる。そう言ってもいいくらいなのだ。

　ようするにこの後、大変なことになる。

「早く降参した方がいいかもよ」

　私から出来るアドバイスはそれくらいだった。でもきっと下場はそうさせてもらえない。下場は相手の強さがわかるみたいだけど、翼くんは相手にその強さを隠かくせるレベルなのだ。わざと大したことないと見せる達人なのだ。

「そっちの女ならともかく、俺がこんなヤツに負けるかよっ！」

　そして翼くんのその得意技は見事に効果を発揮してるみたいだった。下場には翼くんが強くは見えないらしい。

「ぎゃあああ！」

　しかし不用意に打ち込まれた手刀は翼くんに軽く払はらわれる。胡蝶さんが吹き飛ばされてるのを見てなかったら、気の抜ぬけた攻撃としか私も思わなかっただろう。でもそれはあくまで翼くんが強すぎるからそう見えるだけなのだ。

　事実、払って逸そらしただけではなく、下場の右みぎ腕うでは折れていた。途と中ちゆうから曲がってブランと垂れ下がるのが見えた。

「おっと先に言うのを忘れてた。俺の流りゆう儀ぎは払いなので攻撃には注意しろよ」

　そう言われても下場は何かのまぐれだと思ったみたいだった。納なつ得とく出来ず、まだ無事な左手で攻撃する。

「ぎゃぁああ！」

　しかし結果は同じだった。また払われ、そのついでに砕くだかれる。

「なんでだよ……なんでお前みたいなヤツに……」

　さすがに両腕を軽々と砕かれると心も軽く折れてしまったみたいだった。

「お前が悪いヤツだからだろ」

　でも翼くんの顔には笑えみが浮うかんでいた。

「俺がお前に何をしたってんだよ！」

「さあてね。俺は困ってるヤツを助けるのが仕事だからな」

　翼くんは下場の両りよう肩かたを押すような仕草を見せた。

「ぐぎゃああああああああああああああああ！」

　それだけで何か激痛が走ったらしい。ブランと腕が下がったところを見ると肩を外したみたいだ。あの脂し肪ぼうと筋肉で覆おおわれた肩をいともたやすく外してみせる翼くんの技量には恐おそろしいものを感じる。

「いてえ！　いてえよぉお！」

　下場はあまりの痛みに泣き出した。でも翼くんは容よう赦しやしない。今度は足払いをかけて、下場を床ゆかに転がした。両腕が折れた上に肩も外れているのだから受け身などまともに取れるわけもなく、下場はそのまま床に転がった。

「もう、もう勘かん弁べんして……くれよ……」

　よく見えないが足の骨も折れるか外されたかしたのが泣きを入れてきた下場の言葉からわかった。

「イヤだね」

　でも翼くんはそれで許してあげるような善人ではなかった。

「なんだよ……どうしてだよ……」

　もう下場のそれは質問というよりは嘆なげくだけの独り言のようだった。

「お前、自分より弱いヤツが許しを求めたら許してやるのか？」

　そんな下場になおも翼くんは鬼おにのような質問を投げつける。

「あ、う……」

　返す言葉もない。そんな感じだった。

「やっと自分のしてきたことを理解出来たみたいだな」

　翼くんはそんな下場の顔を覗のぞき込み、今までで一番の笑顔を見せた。

「ふぁ、ふぁい」

「なら、許す」

「え、本当ですか……」

「もう一いち撃げきだけでな」

　気の緩んだ下場を翼くんは蹴けり上げて、宙に浮かせる。そこに翼くんは掌しよう底ていを打ち込んだ。下場の巨きよ体たいは壁かべに飛んでいき、そのまま激げき突とつした。

「おっと、正確には三回分になっちまったかな」

　翼くんはそんなことを呟つぶやくが、下場には聞こえていなかった。きっともう完全に意識を失っている。

「うわあ……」

　だから私は一言そう呟くくらいしか出来なかった。

　翼くんは本当に容赦がない。それを確認した久しぶりの日になってしまった。
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「あの、あの子から今日のことを忘れさせるなんてことは、出来ないんでしょうか？」

　事務所に戻もどった私たち。女の子がシャワーを浴びに行ったところで、依い頼らい人にんの男の子がそんなことを聞いて来た。

　その答えを私は知っている。

　出来る。でも、ある条件付きで、だ。

「君の覚かく悟ご次し第だいだな」

　条件というのがよくわかってる翼くんはそう切り出した。

「僕の……ですか」

「うちで出来るのは、ある人間の中からある人間を消すということなんだ。今日のことを忘れさせるみたいな都合のいいことはできない」

「それじゃあ無理なんですか？」

「いや、今日のことの関係者を全部消せば、彼女の中から今日のことは消える」

　それで依頼人の男の子にも何を覚悟する必要があるのか伝わったみたいだった。

「関係者全員というのは……僕も含ふくまれているんですよね？」

「どうする少年、それでも今日のことを消すかい？」

　翼くんはそれ以上、詳くわしい説明はしなかった。どうやってその人の世界から、その人を消すのかなんて知る必要のないことだし。

「どうするって……」

　それにしても残ざん酷こくな提案だと思う。

　彼女を助けたいと思ったこの依頼人に、彼女の中から彼のことを消すというのだから。

　この二人がどういう関係なのかは知らない。でも彼が彼女をどう思ってるかくらいは今日会っただけの私にだってわかる。

　なのに、どうするかを本人に選ばせるなんて。どうしようもなく残酷だ。

「消してください」

　でも、さして迷う時間もなく彼はそう答えた。

「もう少し考えた方がいいんじゃないの？」

　私は余計なことだと感じつつも、確認せずにはいられなかった。

「彼女のためなら、僕が忘れられてしまうくらい大だい丈じよう夫ぶです」

　この依頼人、最初にここに来た時は頼たよりない感じだったけど、今は自分のすることに確信と自信を持っているみたいだった。

「でも一つ、お願いがあります」

　そしてそれには彼のお願いというのが関かかわっていたようだ。

「なんだい？」

　翼くんは尋たずねながらも、少し笑ってるように見えた。彼が何を言うのかもうわかっていたのかもしれない。

「僕が今日のこと覚えてるのもイヤだろうから、僕の中からも彼女を消してください」

　それはお互たがい、完全に他人に戻るということだ。どころか今後、もう互いの存在を意識すらしない関係になるかもしれないのだ。

「本当にそれでいいの？」

　ただの勢いじゃないのはわかった。なのに私は彼の心を確認してしまう。

「いいんです。ただの僕の片かた想おもいでしたから」

　それが彼にさらに覚悟を求める質問だとわかっていても。

「ならそれに応こたえるのが俺たちの仕事だろ」

　翼くんは私の頭にポンと手を置いて、それから目を見た。

　もうこれ以上、言うなということなんだろう。

「そうだね」

　だから私は短く返事だけをした。




　　　　　　　○




　忘ぼう却きやく作業が済んだ二人はしばらくビルの前でぼーっとしていたが、やがて意識をハッキリと取り戻すと、互いに気付くこともなくそのまま違ちがう方向へと帰っていた。

　それは二人が他人になってしまったことを意味していた。予想通りのことだったけど、いざそれを見ると、やはり悲しい。

　二人は今日のことも、私たちのことももう覚えていない。それは別にいい。

　でもお互いのことを覚えていないのは、やはり寂さびしい。

　彼はあの娘こを助けるためにあんなに必死だった。それすらも否定されたみたいで。

「本当に彼の片想いだったと思う？」

　私はビルの屋上から二人が見えなくなるまで、ずっと追いかけていた。翼くんも隣となりで黙だまっていたけど、同じことをしていたんだと思う。

　私の質問に翼くんはしばらく答えなかった。何か考えてるというよりは、ただ聞こえてなかったみたいに変化の無い彼の横顔をじっと見る。

「なんだ、俺に聞いてたのか」

　翼くんは私の視線に気付いて笑いだした。

「ただの独り言だと思った？」

「だって答えはもうわかってるだろ」

　確かに翼くんの言う通りだった。

　私には答えはわかっているし、翼くんがそれと違うことを言い出しても、きっと納得はしない。私は答え合わせをして、そして翼くんが今、同じ気持ちであって欲しいと思ってただけなのだ。

「いずれにせよ、忘却社は恋れん愛あい相談所ではないからな」

　翼くんはいつだってそうなのだ。仕事は仕事だと割り切ろうとする。本当にそう出来てるのか私にはわからないけど、いつだってそうあろうとしている。

「そういうところ、すっごいドライだよね、翼くんは」

「意外と人は落ち着くところに落ち着くものなのさ」

　翼くんは時々、そういった楽観的なことを言い始める。本人の普ふ段だんの言動からはちょっと信じがたいことを。

「本当にそう思ってるの？」

　もしそうなら、私が感じてるよりは彼は少しは幸せな人なのかもしれないけど。

「信じたいと思ってはいるさ」

　でも翼くんの言葉はそれを肯こう定ていしてはくれない。

　ただ私はそれでもいいと思っている。仕事をすることだけが残りの人生みたいに思っていた彼よりはずっと健全だから。

「やっぱり翼くんは翼くんなんだよね」

　普段はいなくても、肝かん心じんな時はちゃんとやってきて仕事をする。

　世界はそういう風に出来てるんだよ──そう翼くんや火村さんは言う。私にはまだそれがなんでなのかなんてわからないけど多分、間ま違ちがいないんだなと思う。

「それを言ったら咲夜も咲夜だろ」

「それってどういう意味？」

　勝手に突つっ走ぱしってピンチになる。それを揶や揄ゆされたように感じた。これまでも私は大体、そんな感じだし、今日だって翼くんが来てくれなかったらと思うとゾッとする。それに依頼人を現場に連れて行かなければ、彼から想い人の存在を奪うばう必要も無かった。とにかく心当たりには事欠かない。私はなじられる覚悟を決めるしかなかった。

「俺を待たずに出かけたところとか、さすがだと思ったよ」

　でも翼くんは褒ほめてくれていたらしい。

「さ、さすが？　ど、どこが？」

　そっちの心当たりがなくて私は逆に戸と惑まどってしまう。

「待たずに出かけてなかったらあの娘は襲おそわれてたんだろ」

「……それはそうだけど」

　しかしあれを本当に間に合ったと言えるかどうかは私には疑問だった。

「おかげであの娘は心の傷だけで済んだんだろ」

「心の傷だけって……」

　とんでもないことを言い始めたなと私は思ってしまったけど、言いかけたところで確かにその通りだなと考え直した。

　心の傷なら無かったことに出来るのが忘却社なのだ。となると翼くんの言う通り、私はリカバリーできる範はん囲いに被ひ害がいを食い止めたと言える。

「頑がん張ばったな」

　そんな気持ちになれた時、さらっと翼くんが私を褒める言葉を口にした。そのせいだろうか私はちょっと不満を感じてしまった。

「珍めずらしく褒めてくれたのは嬉うれしいけど、本当にそう思ってるなら言葉だけじゃなくて何かあるんじゃないの？」

　なんて憎にくまれ口まで出てきたくらいだから、かなり不満だったのかもしれない。

「確かにそうだな」

　その言葉に翼くんが私の顔をじっと見た。

　こういう時の翼くんは何を考えてるのかわからない。彼はズレてるとか、壊こわれてるとか、なんかそういう言葉で表現した方がいいところがあるからだ。

　私が望んでいたのは、たとえば頭をなでてくれるとか、何か甘い物を奢おごってくれるとかそんな感じのものなんだけど。

「よく頑張ったな、咲夜」

　そう言いながら翼くんはガバッと私のことを抱だきしめてきた。見た目にも大きい彼だけど、こうやって包まれると本当に大きいし、力は強いし、私には何もできない。

「ちょ、ちょちょちょっ！」

　私はパニックになった。やっぱり翼くんはどっかズレてる。

　距きよ離り感おかしいんだよね、翼くんは……と思いつつ、私は嬉しくもあった。かなり過か剰じような気もするけど、彼が褒めてくれてるのは本当に伝わってきた。

　だから私も抱きしめ返して、普段のお礼の一つも言おうなんて思ったのだけど。

「おいおい、未成年に手を出そうなんて犯罪だよ」

　火村さんの声が聞こえて慌あわてて離はなれる羽目になった。さっきは身動き出来ないと思ってたけど自分でもびっくりするくらいの瞬しゆん発ぱつ力りよくだった。

「そ、そういうんじゃないんです。ただの、その……」

　何か言い訳しないといけないと焦あせるけど、そもそも火村さんだって本気でそんな情じよう況きようだと思ってるはずもないわけで……。

「咲夜が言葉じゃなくて態度で示せって言うからそうしただけです」

　なのに翼くんはまたズレたことを言い始める。いや、まあ、そのままの事実なんだけど、今言うべきはそういうことじゃないような気しかしない。

「まあ、私から君らにどうしろと言う気はないわけだが」

　火村さんは苦笑いを浮うかべていた。

「別に俺も火村さんに助言を求めてるわけじゃないですよ」

　なのに翼くんはやはりズレた反応を返す。

「まあ、忘却社は恋愛相談所ではないからね」

　だから火村さんの苦く笑しようは微び笑しように変わったようだった。

「そ、そう！　そうなんですよね。まさにそういう話をしてたところなんですよ！」

　私はさっき聞いたばかりの言葉だというのでここぞとばかりに食いついたのだけど、まだ動どう揺ようしてたらしい。なんの意味も無い言葉になっていた。

「君は本当に危なっかしいね」

　火村さんは砕くだけた笑えみを見せるだけ見せたら、そのまま階下の事務所へ戻もどって行く。私はそれを黙って見送る。それで気持ちが落ち着いてきたのだろう。

「危なっかしいって意味では火村さんだって相当なものじゃないかな……」

　やっと自分が笑われたのが理り不ふ尽じんなのに気がついた。

　それで私は同意を求めて翼くんの方を見たのだけど。

「だから仲間が必要なんだろ？」

　また私が想像していたのとは違う反応だった。

　でもそれはいい意味で想定外というヤツなのかもしれない。

「そうだね」

　私は表ではただそれを肯定するだけだったけど、内心はかなり喜んでいた。

　翼くんがこんなことを言う日が来るなんて──と驚おどろいてもいた。その変化が私のおかげなら、より嬉しいのだけど、それはきっと望みすぎなんだとも思った。

　それでも私は望まずにはいられない。

　彼の世界の私がこれからも笑っているってことを。



















　人間は第一印象が大事だ──なんて話はよく聞く。

　でも私、三み倉くら咲さく夜やと『翼つばさくん』との出会いは正直、そんないいものじゃなかった。
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　季節的には梅つ雨ゆだったけど、その年は空から梅雨というヤツで、しかもちょっとした異常気象。まだまだのはずの夏がもう来てしまってるという暑さだった。

　だから帰宅した私はまず部屋の窓を開けた。日差しの下では暑いけど、部屋の中に風が吹ふき込んでくると少し涼すずしい。

　それで正直、私は油断してたんだと思う。

　窓を開けたまま、私は着き替がえを始めてしまった。私の家はこの周辺では少し高い場所にあるし、外がい壁へきも高いので覗のぞかれるかもなんて心配したことが無かったのもある。

　トンと何かがベランダで音を立てたのが聞こえた。ような気がした。

「ん？」

　気のせいかなと思いつつ、仮に本当に何か音がしたんだとしても私はネコか何かだと想像していた。それくらいの感覚だったのだ。

「…………」

　でも、そこにいたのは、見知らぬ男だった。年ねん齢れいは二十代だろうか。私より少し上だろうことはわかった。かなり背が高くて、全体的に黒いという印象を与あたえるファッションを身に纏まとっていた。

「あ、ちょっとお邪じや魔ましてます」

　男は私と目があったのに気付いて小さく会え釈しやくをした。大きいのに猫ねこ背ぜなせいかぬぼーっとした印象の男だったけど、その挨あい拶さつは意外にも爽さわやかだった。まるで顔見知りの人に通りで会った時のような調子だ。

「何がお邪魔してますよっ！」

　私はとにもかくにも殴なぐりかかっていた。途と中ちゆうでその男が猫を抱かかえてるのに気付いたけど、私の拳こぶしは止まらない。

　突とつ然ぜん現れた不ふ審しん者への対応としてはそこまで間ま違ちがっていなかったと今でも思う。

「おっとぉ……」

　でも男はいち早く反応して、ネコをかばうように避さける。

「避けるな！」

　私は躱かわされた苛いら立だちでそう叫さけんでいた。

「いや、そんなこと言われても殴られたら痛いし」

　男は苦笑いを浮かべながら私の顔を見て、それから視線を下へと向ける。

「あと、その恰かつ好こうで暴れるのは、はしたないんじゃいかな、お嬢じようちゃん」

　そう言われて私は自分が着替え中なのを思い出した。ブラウスをあらかた脱ぬぎかけてたところだった。

「キャ──────────────！」

　私は悲鳴を上げた。それが聞こえたのか家の中が騒さわがしくなる。庭にいたボディガードや番犬に私の助けを求める声が届いたらしい。

「そ、そうなるかあ……」

　男は情況を理解したのか落らく胆たんの声をあげてから私の顔を見た。その表情にはハッキリと「まいったね」と書いてあったように。

　それから男はひょいっと柵さくを越こえた。

「ちょ！」

　ここは三階と伝える間もなかった。でも男はそのまま飛び降りて、何事もなかったかのように駆かけ出した。

　出口と違う方向のような気もしたけど、それを教える義理もない。

「はぁ」

　私は力が抜ぬけるのを感じてそのままその場に座り込んだ。

　まだ着替えの途中だったと思い出したけど、しばらくぼーっとしていた。
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　次の日の学校はいつもより騒がしく感じられた。私の気持ちがまだ昨日のことを引きずっていただけで、実際にはいつも通りだったのかもしれないけど。

　廊ろう下かでの私語もほどほどになんて言われてる学校だから、そんな空気でも無ければ私は友達に不審者の話をしたりはしなかったと思う。

「凄すごい人だったんですねえ」

　私の話を聞いた藍あいちゃんはなんだかズレた感想を口にした。

「そっち!?」

　私は思わずツッコみながらも、それがお嬢じよう様さまらしい反応というヤツかもと思う。

　藍ちゃんは、家いえ柄がらということであれば私と同じお嬢様のはず。なのに私とは真逆ないかにもな深窓の令れい嬢じようという感じだ。同じ制服を着てるはずなのに藍ちゃんが着ているだけで、なんとも上品に見える。それくらい何かが違う。

「咲夜さんの家のセキュリティはかなりなものなのに、忍しのび込んでそのまま逃にげて行ったなんて、その人、ただ者じゃないですよね」

「それはそうだけど……」

「何か盗ぬすまれたりとかしたんですか？」

「調べてみたけど、そういうのはなかったみたい。ま、私に見つかったから逃げたってだけかもしれないけど」

　そういう意味では私が着替え中の姿を見られた以外の被ひ害がいはないのだけど。

「今までもそういうことは？」

「遠巻きにうちを見てる男がいるみたいな話はあったけど」

　私の家が近所でもそうないくらいにかなり大きな家なので見物に来る人もいることはいるらしい。でも壁かべも高いし、入り口には門番もいるしで、知らない人が中まで入ってきたという話は聞いたことがなかった。

「あの警備ですからね」

　藍ちゃんはそれで納なつ得とくした様子でゆっくり頷うなずいたのだが、数秒後、なんだか不安げな表情を浮うかべた。それが気になり私は彼女に尋たずねる。

「何か心配ごとでもあるの？」

「え？　いえ、咲夜さんのことではなく、私のことなんですが」

「藍ちゃんの家でも何かあったの？」

「家ではなくて、気のせいかもしれないんですけど……最近、なんだか誰だれかに付きまとわれてるような気がしていて」

「それは気持ち悪いよね」

「いえいえ。多分、気のせいだと思います。咲夜さんならともかく、私のことを追い回す人なんているはずありませんし」

「藍ちゃん、それはちょっと自分のことがわかってないんじゃないかな」

　私は男じゃないし、変質者でもないのでその気持ちがバッチリわかるわけじゃない。でも追い回すなら私よりも藍ちゃんの方が付きまとい甲が斐いがあるのはわかる。

「どういう意味ですか？」

「もしストーカーが側そばにいるとしたら、私なんかよりも藍ちゃんの方が狙ねらわれてる」

「そうでしょうか？」

　藍ちゃんはまったく納得がいってない様子だった。仕方ないので私はスマホを取り出して盾たて無なしさんを呼び出す。

「はい、盾無ですが。お嬢様、何かありましたか？」

　盾無真ま森もりさんは私がつけてもらっているボディガードの人だ。

「盾無さんは藍ちゃんのことは知ってるよね」

「お嬢様のご学友の梓あず紗さ様のことですね」

「うん。その藍ちゃんがストーカーに狙われてるみたいなので守って欲しいんだけど」

「お嬢様がそうおっしゃるのであれば、それでもいいのですが」

　盾無さんが何か言いたげな理由はわかる。私を守るのが本業なので、それをおろそかにしたくないということだろう。

「じゃあ、お願い」

　でも私はそれを敢あえて遮さえぎってそのままねじ込んで通話を切った。

「というわけで、今日から藍ちゃんのことは盾無さんが守ってくれます」

「そこまでしてくれなくてもいいのですが。どうせ気のせいですし」

　藍ちゃんはまだ自分が狙われるわけがないと思ってるみたいだった。

「何かあってからじゃ遅おそいし、盾無さんなら二、三日で気のせいかどうかハッキリさせてくれるよ」

「だと、いいんですが」

　藍ちゃんはまだ少し困ったという顔をしていたけど、本当に困ったことになるくらいなら私はこのまま強ごう引いんに盾無さんに守ってもらうことにしようと思ったのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだって、あの人、とても優ゆう秀しゆうなんだから」
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　大丈夫。そのはずが、放課後にはまたおかしなことになった。

「気のせいかもしれないんですが」

　藍ちゃんの体操着が盗まれたのだ。

「本当に置いたままでしたの？」

　でもクラスメイトたちはそれにはいぶかしげだった。

　今日は体育の授業がなかったし、そもそも持って来てなかったんじゃないのかと考えている人もいるみたいだ。

　無理もない。この学校に通う生徒は良家のご子息ばかり。盗みなど働く理由もないし、そんな事件などあって欲しくないのだ。

「そのはずなんですが」

　その空気に藍ちゃんが押しつぶされそうになるのが私には見過ごせなかった。

「藍ちゃんが盗まれたって言ってるんだから、盗まれたのよ」

　だから私は藍ちゃんと皆みんなの間に割って入った。

「はい？　なんですの、その理り屈くつ？」

　それに露ろ骨こつに反発したのは霞かすみヶが関せき早さ穂ほだった。藍ちゃんとは別の意味でのお嬢様。高飛車で自分がいつも正しいと信じてるようなタイプの人間だ。

「ただの気のせいだったら、藍ちゃんはわざわざ皆に言ったりしない」

「でしたらこのクラスの誰かが犯人だとでもいいますの？」

　霞ヶ関さんは手を横に振ふって、私に集まってるクラスメイトの顔を見るように示す。

「それは、まだわからないけど」

「まさか部外者の犯行とでも？」

　この学校はうちほどでないにせよ警備がしっかりしている。それもなさそうだった。

「それはないと思うけど」

「じゃあ、誰がなぜ、どうやって盗んだと言うんですの？」

　そんなこと聞かれても私にわかるわけもない。藍ちゃんの体操着を盗む犯人の気持ちなんて想像したこともないのだから。

「それもわからないけど」

「お話になりませんわね」

　霞ヶ関さんの言葉に私はカチンときた。そりゃちゃんと反論出来ない私も悪いけど、そんな言い方はない。

「まあ、その辺にしときましょうよ」

　そんな空気に割って入ってきたのが葉は桜ざくらくんだった。

　葉桜翔しよう。何か武道の有段者で、礼れい儀ぎ正ただしいとクラスで評判の男子だ。

「何か言いたいことでもありますの？」

「特にないけどさ。二人がいがみ合う理由もないかなと思ってね」

　葉桜くんはそう言うと同意を求めて霞ヶ関さんに笑え顔がおを向けて。

「それは……そうですわね」

　それで霞ヶ関さんも毒気を抜かれたようだ。

「とりあえず梓紗さんには家に帰って確かく認にんしてもらってさ、それで間ま違ちがいないとなったらその時、先生に相談すればいいんじゃないかな」

「そうですね」

　藍ちゃんもそれで納得したらしい。となれば私もそれ以上、霞ヶ関さんと戦う必要はどこにもなかった。

「ありがとう、葉桜くん」

　一件落着という空気になったのを確認して私は葉桜くんにお礼を言う。

「いや、礼を言われるほどのことじゃないさ」

　でも彼は当然のことをしただけだという顔でそのままその場を離はなれていった。




　　　　　　　○




　校門のところで盾無さんに会うと開口一番謝られた。

「お嬢様、申し訳ございません」

「え、なに？」

　私はなんのことかわからず一いつ緒しよにいた藍ちゃんの方を見るが、彼女も驚おどろいてたのがわかっただけだった。

「まさかこんなことになるとは」

　盾無さんの言いたかったのはどうも藍ちゃんの体操着の件だったようだ。藍ちゃんのことを頼たのまれたのに、さっそくこんな事案が起きたので責任を感じてるということらしい。

「梓紗様の様子は見ていたのですが……」

　このままでは土下座すらしかねない盾無さんの様子に藍ちゃんも困ってる。

「気になさらないでください。盗んだ人が悪いだけですから」

　あの後、藍ちゃんは家に電話して盗まれたことが事実なのを確認していた。でも先生に話しても結局、取り合ってはくれなかった。

　先生曰いわく、この学校で盗とう難なんなどあるはずがない。

　家にも無い。置いてあった分が無くなっている。でも盗難とは限らないということらしい。じゃあ藍ちゃんの体操着は自分でどこかに消えてしまったとでも？

「咲夜さんも気になさらないでください」

　私が考えてることを藍ちゃんは感じ取ったみたい。

「でも」

「体操着は新しいのを買いましたし」

「でも藍ちゃんに付きまとってるヤツの話は？」

「そっちは……問題ですね」

　藍ちゃんは私に言われるまですっかり忘れてたかのような反応だった。

「今朝は気のせいみたいな話してたけど、体操着の話と合わせると」

「それはそうなんですよね」

　藍ちゃんは何か考え事を始めたようだった。なので私も盾無さんも黙だまって彼女の言葉を待つことになった。

「咲夜さん、今日はこれから時間あります？」

　でも出て来たのはなんだか答えづらい質問だった。

「それは、大丈夫だけど」

　なんのことだろうと私は思う。

「忘ぼう却きやく社しやの噂うわさ、ご存じですか？」

「……なにそれ？」

「都市伝説みたいなものなんですけど、現代の駆かけ込こみ寺というんですかね」

「駆け込み寺……？」

　なんだか妙みような話になってきたなという感かん触しよくがあった。

「とにかく、誰かに追われて困ってる人を助けてくれるって噂なんですよ」

「そこに行くってこと？」

「行きたいんですけど、私は場所を知らないので」

「調べればいいってこと？」

　私はそう聞き返しながらも多分違ちがうなと感じていた。

「多分、調べてもわからないんですよね。なにせ、その忘却社は──」

　藍ちゃんはなんだか悪戯いたずらをして𠮟しかられた女の子のように笑った。

「十二階建てのビルの十三階に事務所を構えてるって話なんですよ」
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　それはつまりありえない場所ってことだ。

　そう思ったのに噂を辿たどって新宿までやってきたのは、その噂に私が少なからず信しん憑ぴよう性せいを感じたから。

　十二階建てのビルの十三階。本当に困ってる人間だけが噂を頼たよりにそこにたどり着き、助けてもらえる。私は正直、そういう話が大好きだった。

　まるでヒーローだ。あり得ない場所にあるという秘密の事務所というのもなんだか格好いいし、私には逆に説得力があるように感じられたのだ。

「それにこういう気味の悪いことが起こった時は別のこと考えた方がいいでしょ」

　どうせダメ元。ストーカー被ひ害がいに遭あってるんじゃないかと思ってる藍ちゃんを一人家に帰すよりはずっといい。

「そうですね」

　忘却社の噂自体はネットを検けん索さくすると意外と多くあった。

　共通してるのは新宿の十二階建てのビルの十三階にあること。

　どんな依い頼らいも三日で解決してくれること。

　自分を追いかける人の記き憶おくを消して、もう心配なくしてもらったこと。

　そして確かに助けてもらったはずなのに、その人たちのことを思い出せないこと。

　それらの断片的な情報に私は正直、ワクワクするのを止められなかった。

「ここも違うみたいだね」

　エレベーターがあるとは言え、それっぽいビルを見かけて上るというのは中々に体力的な負担があった。時間もかかるし正直、疲つかれる。

　このビルは十二階建てだったが、十三階はただの屋上だった。それなりに高いビルで遠くまで見えるが、雑然としたビルが並ぶあまり景観がいいとは言えない場所だ。

「ですね」

　それでも藍ちゃんはなんだか楽しげだった。

「やはり手当たり次し第だいというわけにはいきませんね」

　盾無さんはそう言ってノートサイズのタブレット端たん末まつを私に見せてきた。

　建物の名前と住所が列記されているテキストデータみたいだった。

「なにこれ？」

「条件に合いそうな十二階建てのビルをリストアップしてみました」

　盾無さんは画面をスワイプしてまだまだあると教えてくれた。十や二十という数ではなかった。新宿となればそのくらいの高さのビルも珍めずらしくないとは思っていたけど、実際に見せられると辛つらい。

「どうしようか？」

「私が代わりに探せば見つかるなら全部当たってみますが……」

　噂では本当に困ってる人だけがたどり着けるとあった。この場合、きっと私や盾無さんじゃなく、藍ちゃんが探さないといけないんだろう。

「そろそろお腹なかも空いてきましたし、これで最後にしましょうか」

　藍ちゃんは盾無さんの言葉の意味がわかったらしく、そんな提案をしてきた。自分の危機でもワガママに人を付き合わせたくない。そういう娘こなのだ。

「最後はどこに行くの？」

「それはそうですね……咲夜さんに任せます」

「え？　私？」

「気になるビルを指さしてください」

「こういうのは藍ちゃんが決めることじゃないかな」

「ですから、咲夜さんに任せると私が決めたんじゃないですか」

「それは筋が通ってるような、通ってないような……」

　藍ちゃんの言い分に妙な説得力を感じながら私はなんとなくでビルを選び指さす。

「あのビルですか」

　盾無さんがそう言いながら、地図で建物を確かく認にんする。

「荊いばら木き第三ビルという建物のようですね」

「そのビルって何階建てですか？」

　藍ちゃんが尋たずねた。確かに私に任せるとは言ったけど条件に合ってないビルでは話にならない。

「十二階建てだそうです」

　盾無さんはネットで検索して、その答えを確認する。

　案外、なんとなくでもどうにかなるものかもしれない。そんなことを私は思った。
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「エレベーター、故障してるみたい……」

　適当に選んだビルが条件を満たしていた時は運命を感じたけど、最後の最後でハズレを引いたんじゃないかと疑うことになった。

　何がハズレって、そのビルじゃないことを確認するために十三階まで階段を上らないといけないからだ。

「そういえば……階段で上らないといけないみたいな噂もありましたね」

　でも藍ちゃんは違う考えのようだ。むしろそのことを喜んでいるみたいな反応。

「え、なにそれ」

　もしそうなら今日回った場所もハズレだったかわからないことになる。

「すみません。噂の一つなので忘れてました」

「いや、ま、いいんだけど」

　否いや応おうなしに私たちはこの十二階建てのビルを階段で上らないといけないことになる。

　ここが本当に忘却社のあるビルなら、これが運命という考え方も出来るかもしれない。もしエレベーターが故障してなければ私たちは気付かずに帰ることになったのだから。

「うん、これは当たりかもしれない」

　どうせ最後だしと、私は前向きに考えることにした。

「咲夜さんが選んだビルですし」

「それはあんまり関係ないと思うんだけど」

　でも本当にここに忘却社があるなら、噂のヒーローに出会えるということだ。その人物像についてはほとんど噂もないのだけど。

「どんな人たちなんでしょうね？」

　藍ちゃんも同じことを考えていたらしい。

「まあ、ヒーローと言っていい人たちだし、格好いい人じゃないかな」

　そう言いながら、私たちは階段を上っていく。

「男の人でしょうか？　女の人でしょうか？」

「え？　そうか。女の人って可能性もあるのか」

「でもきっと男の人ですよね」

「だと思うなあ」

　そうでないとなんか違うなとか勝手な想像を私はする。

「そういえばあんまり考えてこなかったんですけど、私に付きまとってる人ってどんな人ですかね？」

　言われて私は昨日のことを思い出した。

　私の部屋のベランダにいたあの男のことだ。背が高くて黒い服に身を包んだ不ふ審しん者。

「体操着の件もあるし、気持ち悪い男じゃないかな。背が高いのに猫ねこ背ぜで」

「やっぱり男の人ですよね」

　藍ちゃんは口では肯こう定ていしながらも、やっぱり納なつ得とくいかないという顔をしていた。

「ところでお嬢じよう様さま？」

　そこに盾無さんの声が飛んできた。

「な、なに？」

「ここが十二階のはずなんですが」

　いつのまにかそこまで上っていたのかという驚おどろきもあったが、それ以上に目の前の光景への驚きの方が大きかった。

「この上、屋上って感じじゃ無いけど」

　盾無さんが階数を間違えたとは思えなかった。そういうところはしっかりしてるし、自分で自信の無いことを言ったりしない人のはず。

「ということは、このビルが……」

　だからだろう、藍ちゃんはその意味を理解したみたいだった。

　このビルは十二階建てだったけど、十三階がある。

「藍ちゃんの助けてって気持ちが通じたんだ」

　私はここまでの疲れなど吹ふき飛ぶのを感じた。そして湧わき上がってくる元気で階段を駆かけ上がる。

　十二階の上の階。階段はさらに上に続いていて、どうやら屋上へと繫つながってるのがわかる。つまりはここは十三階なのだ。

「ここでしょうか？」

　十三階を確認するように歩き出した藍ちゃんが何かを指さした。

「かなあ」

　近づいて見ると看板だった。

　確かに「忘却社」と書いてある。しかしその看板がかかっている場所はちょっと私の想像とは違っていた。

　通路側に大きめなガラス窓があり中が見えるようになっている。一応、電灯はついているのだが少し薄うす暗ぐらい。

　そしてガラス窓には赤、白、青のカッティングシートで模様と文字が描えがかれている。文字は「火ひ村むら理り髪はつ店てん」と読める。

「……ここ床とこ屋やさんじゃない？」

　直球で理髪店と書いてあるし、ガラス窓の向こうに見える独特なリクライニングシートや洗面台、鏡などどう考えてもそれ以外考えられない。赤、白、青のラインも、床屋さんの色だ。確か動脈、静脈、包帯を意味してるとか……あれ、でもだとするとお医者さんのデザインだよね？

「でも看板も出てますし、やはりここではないかと思いますが」

　藍ちゃんは私とは違ちがって、ここがそうだと確信してるみたいだった。

「そうなのかなあ。盾無さんはどう思います？」

　私は振ふり返って盾無さんに尋ねる。

「私が確かめてみましょう」

　盾無さんは少し怒おこってるように見えた。ピリピリしてるというのか、攻こう撃げき的なオーラを漂ただよわせていた。警けい戒かいしているだけかもしれないけど。

「何か気になることでも？」

「火ひ村むらという名前、ちょっと引っかかります。ただの偶ぐう然ぜんかもしれませんが」

　盾無さんはそれだけ言うとマットの敷しいてあるドアの前まで移動して、一度大きく息を吸い込んで、それからドアを開けた。

　ドアは音もなく開く。盾無さんが中に入るけど、来客を知らせる音も鳴らない。

「誰だれもいないの？」

「どうでしょうか？　とりあえず来客を歓かん迎げいするべく待ち受けてる感じではないですが」

　しかし盾無さんはまだ警戒してる様子だった。

「ヒーローはお留守かしら？」

　私はそんな盾無さんの後ろをゆっくりと追う。

　外観からもそうだとわかった通り、中もやはり床屋さんだった。

　四組ある椅い子すと鏡と洗面台のセット。その後ろには順番を待つ人が座るらしい横に長い椅子。その奥には漫まん画が雑誌や漫画の単行本が入ってる大きな本ほん棚だながある。

　雑然とした空間だが綺き麗れいに掃そう除じはされておりホコリがたまってるみたいなことはない。今はいなくても誰かが定期的にここに来ているのがわかる。

「雑誌はともかく、漫画は随ずい分ぶんと古いものが多いみたいですね」

　藍ちゃんが本棚を見ていた。なので私も隣となりに行って本棚を確認する。

『キャプテン翼つばさ』、『北ほく斗との拳けん』、『キン肉にくマン』、『キャッツ・アイ』、『風ふう魔まの小こ次じ郎ろう』、『コブラ』といった作品が並んでいた。

「これいつ頃ごろの漫画？」

「正確にはわかりませんが八〇年代の作品ではなかったかと」

　ということは三十年以上前の作品ということ。生まれる前どころの話じゃなかった。

「奥に行きます」

　驚いてる私に緊きん張ちようしてるっぽい盾無さんの声が届く。見ると盾無さんは奥の部屋へと続く通路を仕切っている暖簾のれんをくぐっているところだった。

　何をそこまで警戒してるんだろうと私は思い、藍ちゃんを見る。藍ちゃんも同じことを思ってたみたいで私の方を見ていた。

「追いかけようか？」

　なんかちょっと気まずくてそんな提案をしてみる。

「そうですね」

　そそくさと盾無さんの後を追って暖簾をくぐると、彼女はこっちを見て人差し指で唇くちびるを押さえるような仕草を見せていた。静かにしろ、ということだろう。

「…………」

　何か見つけたのかと思いながら私は物音を立てないように盾無さんの方へと近づく。

　ここはリビングキッチンかなにかのようで台所と大きめな木の机とそれを囲むように木の椅子が六つ置かれていた。

　椅子の一つを見た時、盾無さんが静かにとジェスチャーしていた意味がわかった。そこには一人の女の子が座って、そして寝ねていた。

　まるで人形のような少女。そんな表現がぴったりの女の子だった。寝ていると思ったけど、息をしているのか心配になるくらい静かで動きを感じさせない。もしかしたら本当に人形かもしれない。

「ん……？」

　なんて思ってたら、その娘こが目を覚ました。その動きは寝ぼけてるせいなのか、なんだかぎこちない。

「んー？」

　その娘は首から上だけ動かしてゆっくりと左、そして右と確かく認にんする。やっぱりなんだか人形みたいだ。

「あの、忘却社の方ですか？」

　そんな彼女に話しかけたのは藍ちゃんだった。私と盾無さんはなんとなく話しかけづらくて黙だまって様子を見ていたのに、その行動力には驚く。

「ん？　違うよ」

「じゃあここは忘却社さんではないのですか？」

「ここはミリの家だよ」

「ミリというのはあなたのお名前ですか？」

「うん、ミリの名前はミリ」

　そのミリと名乗った娘は歳は私と同じくらいのはずなのに、その言動はかなり幼いように感じられた。藍ちゃんも話してるけど戸と惑まどってるみたいだ。

「では忘却社の方はここにはいないんですか？」

　それでもここにはどうもこの娘しかいないので、そう聞くしか無い。

「ボーキャクシャノカタなんて人はいないよ」

「そうですか」

　しかしどうも話が嚙かみ合ってないのが傍はた目めにもわかる。

「おや、お客さんか」

　そこに突とつ然ぜん、男の声が響ひびいた。いつの間にか誰か来ていたのが、その声でわかる。私は驚いて振り返りながら、あまり考えることなく挨あい拶さつをした。

「ちょっとお邪じや魔ましてます」

　会え釈しやくをして上げた視界に入った男には見覚えがあった。

　かなり背の高い、猫背の男。黒いファッションに身を包んだ、あの男だ。

「き、昨日の痴ち漢かん！」

　私は思わずそう叫さけんでいた。まさかこんなところで再会するとは思っていなかったので、それ以上は反応出来なかった。でも盾無さんは踊おどるように男に飛びかかっていた。

「へ!?」

　男は自分の顔に盾無さんの影かげが落ちたところで、少し間ま抜ぬけな驚きの声を上げた。
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「昨日の件は……はい、すみませんでした。完全にこっちが悪いです」

　一分後には男は椅子に縛しばり付けられ、私たちに尋じん問もんされていた。完全に拘こう束そくされていることもあって特に抵てい抗こうする様子もなく素す直なおにこちらの質問に答えている。

「一応、言い訳をさせてもらうと覗のぞきが目的ではなくて、俺、探たん偵ていをしてまして仕事で猫ねこ探しを頼たのまれて、それを探してた結果、ああなってしまっただけで……」

　どころか聞かないことまで自分で言い出していた。

「とりあえず悪い人では無いみたいですし、縄なわを解いてあげた方がいいのでは」

　藍ちゃんはそう判断したみたいだけど、盾無さんは首を横に振って否定する。

　ちなみにミリと名乗ったあの娘はそんな私たちの様子を楽しそうにニコニコしながら見ている。この男とは知り合いじゃないんだろうかと不安になる態度だ。

「あの家は広くて、よく猫が迷い込むんだよ。探させてくれと言っても警備の人は通してくれないしね」

「だからって不法侵しん入にゆうが許されるとでも？」

　私はその男の言い分が気に入らず、なんだか凄すごんでしまった。

「それはそうなんだけどさ。ネコが帰って来ないのを心配している人がいることだし……というか君たちは何か用があってここに来たんじゃないのか？」

　話を逸そらされたという気もしたけど、確かにその通りだった。

「一応、確認するけど、あなたが忘却社の人ってことでいいの？」

「俺は忘却社の社長代行だよ」

　その男が微び妙みような役職の人だと判明した。

「じゃあ社長さんはどこにいるの？」

「社長は、いない。だから現状では俺が一番上ってことかな。まあ、一番下も俺だが」

「……大だい丈じよう夫ぶかな、この人で」

　正直、とても不安だ。藍ちゃんの危機をどうにかしてくれる人とは思えない。

「そういえば、お名前は？」

　しかし当の藍ちゃんはこの男を信用することに決めたみたいだった。男を縛る縄を解きながら今いま更さらという感じのことを尋たずねる。

　男はその質問に少し間を開けて、それから本棚の方を見ながら答えた。

「岬みさき翼。姓せいはキャプテン翼の岬くんの岬、名はキャプテン翼の翼くんの翼。親しみを込こめて翼くんと呼んでくれてもいい」

「では、翼さんでいいですか」

「まあ、いいだろう」

　藍ちゃんは当たり前のことのように受け止めたみたいだけど、明らかにうさんくさいものを私は感じた。

「明らかに偽ぎ名めいよね、それ。今、本棚見ながら決めた名前でしょ？」

　だから私はそれをハッキリと指し摘てきする。

「君たちは真しん偽ぎ不明の噂うわさを信じてここに来た。それに比べれば俺の名前が本当かなんて小さなことだと思うがね」

　でも今までこちらの言うとおりに答えていた男とは思えない言葉が返ってきた。表情もいつのまにか不敵に見える。

「それで依い頼らい人にんはこちらのお嬢じようさんって言うことでいいのかな？」

　岬翼と名乗った男は自分の拘束が解かれたのを確認するとシャキッと立ち上がって、藍ちゃんの方を見た。

「はい。もしかしたらただの気のせいかもしれないんですが……」

　藍ちゃんはそれから自分がストーキングされているんじゃないかという話を始める。それはかなり詳しよう細さいで、私も聞いていなかったような具体的な不安に感じた瞬しゆん間かんの話題も多かった。それを岬翼は黙って聞いていた。

「それで今日、こちらの噂を思い出してやってきたんです」

「なるほど」

　岬翼は理解したということを口にしながらも、少し何かが引っかかるみたいだった。

「真相は調べてみないとわからないが、君の不安の原因は解消してやるよ」

　でも改めて藍ちゃんに向きなおると、そう言って小さく頭を下げた。

「信じてくれるんですか？」

「ここに来たってことは、少なくとも困ってるって言うのは本当だろうからな」

　藍ちゃんはそんな彼のことを信じたみたいだけど、私はやっぱり疑わしいと感じたままだった。

「なにそれ？」

　だから不満が口から出てしまう。

「世の中はそういう風に出来てるんだ。第一、困ってないんだったらわざわざ探してまでここに来たりはしない。そうじゃないのか？」

　でも岬翼はひるむことなく、逆に尋ね返してきた。

　正論に納なつ得とくするしかないけど、この男に言われるとなんか面おも白しろくない。

「それで報ほう酬しゆうというか、依頼料みたいのはどれくらいお支し払はらいすればいいんですか？」

　私が答えずにいる間に藍ちゃんが別の質問を始める。

「報酬はもらってない。金のためにやっているわけじゃないからな」

「だとしても実費くらいはお支払いした方がいいかと思うんですが」

「まあ、解決した後、まだ払いたいっていうなら払ってくれてもいいけどな」

　そんな岬翼の言い分が私は鼻につくのを感じた。

「じゃあ何が目的で忘却社なんてものをやってるの？」

　私は少し睨にらむように彼を見た。都合が良すぎて逆に裏があるんじゃないかと感じていたのかもしれない。

「この仕事をしていると大事な人にまた会える気がしてるから、かな」

　岬翼は私の視線を真っ向から受けて、そう答えた。

「大事な人？」

　だから少し信じてもいいなんて思ったんだけど。

「まあ、それが誰だれかは忘れちゃったんだけどな」

　次の言葉で私はやっぱりダメかもしれないと思い直した。
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　次の日、俺は朝からお嬢ちゃんたちの学校にいた。しかも慣れない服を着て、だ。

　黒い、いかにもフォーマルな感じのスーツ。色は普ふ段だんと変わらないがどうにもしゃちほこばった感じで落ち着かない。

「なんかお揃そろいみたいの、どうなのかな、これ」

　俺が着き替がえるのを待っていたのは、似たような服を着た少女だった。名前は盾無真森というらしい。依頼者のお嬢さんと一いつ緒しよに来ていた三倉咲夜という娘の方のボディガードという話だ。

　ちなみにこの服は三倉家の執しつ事じやらシークレットサービスやらが着る制服らしい。

「私は不ふ愉ゆ快かいですが、お嬢じよう様さまのアイデアですから」

　ハッキリとイヤだと返された。こういう時は本当はそう思っていても言ったりしないものだと思うんだが、この娘こはそうではないようだ。

「……そうですか」

　ちょっと出鼻をくじかれたのを感じてそれで俺は話題を引っ込めたのだが、盾無真森という少女は俺の方をじっと睨んでいる。

「何か顔についてる？」

「いえ」

「ネクタイでも曲がってる？」

「いえ」

「……もしかして俺たち、どこかで会ったことがある？」

「少なくともそちらは私に会ったことないはずですが」

「そ、そう」

　よくわからないがどうも嫌きらわれているらしい。ボディガードの仕事をしてるから、俺みたいな部外者が面白くないのだろう。

「盾無さんの部下ってことで学校側に話を通してるんだから文句言わない！」

　そこに三倉咲夜っていうお嬢ちゃんがやってきた。

「……はい、すみませんでした」

　お嬢ちゃんが会話をちゃんと聞いてたとは思えないが、文句を言っていたと指摘された以上はここは謝っておくしかない。

「藍ちゃんのためだからちゃんと調査はして欲しいけど、騒さわぎは起こさないでよ！」

「……はい」

　お嬢ちゃんは俺に釘くぎを刺さして、一度疑いの視線を投げてから去って行く。

「それで岬翼さんは何をするつもりなのですか？」

　そして隣となりの怖こわい女が今度は俺を追つい及きゆうする順番になったらしい。

「まだ何も起こってないですからねえ」

　なので俺はそう言って苦く笑しようするしか出来なかった。

　今、わかってるのはどうも話がどこかでねじれてるっぽいくらいのことだったからだ。




　そんなわけで俺は傍はたから見れば寝ねてるだけで何もしないまま、昼休みを迎むかえた。

「翼くん？　なんでこんなところで寝てるわけ？」

　そしてお嬢ちゃんはそんな俺のことを見み逃のがしてはくれない。屋上で寝ね転ころんで雲を見ていた俺をどうやってか見つけて、責めに来たようだ。

「とりあえず床ゆかに寝ている男に近づくとパンツを見られるから気をつけた方がいいな」

　俺は見えてしまう前に立ち上がったのだが、お嬢ちゃんはそうは思ってくれなかった。

「やっぱり……」

「痴ち漢かんなら黙だまって見続けると思うがね」

　俺の言葉にお嬢ちゃんは露ろ骨こつにため息をつく。嫌われたもんだ。まあ、依頼人じゃないからそれでも特に気にはならないが。

「で、何か、藍ちゃんの件でわかったことは？」

「特にこれと言って何も」

「なのに寝てるなんて随ずい分ぶん、余よ裕ゆうね」

「何もしてなかったわけじゃないんだが」

　とは言え、何をしてたか説明したところでわかってもらえそうにないからしない。

「仕事なら結果で示して欲しいわね」

　それにまあ、お嬢ちゃんの言い分こそ正論だ。報酬はもらわないと言っても、仕事は仕事。確かに結果を出してこそだ。

「犯人が確定したら、ちゃんと二度と絡からまれないようにするさ」

「だといいんだけどね」

　そしてお嬢ちゃんは俺のことをどこまでも信じられないようだ。まあ、何も成果を見せていないのだから無理もないが。

「俺の仕事は犯人から被ひ害がい者の記き憶おくを消すことだ」

「なにそれ？　超ちよう能のう力りよくでも使えるとでも？」

「超能力と言えば、超能力かな」

　俺は大まじめに答えたつもりだったが、お嬢ちゃんはやっぱり信じられないという顔をしている。

「超能力なんて実在するわけ無いって顔だな」

「そう思うのが普ふ通つうでしょ」

「じゃあ忘却社のあったビルのことはどう説明する？　あれだって常識で考えたらありえないだろ？　でもお嬢ちゃんは信じてやって来た」

「それは……藍ちゃんが信じてたからで」

「俺にはあっちのお嬢さんより、君の方が『そういうこと』を信じたがってるように見えるけどな」

「そんなこと……」

　お嬢ちゃんは何か言いよどんでいた。どうも図星だったらしい。

「とにかく俺には人の記憶から特定の人物を消すことが出来るんだよ」

「それは本当として何か問題でもあるの？」

「消すのは簡単だが、消した物を戻もどすことはできない。だから少し、慎しん重ちようにならんといけないんだ」

「ふーん」

　お嬢ちゃんはあまり興味ないという顔をした。仕方ないので興味のありそうな言い方に変えることにする。

「俺は、あっちのお嬢さんの話も言ってる通りじゃないかもと思ってるんだ」

「藍ちゃんが噓うそついてるって言うの？」

　予想通りというかお嬢ちゃんはムッとした顔でこっちを睨み始めた。

「そう思い込んでいるだけかもしれない──と言ってるんだよ」

「思い込み？」

「例えば、ケンカしたばかりのカップルの話だ。互たがいのことをもう会いたくないと思っているだろう。それを真に受けて、お互いの心から消してしまっていいのかって話だ」

「それは、ダメでしょ」

「そうだな。でも二人はその瞬間は本気でそう思ってる。二人に話を聞けば、消して欲しいと言うだろう」

「でも藍ちゃんがどれだけ不安を感じたかとか聞いたでしょ？　しかも体操服も盗ぬすまれたのよ？　それでも藍ちゃんが狙ねらわれてないってわけ？」

「そう見えるからって、それが『事実』とは限らないと言ってるんだよ」

　俺の言葉にお嬢じようちゃんはやはり納得いかないという顔をしている。この場合、友達思いの結果なので𠮟しかるわけにもいかないが。

「遠からず、体操服を盗んだヤツは見つける。でもな、そいつにあのお嬢さんのことを忘却させれば解決するのか。そこを見み極きわめないといけないんだ」

「それまでは藍ちゃんに我が慢まんしろっていうの？」

「少なくとも本人はその覚かく悟ごで俺に頼たのんでると理解してるけどな」

　実際、あっちのお嬢さんはこうして催さい促そくしては来ないのだから、俺が都合良くそう考えてるというわけでもないだろう。

「怪あやしいヤツが何人かいるなら全員に忘却させてしまえばいいじゃない。それで藍ちゃんはもう心配しなくて済むんでしょ？」

　だがお嬢ちゃんからすれば少しでも早く解決して欲しいということらしい。俺からしたらとんでもない提案をし始めた。

「それが彼女や君のクラスメイトでもか？」

　俺はそれで少し感情的になってしまったかもしれない。お嬢ちゃんは目を見開くだけで何も言い返さなかった。

「俺の『超能力』は、標的となった相手に特定の人間を完全に忘れさせ、存在をその後、一いつ切さい認にん識しきできなくなるものだ」

「……うん」

「一切認識できなくなるんだ。クラスメイトで毎日会ってるはずなのに、そいつの中からお嬢さんの存在が無いままになるんだ。それでもいいって言うのか？」

　俺が話してることの意味がわかったわけではないだろうが、その剣けん幕まくに何かまずいことを言ったことだけは伝わったようだ。

「ごめんなさい。言い過ぎたみたい」

　お嬢ちゃんは素す直なおに俺に謝った。だから俺も少し落ち着いて話を続ける。

「俺は他人の世界に入り込めるんだ」

「そういう超能力ってこと？」

「忘却社では、その他人の世界を《固有世界セルフリアリテイ》と呼んでいる。《固有世界》はそいつが認識してる世界であり、俺たちが共有してる世界とは違う箇か所しよもある」

「自分の都合いいように思い込んでるということ？」

「そういうこともあるだろうな。あのお嬢さんのストーカーがいるとして、そいつの世界に入れば、そうだな、彼女の家までの距きよ離りが妙みように近かったりとか明らかに現実と齟そ齬ごが生まれるのさ」

「つまり入るだけでわかるってこと？」

「だけじゃ、わからないかもしれないけどな。下手な尋じん問もんよりは確実に、そして相手にそれと気付かれずに調べることが出来る。実際、午前中は先生たちのことを調べてたのさ」

「なんで先生を？　疑ってるの？」

「盗とう難なんを事件にしたがらなかったというのもあるが、大人の方が調べやすいんだ」

「どういうこと？」

「子供の世界は不安定で、ちょっとしたことでガラッと変わったりするからな。とりあえず入って調べるというのは俺も危険だし、入られたヤツも危険なのさ」

「つまり？」

「もう少し時間がかかる。それにもっと詳くわしいことをあっちのお嬢さんから聞いた方がいいかもしれないしな」

　俺の言葉にお嬢ちゃんはまた疑いの視線を投げてきた。

「それって調査は口実で藍ちゃんと仲良くなりたいだけじゃないの？」

「まさか！　そんなつもりで依い頼らい人にんと接したことは一度も無いさ」

　そしてその理由があまりに予想外のものだったので俺は笑ってしまい、それでまたお嬢ちゃんに睨にらまれるハメになってしまった。

「本当でしょうね？」
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　どうにも俺ってヤツは人に嫌きらわれやすい人間らしい。まあ自覚はあるし、自じ業ごう自得と言われたら、心当たりには事欠かないわけだが。最近はともかく、行いのいい少年時代を過ごしたとはさすがに言えないしな。

「あんた、見ない顔だな」

　それにしたって話したことも無い男子に廊ろう下かを歩いていただけで、いきなり因いん縁ねんをふっかけられると驚おどろく。

「私のことでしょうか？」

　騒ぎを起こすなと釘を刺されてるので謙へりくだった態度で尋たずねる。それから俺はその男子の顔を見た。

　お嬢ちゃんのクラスメイトの一人だ。名前は確か、葉桜翔。なんだか気き障ざったらしい名前だが、岬翼なんて名乗ってる男が指し摘てきすることでもないだろう。

　何か格かく闘とう技ぎをしているらしく全体的に少し筋肉質だ。一方、脂し肪ぼうはかなり絞しぼっているようだ。体重別の競技、ボクサーか何かだろうか。いわゆる細マッチョ、顔の作りも悪くないし、いかにも女にモテそうだ。

「三倉のところの新人か？」

「そのようなものです」

　それでやり過ごそうとした時、葉桜の左ひだり拳こぶしが俺の眼前に突つきつけられていた。

「おっと……」

　寸止めというヤツだ。最初から当てる気はなかったのだろうがあまり行ぎよう儀ぎのいい態度では無いと言って良いだろう。

「ちょっと来い」

　それで周りの注目を集めたのを気にしたのか葉桜はそう言って階段の方へと歩き始めた。正直、無視したい気分だが、ここはついていかないといけないのだろう。

「あんまり時間かかるようだと困るんですが」

「すぐ終わるさ。あんたの態度次第だけどな」

「はあ」




　すぐと言っていたが、移動だけでけっこうな時間がかかった。

　葉桜は校内で目立つ存在のようで、誰だれの視線もないところとなると真ま面じ目めな学生たちが来ない屋上くらいしかない。

「で、三倉のボディガードが校内をうろうろして何をしてるんだ？」

　最初から敵意を滲にじませていたが、誰もいないところだとそれももっと露ろ骨こつだった。葉桜という男は俺のことをハッキリ目め障ざわりと感じているようだ。

「申し訳ないですが仕事上の秘密というヤツでして」

「俺の質問には素直に答えた方がいいぜ。聞いて触ふれ回るほど噂うわさ好きでもないしな」

　葉桜は拳を握にぎって俺に見せた。脅おどしのつもりらしい。となれば、俺もいつまでも謙ゆずっていられるほど人は出来てない。

「依頼されてやってることなんでね。止めるわけにはいかないし、説明するわけにもいかない。お坊ぼつちゃんは聞いたことも無いかもしれないが、守秘義務ってのがあって──」

　俺の言葉が終わるかどうかのタイミングで突きつけられていた左拳が下がり、代わりに右拳が飛んで来た。

　今度は止まらずそのまま俺の腹部に突き刺ささる。

「ぐっ！」

　本気ではなかったようで大した痛みはないが気分はよくない。

「俺は質問してるんだ。答えろよ！」

「それは守秘義務の説明が必要という意味ですかね」

　俺は笑うと背筋を伸のばし、葉桜を見下ろした。高校生にしては良い体格だが、身長は俺の方が十センチは高い。

　それが気に入らなかったらしく、葉桜は俺を睨んできた。怒いかりの表情の奥で、右みぎ肩かたが後ろに引かれるのが見えた。

「く！」

　そこから想像通り、また右拳が飛んで来た。今度は顔だ。なかなか容よう赦しやのない。衝しよう撃げきが左ひだり頰ほおから伝わる。

「とりあえず暴力ってのは止やめませんか」

　でも俺は笑ってそう言い返す。

「じゃあ決けつ闘とうってことにするか？　なんなら怪け我がしても訴うつたえないって念書でも書くか？」

「そんな念書をいつも持ってるなんて、なかなか準備のいい方ですね」

　俺が小さく笑うと、葉桜は大きく口をつり上げて笑った。それが合図だったのだろう。左拳が飛んで来た。

　いわゆるジャブ。人間の反射神経では避よけられないと言われている速さに特化した拳による攻こう撃げき。コイツの流りゆう儀ぎはボクシングかと思った時には食らっていた。

「……やるねえ」

　反撃しようかと思ったら、葉桜はその場でリズミカルに跳はね始める。フットワークを使うつもりらしい。

　どうしたものかと思ったところにお嬢ちゃんたちがやってきた。

「翼さん！」

「なにしてんのよ、こんなところで」

　そしてどうもお嬢ちゃんからすると俺が悪いということらしい。さすがに呼び出された上、一方的に殴なぐられている情じよう況きようでもそれではモチベーションも下がろうというものだ。
















「下がっててくれないか、二人とも」

　しかも葉桜のヤツは急に紳しん士しぶり始める。ああ本当、女にモテそうなヤツだ。

「翼さんが何かされたんですか？」

　依頼人のお嬢さん、梓紗藍は俺が一方的に悪いとは思ってはいないらしい。

「男同士のプライドを懸かけた決闘の最中なんですよ」

　葉桜の言葉にいつからそんなことになったんだと思う。しかし反論は許されなかった。口を開く前にまたジャブが飛んでくる。

　よく訓練されたジャブだった。速いのもそうだが動き出しが見えない。速さ重視で腰こしが入ってないので痛くはないがストレスは溜たまる。

「殴り返してきてもいいんだよ。まあ、出来ればの話だけどな」

　などと葉桜が言い出したので。

「じゃあお言葉に甘えて──シッ！」

　俺は右拳で彼の顔面を狙ねらう。

「ぬっ！」

　しかしそれはすんでのところで届かなかった。寸止めじゃない。俺は当てる気だった。だが葉桜はギリギリ当たらない距離に下がっていたのだ。

　ジャブだけじゃなく、目もかなりいいらしい。

「……やるじゃないか」

「褒ほめても手加減はしないよ」

　そこからは一方的だった。

　ジャブで距離を測ってからのストレートとヒットアンドアウェイ。実に王道なボクシングで俺はボコボコ殴られたってわけだ。

「明日からは行動を自重するんだな」

　梓紗のお嬢じようさんが止めたので、葉桜は俺へのありがたいアドバイスを残して去って行った。もっとも俺にはやるべきことがあるのでそれは聞けない話だったのだが。




「いちち……」

「あ、すいません。染しみましたか？」

　梓紗のお嬢さんは俺の怪我に責任を感じたのか保健室まで同行して俺の治ち療りようをしてくれていた。

「いや、そんなには」

「藍ちゃんがそこまでしてあげる必要ないんじゃない？　騒さわぎ起こすなって言ったのにまったく何やってんのよ」

　そしてそんな俺を三倉のお嬢ちゃんは非難してきた。

「俺も同感だね」

　犯人を探して真相を突き止めなければいけないというのに、高校生に絡からまれて一方的に殴られてる場合ではない。

「葉桜くんは、空手部の三年の人も倒たおしたことあるのよ？　その人は全国大会の常連だったのに、一方的だったって話だし」

　つまり俺なんかが戦っていい相手じゃ無かったとでも言いたいんだろう。

「そういうのは先に言ってもらわないと」

　皮肉を言ってみたが、聞いていたところで結果が変わったとは俺も思ってない。

「で、午後の収しゆう穫かくはあったの？」

　お嬢ちゃんもこの話を引っ張ってもしょうがないと思ったのだろう。本題に入った。

「ああ……これといったのはないかな」

　何かお嬢ちゃんが喜ぶ話をしたいところなのだが、何もなかったのだから仕方ない。

「少しは犯人を絞れたの？」

「それもどうかな。まあ、露骨に怪あやしいヤツなら見つけたけど」

「誰？」

　お嬢ちゃんが少しは期待したのか前のめりに尋ねてきた。

「葉桜翔」

　しかしその答えに大きくため息をつかれた。

「やっぱり頼たよりにならないのね、あんた」

　お嬢ちゃんの中での俺の株が下がりっ放しなのは、調べるまでもなく明らかだった。株式相場なら昼の時点でストップ安になってたはずだが、あいにくそんなシステムはお嬢ちゃんの心にはなさそうだ。
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「三倉、ちょっといいかな」

　次の日、朝から葉桜くんに話しかけられた。

　話の心当たりはある。翼くんのことだろう。

「あの男のことなんだけど何者なんだ？」

「藍ちゃんの体操着の件で調査を頼たのんでる探たん偵てい……みたいな人」

　忘却社のことを詳くわしく話してもややこしくなるのでそういうことにしておく。

「梓紗の体操着の件は、本当に盗とう難なんだったのか？」

　でも葉桜くんはそっちに食いついた。大して翼くんのことは興味なかったらしい。

「あの後、電話で確かく認にんして、先生にも言ったんだけどね」

「学校の名めい誉よのために認めなかったって？」

　葉桜くんは私の返事をまたず苛いら立だち始めた。少しやり過ぎなところもあるけど、基本的には正義感が強いんだろう。

「それで藍ちゃんが探してきたのがあの人ってわけ」

「なるほどね」

　葉桜くんはまだ不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。それが先生や学校側への怒りなのか、翼くんに対するものなのかは私にはわからなかった。ただしばらくムッとした様子で何かを考えていた。

「で、あの男は……信用にたる相手なのか？」

　その結果出て来た質問は、私にはけっこう答えづらいものだった。

　葉桜くんに言われるまでもなく、最初からうさんくさい男だったし。

「私はともかく、藍ちゃんは信じてるみたい」

　それを言うのが私には精せい一いつ杯ぱいだった。




　その日は葉桜くんの質問のことをずっと考えているうちに放課後になってしまった。

「信じられるかって言われても、最初から痴ち漢かんだったし……」

　正直、何を信じられるかという話だ。

　根こん拠きよらしい根拠と言ったらネットでの噂うわさくらい。

「それも忘却社に助けられたって話だし……」

　翼くんは自分を社長代行と言った。噂は翼くんのことじゃなく、社長とか別の人の話かもしれないし。

「その割にはなんか信じられると思ってるんだよね……」

　自分でも不思議なのだけど、信じたいのに信じさせてくれないことに怒おこってるみたいなのだ。それがどこから来る感情なのか自分でもよくわからない。

　彼のことを現代のヒーローと思っていて、それと実際とのギャップのせいなのか。

「あの人、ヒーローって感じじゃないよね……弱っちいし」

　などと思っていたら急に話しかけられた。

「ここにいたのか、お嬢ちゃん」

「わあ！」

　なのでビックリもする。しかも噂をすればなんとやら。翼くん、当人の登場だ。

「ん？　今、話しかけたらまずかったか？」

「別に……っていうか、なんの用？」

「せっついていたヤツにそんなこと言われると凹へこむね」

「ってことは犯人がわかったってこと？」

「確定じゃないが」

「誰だれ？　私の知ってる人？」

　それで少しは期待した私だったけど。

「葉桜翔」

　やっぱり自分がバカだったかもと考え直す。

「……あのねえ」

「別に私し怨えんで言ってるわけじゃない。外そと堀ぼりを埋うめていった結果だ」

「例の超ちよう能のう力りよくで確かめたの？」

「本人のことはまだ。ただ、しっかりチェックするとなると不測の事態が起きかねないんでね」

「それで？」

「帰ったアイツを追いかけて調べるから、一いつ緒しよに来てくれ」

「……無む駄だ足あしにならないといいけど」

　本当、よりにもよって葉桜くんとか何を言い出したんだろうと私は改めて思う。でも、ちゃんと調べたら白黒つくのだし。

「それに私がコイツと一緒にいれば藍ちゃんは無事なわけだし」

　この岬翼なる人物が怪しいとしても、藍ちゃんと二人で行動させるよりはマシだ。

「何か言ったか？」

　だから私は翼くんの質問には答えず、行動を開始した。

「さっさと行きましょ！」
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　色々、納なつ得とくがいかない。その思いが顔に出てしまっていたらしい。

「私のボディガードなんて楽しくないですよね」

　梓紗藍様が移動中の車内、隣となりに座っている私に話しかけてきた。

「いえ、そのようなことは……」

「盾無さんは本当は咲夜さんのボディガードですもんね」

　だから自分の護衛などやってられないだろうということなのか。

「今は梓紗様を守るのが仕事ですし、それが不満ということは決してありません」

「なら、いいんですけど」

　梓紗様は本当にそれを心配していたらしく私の言葉にホッとした様子を見せた。

　それで車内は静かになった。私から梓紗様に話すようなことはないのだから当然、そうなる。

「盾無さんはその、今回の件、どう思ってらっしゃるんですか？」

　少ししてまた梓紗様が話しかけてきた。

「奇き妙みようだなと感じてます。盗難以降、何も動きが感じられないのです」

　梓紗様の気のせいでないのも確か。なのに私が護衛を任されてからはストーカーの影かげがどこにも感じられない。まるで私が護衛についたのを知って避さけているかのように。

「やはりいないんでしょうか、ストーカーなんて」

「いえ、いたはずです。でも私が護衛をすることが決まったのをどうやってか知って、それ以降、動きを見せてないみたいなんです」

　そう解かい釈しやくするしかない。最大の疑問は私が護衛することをどうやって知ったのかということだ。梓紗様に怪しいヤツが近づけば私は気がついたはず。なのに、先に向こうが気付いて私の方を避けているかのような動き。

「護衛が決まってすぐに犯人はそれを知り得る場所にいたということですか？」

「それもちょっと考えられないんです」

　もし犯人がいたとしたら、お嬢じよう様さまから電話があって、護衛を始めるまでの間にそれを知って私に気付かれずに撤てつ退たいしたということになる。

「盗とう聴ちようという線は？」

「ないですね。お嬢様の携けい帯たいはもちろん、梓紗様にも仕し掛かけられてません」

　だから納得がいかないのだ。相手は私より上うわ手てのプロなのだろうか。しかしそれならなぜ体操着を盗ぬすむなんて露ろ骨こつなことをしたのか。

「翼さんがきっと解決してくれますよ」

　梓紗様がさらに納得しかねることを言い出した。

「……そうでしょうか」

「忘却社は依い頼らい者の悩なやみを必ず三日以内で解決してくださるそうですから」

「だとしたら、今日にでも解決することになりますね」

　しかし私にはとてもそうとは思えなかった。理由は噂は信じないとかそんなことではない。私はあの『岬翼』という男を疑っているからだ。

「盾無さんはもしかして以前にも翼さんにお会いしたことがあるのですか？」

　梓紗様の言葉に私は正直驚おどろいた。それこそ顔に出してなかったはずだ。

「会ったことがあるような、ないような」

　なので取り繕つくろうのは止やめて正直に話すことにした。それでもどうしてもぼんやりした言い方になってしまうのだけど。

「どういうことですか？」

「知ってる人間のはずなんですが、まるで中身が違ちがうんです」

　これも私が納得いかない理由の一つだった。

「だったら別人なのでは？」

「そうかもしれません」

　そしてそうであって欲しいと思う自分もいる。ずっと探していた人間だが、同時に会いたいと思っていたわけでもないからだ。

「それで、その、よろしければでいいんですが、その翼さんのようなその人はどういう方なのか聞かせていただけませんか？」

　梓紗様は私の知るその人物が私にとって微び妙みような存在だと気付いてるみたいだった。それでも聞いて来たのは、岬翼という人物の興味の方が勝まさったということだろう。

「そうですね……一言で言えば、快楽殺人者シリアルキラーでした」

　なので、私は少し考えてからそう答えた。そうとしか言いがたい人物だったからだ。

　それで梓紗様の動きが止まるのが見えた。しかしそれが急に笑え顔がおに変わる。

「盾無さんも冗じよう談だんとか言うんですね」

　どうも本気の発言だとは思ってもらえなかったようだ。だからって私はムキになって訂てい正せいはしなかった。

「どうして冗談だと？」

「だって本当にそう思ってたら咲夜さんと一緒にいるのを許すわけないですよね」

　確かにその通りだった。つまり私は岬翼とあの男が同一人物ではないと理解していることになる。

「梓紗様は鋭するどいですね」

「いえ、まさかそんな」

　梓紗様が謙けん遜そんしたところで目的地についたらしく車は静かに停止した。

　そして梓紗様は習い事の生け花教室へと向かった。私はそれを見送りながら、改めて情じよう況きようを整理した。

　それでも答えは変わらない。

　色々、納得がいかない。今は自分が何を考えているかすら一いつ貫かんしない。なので私はそれ以上、考えるのを止め心を静めていく。ただ任務をするための機械となり、梓紗様に近づく者を探すことにした。
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「そういえば盾無さんは？」

「梓紗のお嬢じようさんについて行った。習い事があるらしいのでボディガードだとさ」

「なら、そっちは安心ね」

　学校を出た私たちは葉桜くんの家の方を目指した。私は彼の住所は知らなかったけど、翼くんがちゃんと調べていた。そういうところはやっぱりプロっぽい。

「彼、家にいるのかな？」

「アイツも今日は習い事らしいな。と言ってもボクシングで、ロードワークだけどな」

「ああ、そういうこと」

　住所どころか彼の日々のスケジュールすら把は握あくしているらしい。何もしてないと思っていたけど、かなり調べ込んでいる。もしかすると言わなかっただけで、最初から葉桜くんのことを疑っていたのかもしれない。

「いたぞ」

　翼くんがそう言って目線で葉桜くんを確かく認にんしたことを示してきた。

　すでに家に帰って着き替がえたらしくパーカー姿だった。フードまで被かぶっていて夏を間近にした気温の中では暑いんじゃないかと心配になる。

「あれって減量ってヤツ？　彼、随ずい分ぶんと真しん剣けんにボクシングに打ち込んでるんだ」

　私はそう結論づけたけど、どうも翼くんはそうは思ってないらしい。

「それは……どうかな」

　そしてどう思ってるかは答えず、彼はおかしなことを言い出した。

「調べてみるから俺の体を見張っててくれ」

「はい？　あんたを見張る？　なんで？」

　さらに翼くんはその疑問にも答えず、走っている葉桜くんの後ろ姿を睨にらんだ。

　瞬しゆん間かん、二人の間の地面に光が走って線を描えがいたのが見えた……気がした。

「え？」

　それを確認する間もなく、翼くんが私に倒たおれ込んできた。

「ちょ、な、なに、これ……」

　魂たましいが抜ぬけている。そう言っていい状態だった。全身から力が抜けた図ずう体たいばかり大きな男を支える羽目になった私は戸と惑まどうばかりだった。
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　葉桜翔の《固有世界》に入ったのを確認する。

　俺はロードワークを続ける《彼》を黙だまって見過ごした。彼自身に会って話を聞きたいわけでは無いからだ。

　さっきまでと場所は同じだが、そこにお嬢ちゃんの姿がなかった。彼を探して俺やお嬢ちゃんがここに来てるとは思ってもいないということだろう。

「つまり警けい戒かいされてはいないってことだ」

　それを確認して俺は来た道を戻もどる。心なしか学校までの距きよ離りが近い。どうもコイツは学校が好きでしょうがない人種らしい。俺の嫌きらいなタイプだなと改めて思う。

　校舎内に入るとその傾けい向こうはよりハッキリした。コイツは学校を自分の庭と思っている。

　それを確信しつつ教室まで来た俺は部屋の後ろにあるロッカーに気付いた。各自がちょっとしたものをしまっておける小型のものだ。一応、鍵かぎもあるがおもちゃの延長だろう。

「ふむ……」

　ご丁てい寧ねいにどれが誰だれのものか名前が書いてある。間違いないという意味では助かるが、セキュリティ的には若じやつ干かん不安を感じる。

　俺は梓紗のお嬢さんのロッカーを試ためしに開けてみた。

「お……」

　施せ錠じようはされておらず、いきなりそれは開いた。しかし何も入っていない。

「妙みようだな」

　俺は答えを出せないまま、葉桜翔のロッカーを開けてみることにした。

　またも施錠はされておらず、今度は体操着が入っていた。しかしそれは女物で、コイツ自身の持ち物では無い。

「随分と太い神経をしてるな、コイツ」

　これで一つハッキリした。お嬢さんの体操着を盗んだのはコイツだ。

　しかし同時におかしなことに気付く。欲ほしくて盗んだのなら、なぜここにあるのか。

「……外したか？」

　興味が無いし、どうでもいいからここにあるんだ。罪悪感や不安があれば、家に持ち帰るだろう。

　俺は葉桜翔の席に移動し、そこから今度は梓紗のお嬢さんの席へと向かう。

　今度はなんだか遠くに感じられる。となるとむしろ逆かもしれない。コイツはお嬢さんのことが嫌いなのだ。

「最初から何かねじれてる感じはしてんだが……どういうことだ？」

　俺はどこかで勘かん違ちがいしてることを確信した。それがどこからなのか、思考で時を遡さかのぼる。

　コイツが盗とう難なんの犯人なのは間違いない。でも盗難の理由は好意からではない。

　とすると彼女への嫌いやがらせ？　それはなんのためだ？

「だから、なんなのよ、これー!?」

　しかし答えにたどり着く前に俺の思考は大きな声で途と切ぎれる。

「お嬢ちゃん？」

　その声の主はお嬢ちゃんだった。しかし明らかにこの場に似つかわしくない。

「翼くん、戻ってきたの？　って、ここ学校？　どういうこと？」

　そのお嬢ちゃんの言葉から、彼女が俺が潜もぐったことを知ってることがわかる。葉桜の中の彼女がそんなことを知ってるわけはない。つまり。

「なるほど、お嬢ちゃんも来てしまったというわけか」

　そう考えるしかない。

「なにそれ？」

　だが、それをすぐにお嬢ちゃんが理解出来るわけもない。だから俺は説明してやることにする。

「ここはあの男の世界、葉桜翔の《固有世界》だ。君はどうやら俺と同じ能力──《認識介入リールジヤツク》──を持っているということらしいな」

「え？　私が？」



















「ここはあの男の世界、葉は桜ざくら翔しようの《固有世界セルフリアリテイ》だ。君はどうやら俺と同じ能力──《認識介入リールジヤツク》──を持っているということらしいな」

「え？　私が？」

　正直、翼つばさくんが何を言い出したのかはわからなかった。

　ハッキリしてるのは、私がさっきまでいた場所とは違ちがった所にいるということだ。

「……ここ教室よね？」

　私が見る限り私の知ってる私の教室だった。

「葉桜翔の世界のアイツの教室だけどな」

「何が違うの？」

「さて。俺はお嬢ちゃんでもアイツでもないからな」

　そう言いながら翼くんは教室の後ろの方へと歩き出した。私はそれについていく。

「とりあえず梓あず紗さのお嬢さんの体操着がどこにあるかはわかったぞ」

「本当？」

　翼くんは私の質問に答える代わりに、とあるロッカーを指さした。そこには葉桜くんの名前が書いてある。

「ここ？」

「開けてみろよ」

　言われてその通りにしようと思ったけど、やはり手が止まる。

「人のロッカーを開けるのはちょっと」

「じゃあ、はい」

　翼くんは何の躊ちゆう躇ちよもなく葉桜くんのロッカーを開ける。中には確かに女子の体操着が入っていた。藍あいちゃんの物かはわからないけど、葉桜くんのではないのは間違いない。

「つまり葉桜くんが藍ちゃんのストーカーってこと？」

　これで事件解決なのかと思ったけど、翼くんは渋しぶい顔をする。

「それがなあ」

　何か言いづらいことがあるのか翼くんは頭をかいて言葉を濁にごす。

「なに？　これが藍ちゃんの体操着で、葉桜くんのロッカーに入ってたってことはそういうことじゃないの？」

　そもそもそうだと思ったからこうして彼の世界に潜り込んで調べてるはず。

「ストーカーなら体操着は家に持ち帰って大切に保管してると思うんだよな」

「確かに、そうよね」

「逆に言えば、欲しくはなかったということだな」

「どういうこと？」

「『盗ぬすまれた』という事実が欲しかったということかな」

「でも、そのことで教室で騒そう動どうが起きた時、葉桜くんは諫いさめる方向で動いてたけど」

　何か別の狙ねらいがあったのなら騒さわぎを大きくするものじゃないかなと私は思う。

「その辺、詳くわしく聞かせてくれ」

　でも翼くんは私とは別のことを考えていたらしい。

「えっと、藍ちゃんが盗まれてるのに気付いて、それで皆みんなに話をしてたら、気のせいじゃないかって空気になって……」

　私はその時のことをなるべく詳しよう細さいに思い出そうとする。

「霞かすみヶが関せきさんが藍ちゃんを責めるみたいなことを言ったので、私はそれが気に入らなくて反論しようとしたら」

「葉桜翔がそれを止めたと」

「うん」

「お嬢じようちゃんはその時、彼のことをどう思った？」

「え？　いや、いい人だなって……」

　でも彼が盗んでいたのだとしたら、これは所謂いわゆる、自作自演というヤツなのだ。そんなことをしてなんの意味があるのか私にはピンとこないけど。

「そういうことか」

　でも翼くんは違っていたようだ。

「俺たちはずっと誤解してたんだ！」

　翼くんが真しん剣けんな顔をして私の方を見て語気を強めてそう言った。

「確かに誤解はしてたけど、葉桜くんのことをいい人とか」

　彼はそう思わせるために藍ちゃんの体操着を盗むようなヤツだったのだ。騙だまされてた自分に腹が立つと思ったのだけど。

「そうじゃない」

「え？」

　私を見る翼くんは少し怖こわいくらいだった。誰に対する怒いかりなのか今までの彼とはまるで別人のような表情を浮うかべていた。

「ストーカーの狙いは梓紗のお嬢さんじゃなかったんだよ」

「じゃあ、誰？」

　翼くんはそれには答えず、私の左手を握にぎったかと思うとそのまま走り出した。

「急いで公園に戻もどるぞ！」

「え？　ちょっと、どういうこと？」

　じっとしてると腕うでが抜ぬけそうだったので私はわからないまま彼に引っぱられて教室を出る。廊ろう下かには少なからず生徒たちがいた。しかしその顔はのっぺらぼうのようだった。

「みんな顔がないけど……」

　葉桜翔という男の子にとっては他の学生は「誰だれかその辺のヤツ」というくらいの認にん識しきしか無いのだろう。そう思うと彼という人間のことを本当に誤解してたと感じる。

　しかし私がゾッとしたのはその後だった。

　顔の無い生徒たちの顔が変化を始めた。だけじゃなく、男子の制服を着てた学生たちも女子へと変わっていく。

「さっきの話だけど、もしかして藍ちゃんじゃなくて……」

　目に入る全ての学生たちが、とある特定の人物に変わったのがわかった。その特定の人物が誰かは一目で判別出来た。なぜならそれは私がよく知ってる人間だったから。

　三み倉くら咲さく夜や。私だったからだ。

「残念ながら、正解だ」

　階段までたどり着いた翼くんが私を引っ張った。

「ちょっと！」

　それでビックリしてる間に、私は翼くんに抱だきかかえられていた。いわゆるお姫ひめ様さまだっこというヤツだ。

「我が慢まんしろ、思ってるよりヤバいことになってる」

　翼くんは私を抱かかえたまま、飛ぶように階段を下りていく。

「ひゃっ！」

　あっという間に一階まで下り立って、そのままの勢いで昇しよう降こう口から外に出る。

「……参ったね」

　そんな翼くんの足が止まる。

　外にはこの時間には似つかわしくないほどの大勢の生徒たちがいた。しかもそれが全部、私だった。それがどんどんと数が増えていくみたいだった。

「何が起きてるの？」

「さあねえ。わかってるのは葉桜翔の頭の中がお嬢ちゃんのことでいっぱいになりつつあるということかな」

　翼くんは私を地面に下ろす。

「なんで、そんなことに？」

「魂たましいの抜けたみたいなお嬢ちゃんが転がってるのを見つけたんじゃないのか？」

　その言葉で私は私に倒たおれ込んできた翼くんのことを思い出す。

　この《固有世界》に来たせいで翼くんがああなっていたのであれば、私も同じようになってるということだ。

「それって、かなりまずくない？」

　言ってる間に《私》の増ぞう殖しよくは続いていた。まばらだった《私》が今では辺りを埋うめ尽つくし始めていた。日曜の原はら宿じゆくみたいな光景だ。ただし全部、私だけど。

「実にまずいな」

　もう移動することすらままならない。それが私にもわかった。

「どうにかならないの？」

「元の世界に戻るには元の場所にいかないといけないんだよ」

　翼くんが苦々しく呟つぶやく。言ってる間にさらに《私》は増えているみたいだった。この中に飛び込んで公園まで行くのは難しそうだ。

「非常事態だしリスクを恐おそれてる場合じゃないな」

　翼くんのことをどうするかと見ていたら、彼の手にいつのまにかアタッシェケースがあった。突とつ然ぜん、現れた。そうとしか思えない不自然さだった。

　翼くんは腰こしを下ろすとアタッシェケースを地面に置いた。

「コイツ、映画派か」

　翼くんがアタッシェケースを開くと、中には金属の部品が詰つめ込まれていた。そこに彼が手を突つっ込こむとカシャッと音がして何かが固定された音がする。それを確認して翼くんは腕ごとアタッシェケースを肩かたの高さまで持ち上げる。するとアタッシェケースだったそれは彼の胸を覆おおい、そこから伸のびるように部品が伸びて全身を包む。

　気付くと翼くんは赤と銀色で出来た金属の鎧よろいを纏まとっていた。

「映画って？」

　何が起こってるのか説明して欲しい。そう思ったけど翼くんはまた私を抱きかかえる。

「摑つかまってろッ！」

　手を引っ張られた時の比じゃ無かった。私は空に投げ飛ばされたようにすら感じた。

「て！　ちょっと飛んでるんだけど！」

　階段を下りた時のように飛ぶようにじゃなく、本当に飛んでいた。

　視界の向こうで学校が小さくなり、無数の《私》たちもそれが人とわからないくらいの小ささへと変わっていく。

　明らかに非現実的なことが起こっていた。

　翼くんは飛んでいて、私も抱えられて空を高速で移動していた。

「だからなんなの、これ!?」

「詳しい説明は省くが《固有世界》だけで使える裏うら技わざだとでも思ってくれ」

　よくわからないけど、とりあえず納なつ得とくしておけということらしい。

「というか飛んでどこ行くの？」

「さっきも言っただろ。この世界から出るには来た場所に戻る必要があるんだよ」

「だからって！」

　それで思い出したけど、私が来た場所っていうのは教室じゃなかっただろうか。

「ちょっと戻って！」

「どこへ！」

「私、来たの教室だった。だったら教室から戻れるんじゃないの？」

「……かもな」

　猛もうスピードで飛んでいた翼くんは旋せん回かいしてまた学校へと戻る進路を取る。

「目を瞑つぶってろ！　破は片へんが飛ぶかもしれない！」

「へ！」

　私の反応を待たず、迫せまる校舎に向かって翼くんは左手を伸ばしたかと思うと光こう弾だんを撃うち込んだ。それで教室の壁かべに大きな穴が空く。

「ちょ！　校舎壊こわした！」

「あいつの世界の校舎だ。問題ない」

　そして空いた穴を潜くぐり、ふわっと教室内へと着地する。

「ここ私の教室？」

　何人か爆ばく風ふうで吹ふき飛ばされて倒れていた。それが《私》だと気付くとなんとも言えないイヤな気分になった。

「来た場所に戻る必要があるって言ったろ」

　しかし翼くんは気にもとめてない。きっとそれが無意味な感傷だと知っているからだ。

　翼くんがこめかみの辺りを押さえると、カシャッと音がして顔を覆っていたパーツが無くなった。それから彼は辺りを見み渡わたす。

「ここか」

　翼くんが手を伸ばすとそこに扉とびらが現れた。ロダンの彫ちよう刻こくでこんなのあったななんて思ったりするようなヤツが。

「戻ったらどういう状況になってるかわからないけど……アイツからは距きよ離りを置くようにしろよ」

　どういう理り屈くつかはわからないけど、ここから私は元の世界へ戻れるらしい。

「うん」

　目を見て私は彼が心配しているというのを感じ、なるべく自信ありげにそううなずいてみせた

「俺もすぐ追いつく」

　翼くんはまたこめかみの辺りを押さえて顔を隠かくすと外に向かって駆かけ出し、そのまま飛んでいった。

「俺もすぐ追いつく──か」

　そんな彼が小さくなっていくのを見送りながら、私はその言葉を繰くり返した。

　気付けば彼のことを私はヒーローだと感じていた。




　　　　　　　○




　失敗した。

　お嬢じようちゃんにはトラブルが起きた時のためについてきてもらったが、アイツの狙ねらいがお嬢ちゃんそのものだったとは。

　後こう悔かいをしても何も解決はしないが、そう思わずにはいられない。

「……この辺は静かなもんだな」

　公園に降りたところで俺はその不自然さに気付いた。学校や町中は《お嬢ちゃん》で埋め尽くされていたのに、ここには誰もいない。

　いや、一人だけいた。《俺》だ。

　間ま抜ぬけにも意識を失ったまま倒れている。新しく怪け我がをしてないところを見ると、見つけはしたがどうとも思わなかったということか。

「問題は俺じゃなく、お嬢ちゃんがいないって方か」

　俺は《俺》が倒れているところの側そばにある《扉》に触ふれる。それは触れるまでは実体のない、本来の世界へと続く扉だ。

　それを押して開くと中から光がどっと押し寄せて、俺はそれに吞のみ込まれて上下の感覚を失う。何度やっても慣れない。気持ちの悪い感覚。

「ふぅ」

　それが収まると俺はさっきと同じ場所に立っていた。しかしそこには《俺》はいない。つまり戻ってきたということだ。

「……遅おそかったか」

　お嬢ちゃんの姿はそこにはなかった。葉桜翔の姿もだ。見つかったのはお嬢ちゃんのものらしきスマホが一台。位置情報で追われることを警けい戒かいして捨てて行ったのだ。

「すぐ追いつくって言ったけど、こいつは……まずいな」

　どこか俺の知らないところに連れて行かれてしまった──それ以外の想定はあいにく浮うかばなかった。




　　　　　　　○




　扉の向こうは元の公園じゃなかった。

　じゃあどこかと聞かれても私の方が知りたいという情況だ。

　暗い中、目線の高さに一つだけ小さい電灯があってそれだけが室内を照らしていた。だから視覚から得られる情報はそう多くない。床ゆかに座らされてるので、それがコンクリっぽいのはわかる。あと、自分の話をさせてもらえるなら、両手を後ろで縛しばられてる。

　そしてこの情況に加えて、距離を置くようにと忠告された男と二人きりだ。

「いやあ、意識が無いみたいだったから心配したよ」

　なのに向こうはまだ自分がいい人だと思われていると考えているみたいだった。

「意識が無い人を心配して縛るってのはどういう理屈なのかな」

　極力穏おだやかに指し摘てきしようと思ったけど、自分の怒いかりの感情が上う手まく抑おさえられない。

「急に暴れ出されても困るしね」

「じゃあ意識戻もどったし解いてくれるかな？」

　私だって言った通りにしてくれるなんて思ってない。ただ彼がどう取り繕つくろうのか知りたかった。それだけだ。

「イヤだね」

　しかし私の予想に反し、彼はもうそんな必要すら感じてないみたいだった。そしてそれで驚おどろいた私を見て、ニヤリと笑った。

「こんなチャンス、もうないと思うんだよね」

「……どういうこと？」

　彼の考えがまったくわからず、私は話を追いかけることもできない。混乱してるのか、彼がおかしいのか。その判断すらもままならない。

「盾たて無なしさんだっけ？　あの人とは戦ったことはないけど、かなーり強いよねえ」

「でしょうね」

「だから邪じや魔まだったんだよ」

「それじゃ藍ちゃんのことをストーキングしてたのは……」

「そうそう。君は友達思いの優やさしい娘こだからさ。彼女が不安を抱いだいてたら、自分のボディガードを減らしてでも守ろうとするんじゃないかって思ったんだよね」

　彼は思ったとおりになっただろと大げさに笑い始める。

「代わりに変な男が現れた時は失敗したかなあと思ったんだけど、アイツ弱っちいし、さっきも意識失ったままだし、本当に笑っちゃうよねえ」

　彼はさらにわざとらしく大きく笑い始めるが、もちろん私はクスリとも笑えない。

「全然笑えない」

　だからそう言ってやったら、彼は一いつ瞬しゆん動きを止めた。

「そうか。まあ、笑えなかったよ。ボコってみせてもアイツ調べるの止やめないし、君もアイツに頼たよるの止めないんだもんなあ。おかしいだろ。頼るならクラスメイトの俺だろ？　霞ヶ関さんとケンカしそうになった君を止めた俺だろ？」

「少しもそんな風には考えなかったけど」

　実際、選せん択たく肢しにも挙げなかった。ケンカを止めてくれたから感謝はしたけど、私はどこかで彼がこういう人だとわかっていたのかもしれない。

「ガッカリしたよ」

　でも彼は私の話なんてどうでもいいみたいだった。ただ自分の話を続ける。

「あの男と君が折り重なるように倒たおれているところを見つけた時はショックだったよ。まさか君が公園で男とふしだらな関係を結ぶような人間だったなんて！ってね」

「ふしだらって、別に私と翼くんはそんなんじゃ」

「そうそう。そういう関係じゃないんだよね。二人して同じ場所で倒れてただけで、君は彼のこと好きでもないんだよね」

　念を押すように彼は私を見下ろしていた。

「だよね？」

　でも私が何も反応しないのでもう一度聞いてくる。

「どうかな。昨日までは頼りないヤツって思ってたけど」

「まさかあの男がこれから助けに来てくれるとでも思ってる？」

　彼の声には怒りが混じっていた。私が思ったとおりに動かないことに苛いら立だち始めてるのかもしれない。

「無理だよ。アイツにはこの場所はわからないし、それにわかったところでどうにもならないだろ。この間、俺がアイツのこと一方的にボコボコにしたの忘れた？」

　それはその通りだった。

　盾無さんならともかく、翼くんが追いついて来てくれたところで、この葉桜翔という才能溢あふれる若きボクサーを倒せるわけもない。そんな現実に私は引き戻された。

《固有世界》。そこに入ったり、そこでは金属の鎧よろいをまとって空を飛んだり出来る翼くんを見た。だから彼のことをヒーローみたいに思っていたけど、あれは《固有世界》という現実とは似て非なる世界だけで使える裏うら技わざって言ってたし、この世界の彼はヒーローじゃないんだ。

「やっと理解したみたいだね。今の自分の立場ってヤツを」

　私の心が折れかけたのを見て取ったのか葉桜翔は嬉うれしそうにそう告げる。

「でも、どうして？　盾無さんがいて邪魔だったのはわかった。でも、だからってなんで意識を失ってる私をこうやって連れ去るようなことをしたの？」

　私との距離を詰つめたかった。そこまでは情況からわかる。でもその方法がこれというのは私には理解出来ない。

「恋こいする男の勘かんってヤツかな。このままだと君、近いうちにあの男のことを好きになる気がしたんだ」

「そんな話じゃなくて、もっと正々堂々と……」

　言いかけた私のことを葉桜翔はにらみつけてきた。その表情は怒り。でも目にはどこか冷たいものが感じられた。

「正々堂々と告白してたら、君は付き合ってくれたのかな」

　答えはノーだ。こんな情じよう況きようになったからじゃない。昨日の情況のままでも私は彼と付き合うなんて絶対に思わなかった。

「そうだよな。わかってるよ」

　そして私が言うまでもなく、彼はそれを理解してるようだった。言葉が出ないままの私に向かって彼は一方的に話を続ける。

「君のことはずっと観みてたからね、ちゃんとわかってるんだよ──仮に俺が告白しても君は付き合ったりしない。君だってそれがわかってるくせに、正々堂々と何をしろって言うんだい？　正せい攻こう法ほうでのゴールなんてどこにもありはしないんだよ」

「それなら諦あきらめるものでしょ」

　それに負けないように私は強い言葉を口にする。

「オイオイ、君は残ざん酷こくなことを言うなあ。無理だから諦めろだって？　君、友達に恋れん愛あい相談されてもそんなことを言うのかい？　まあ、俺は君の友達ですらないけどね」

　彼は何がおかしいのかゲラゲラと笑い出した。

「諦めるってことなら、俺はもう諦めてるんだよ。君に好かれること、そしてこの後の俺の人生ってヤツもね」

「……どういうこと？」

「俺はこの恋に殉じゆんずるって決めたんだよ。この恋をね、諦めるくらいなら死んだ方がマシ。そう気付いた時に、だったら死ぬ気でやってみようって考え直したわけさ」

　彼はゆっくりと歩き、座ったままの私の左に移動した。

「俺はこれから君を抱く。まあ、抱くなんてそんなロマンチックな言葉は似合わない行こう為いになってしまうだろうが、俺の一世一代の恋だからね、敢あえてそう言わせてもらう」

　彼は私を怖こわがらせようとしてるのだろうか。それともただ正直な気持ちを口にしてるだけなのか。それすらも私にはわからなくなってきていた。

「俺は明日には捕つかまるだろうね。君を連れて逃にげ回ってみてもいいけど、君が協力してくれるとも思えないし。遠からず逮たい捕ほされるだろう。もしかしたら警察じゃなくて、君の家の連中に捕まるかもしれないな。そうなったら死んだ方がマシだと思う目に遭あわされるかもしれない」

「それがわかってるのに、なんでこんなことをするの？」

「わかんない人だなあ、君は。僕はこの恋に殉ずると言っただろう？　俺の想いを遂とげる方法はこれしかないんだよ。だったら──」

　葉桜翔は言葉を句切ったかと思うと体を横に曲げて私の顔を覗のぞき込んできた。

「後のこととか、どうでもよくね？」

　簡単に言えば、彼は自や棄けになっている。しかしそうすることで様々なしがらみを捨てた彼の行動はもう止まりそうになかった。

　つまり、私は絶体絶命の危機ということだ。彼の目的を考えたら私がよほどの抵てい抗こうをしたところで殺したりはしないだろうけど、怪け我がさせるくらいは躊ちゆう躇ちよしない。私が彼を蹴ければ彼は私の足を折るかもしれない。

「もう抵抗しないのかい？」

　葉桜翔は私にゆっくりと近づいて来ていた。それを私が黙だまってみてるので、もう私が諦めたと感じているみたいだ。

「抵抗して欲しいの？」

　だからそうじゃないってことを教えてやる。

「さっきまではして欲しくなかったけど、今はそれも楽しいかもなあって思ってる」

　でもそれも彼にとっては興奮の燃料みたいなものだったらしい。

「……最低」

「抵抗はするだけすればいいし、悪態もつけるだけつけばいい。どうせ君にはもう助かる道はないんだ」

　葉桜翔の言葉に私は返せる言葉がなかった。彼はそれでにっと笑うと私の隣となりに立って、私の肩かたに手を置いた。

「君は賢かしこいな。そうやって何もしないことが俺がもっとも得しないことだもんな」

　そんなことを考えて黙っているわけじゃない。

「諦めもせず、でも抵抗もしない。確かにいい選択肢だ。でもな──」

　葉桜翔は私の胸むなぐらを摑つかむといきなり引き上げた。

「それじゃ、俺が、この俺が人生を捨てた分に釣つり合わなくなるだろう？」

　彼の顔が目の前にあるのがわかった。彼の吐はく息が顔に当たるのを感じる。

「ぐっ」

　それで私は自由に動く膝ひざを彼の腹に打ち込んだ。大したダメージではないだろうけど、彼も虚きよを突つかれたらしく、短くうめいて摑んでいた私を話す。

「きゃっ」

　結果、私は尻しりから床ゆかに落ちて転がる羽目になった。

「やるじゃないか。あの体勢から膝蹴げりとか、意外と君も強いみたいだな」

　葉桜翔は倒れている私から少し距きよ離りを置いて頭の方に回る。私の足が自由なのをちゃんと警けい戒かいしてるようだ。強いくせにそういうところがまた恐おそろしく感じられる。

「さあ、もっと抵抗しろよ」

　葉桜翔は私がもう何も出来ないと認めるまでいたぶるつもりらしい。

　誰だれかが助けに来るわけじゃない。私がどれだけ抵抗しようが時間の問題。それこそ彼は三日でも四日でもここで私が弱るのを見てることだって出来るのだ。

「あなたは抵抗されたいんだから、もう何もしない」

「ふーん。だったら、抵抗したいと思えるようなことを考えないとな」

　そう言いつつ葉桜翔はポケットからスマホを取り出した。

「せっかくだから全部録画しておこうか」

　スマホの明かりが下から彼の顔を照らす。彼がスマホの画面を触さわるのが見えたけど、何を操作してるのかまでは私にはわからない。

「この動画を皆みなさんが見てる頃ころには俺はきっと逮捕されてると思います。どうしてそうなったのかの一部始終を録画していきますので観てください。あ、でも刺し激げきが強いので、そういうの嫌きらいな人は注意。あと十八禁の内容になると思うのでよい子も観ないでね。ま、出演者はどっちも十八歳未満なんだけど」

　ただ彼が急に余よ所そ向きの話し方を始めたので、すでに録画が始まってるのがわかる。彼はそのカメラを私の方に向けてきた。

「さて、この床に転がってるのがとあるお嬢じよう様さま学校に通っている三倉咲夜さんです。この娘こを俺は今から抱だきます。彼女には承しよう諾だく得てないのでドンびく様な映像になっちゃうかもしれないけど、そこは観る人の自己責任ってことで」

　私は何か反応しようとするのを必死に止めなければいけなかった。なにかしようとすれば、それは彼の燃料になってしまう。それがわかっていた。

「あれれ？　怖さのあまり失神しちゃったのかな？」

　そう言いながらも葉桜翔は私の周りを少し距離を置いて回り出す。

「おっと、こっちからだとスカートがめくれてて、もう少しでパンツ見えそうですね」

　その言葉でどうやら面おも白しろいアングルを探してただけなのがわかる。

「このまままくっちゃいましょうか？　お嬢様ってのはどんなパンツ穿はいてるか、皆さんも気になりますよね？」

　葉桜翔はすっかりナレーター気取り。しかしそれも私を煽あおって反応を引き出すための演技のようなものだ。

「本人も止めろと言わないみたいなので、せっかくなので見てみましょう」

　私は聞こえる言葉、全すべてを無視しようと心を閉とざす。それでも私のスカートを引っ張る感覚が足に伝わる。それで体が震ふるえるのを止められなかった。
















「もう少し……もう少しで見えますよ、皆さん！」

　それがわかったのか葉桜翔はわざとゆっくりスカートを引っ張る。私が途と中ちゆうで止やめてと言うのを待っているのだ。

　でも私はその制止の言葉を口に出さなかった。それが彼の望みだとわかっていたから。

「見えちゃうけどいいのかなー？」

　その時、ガラガラと音が鳴ったかと思ったら光がどっと入り込んできた。それで私は目がくらんでしまったのだけど、誰が来たのかはすぐにわかった。

「遅おそくなってごめんな、お嬢ちゃん」

　声でわかった。翼くんが来てくれたのだ。

「翼くん……だよね？」

　次し第だいに目が慣れてきて、私はここがガレージの中だったことを知る。逆光で顔は見えないけど、そこにいたのは確かに翼くんだった。

「なんで、ここが……」

　葉桜翔は声だけでわかるくらい苛いら立だっていた。

「その辺は企き業ぎよう秘密なんで勘かん弁べんしてもらえませんかね」

　なのに翼くんはふざけてるとしか思えない口調で対する。

「ま、いっか──」

　それが葉桜翔を冷静にさせたのかもしれない。

「どうせお前が来たところでどうにもならねえんだからな」

　葉桜翔は翼くんから視線を外し私の方を見て笑う。

「どころかより悲ひ惨さんになっただけだろ。怪我人が一人増えて、君は自分が犯おかされるところをアイツに見られることになるんだからな。おっと、犯すとか下品だったかなあ」

「……本音が出ただけでしょ」

　私はそんな彼を睨にらみ返す。怖くなくなったわけじゃない。でももう怖いなんて顔はしていたくない。

「言うねえ」

　でも葉桜翔にとってはそんな私の態度すら楽しさの燃料だったようだ。

「心配するな。もうソイツには何もさせねえ」

　いつのまにか側そばまで翼くんが寄ってきていた。音も気配もなく。それにはさすがに葉桜翔も驚おどろいたみたいだった。

「忍しのび寄るのだけは得意みたいじゃねえか」

　葉桜翔が臨戦態勢に。一応、警戒してるのか跳はねながら距離を取る。

「忍び寄るのはそこまで得意じゃ無いんだがな」

　それを見て翼くんも構えた。その姿はまるで鏡映し。ボクシングスタイルだった。

「お前もボクシングやるのか」

　それで葉桜翔の緊きん張ちよう感がやわらぐのが感じられた。同じボクシングなら自分の方が上と確信したんだろうと思う。

「そりゃ現実こつちじゃ俺はヒーローじゃないし、アタッシェケースからパワードスーツを取り出したりなんてこともできない。だがな──」

　翼くんの右みぎ拳こぶしが葉桜翔に撃うち込まれる。

「だからってお前がいつでも勝てるとは限らないんだぜ」

　でも前と一いつ緒しよだった。拳の分、葉桜翔はスッと後ろに躱かわしていた。

「いいや、限るね。お前の拳なんて俺にはかすりもしな……」

　葉桜翔の言葉が途中で止まる。彼の顔を見ると、鼻から血が出ていた。

「俺の拳がなんだって？　五ミリ空けて避よけたはずがかすっててビックリしたか」

　翼くんの言葉から、その鼻血が彼の攻こう撃げきのせいだというのがわかる。

「ま、まぐれだ」

　葉桜翔は右手で鼻血を拭ぬぐいながら、後ろに少し跳ねた。言葉とは裏腹に翼くんへの警戒を強めたのは明らかだった。

　一方、翼くんは距離を詰つめず、何か話を始めた。

「正直言うと俺、お前みたいなタイプが大だいっ嫌きらいなんだよ。初対面で犯人だなと思ったくらいだ。でも嫌いだからそう決めつけてるみたいで、そういうの良くないよなあって自分を戒いましめてたんだ」

「お前が俺を嫌いだからなんだっつんだよ！　俺はクラスでも人気者だし、俺のこと好きな女だってたくさんいるんだ！」

「そういうところだよ、そういうところ。自分の支持者が多いから、自分は正しいとか思ってるヤツ。俺、そういうヤツが嫌いなんだよ」

「だからなんなんだよ！」

「この間は怒いかりにまかせて殴なぐりかからないように我が慢まんしてたんだぜ」

　翼くんは右拳を力の限りぎゅっと握にぎり、体を震わせる。

「俺が嫌いだからって、疑わしいだけで前ぜん途と有望な若者を再起不能にするわけにはいかないだろ。実際、お前のボクシングの才能は大したもんだよ。真ま面じ目めにやれば世界チャンピオンにもなれたかもな」

「だったら負けるのはやっぱりお前の方じゃねえか！」

　葉桜翔が自分から打って出た。距離を詰めたかと思うと左のジャブがいつのまにか。

「……避けた？」

　驚く声が聞こえた。

「ジャブってヤツは見てからは避けられない。それはもはや常識。でもな、来るとわかってれば避けられるに決まってんだろ」

　翼くんが右半身を引いて攻撃体勢をとる。それはボクシングと言うより空手みたいな攻撃を知らせるモーション。ミリ単位で避けられる葉桜翔にとってはわかりやすすぎるサインのはずだった。

「ガハッ！」

　なのに翼くんの拳が葉桜翔の腹を抉えぐっていた。

「なんでだかわかんねえって顔をしてるから説明してやるよ。コイツは別に企業秘密じゃあないからな」

　そう言いながらまた翼くんは右拳を引いて攻撃する準備をする。

「うげぇっ！」

　見え見えの右ストレート。なのにまた葉桜翔は避けられず、今度は顔面に食らって、そのまま床に倒たおれた。

「お前はさあ、拳を『投げてる』だけなんだよ。拳という弾だん丸がんを撃ち出すと言った方がわかりやすいか？　だから初速からどう避ければいいか判断出来ると思ってる。でもな拳ってのは撃ち出した後も腕うでと繫つながってるんだぜ？」

「だからなんだってんだよ」

　葉桜翔は怒りの叫さけびを上げながらヨロヨロと立ち上がる。

「お前が五ミリ避けて躱すとわかれば、俺はさらに五ミリ押し込む。それだけだ」

「噓うそだ！　お前なんかに俺が五ミリ避けるのがわかるわけがない。第一、あんたはこの間、一回しかまともに攻撃しなかったじゃないか！」

「お前の回かい避ひを見切るのに一回で十分だったから──とは考えなかったのか？」

　翼くんの言葉で葉桜翔の動きが完全に止まった。

　そんなわけはない。そう思ってるのがわかる。彼の中で今まで積み上げてきた自信が崩くずれていくのがまるで聞こえるようだった。

「な、ならなんでその後は避けなかったんだ！」

　その叫びは認めまいと自分に言い聞かせてるのかもしれなかった。でもそれにも翼くんはどこまで本気かわからない言葉を返す。

「それは企業秘密だから言えないな、少年」

「ふざけるなあ！」

　怒りと共に葉桜翔が攻撃を始める。

　と思った瞬しゆん間かん、その動きが止まった。

「……ジャブ？」

　ずっと右しか使ってなかった翼くんがジャブを放ったみたいだった。みたいというのは本当に見えなかったからだ。

　前に出るところを打たれて葉桜翔の足が止まる。

「さて、お前の流りゆう儀ぎに合わせて手加減してやるのはここまでだぜ」

　そして翼くんの言葉で葉桜翔の言葉も止まる。

　手加減してやるのはここまで。ということは翼くんはずっと手加減してたということらしい。世界チャンピオンにもなれると言った相手に、相手のやり方に合わせるのが手加減とは普ふ通つうは思わないだろう。

「一応、警告してやるよ。俺の流儀は払はらいにある。次の攻撃はそれなりの覚かく悟ごをしてからしてくれよ──」

　翼くんの構えはボクシングよりは空手のそれに近かった。両手を前に構えていて、どっちかというと防ぼう御ぎよ重視に見える。

「今度は痛いだけじゃ済まないからな」

「ギリギリで躱せないならちゃんと躱せばいいだけじゃねえか」

　葉桜翔は自分に言い聞かせるようにそう言った。

「いい着眼点だな。やっぱりお前、才能があるよ」

「俺はもうお前の間合いには入らない。外側からボコボコにしてやるぜ！」

　アウトボクシング。彼本来のヒットアンドアウェイの攻撃スタイル。相手の間合いの外から攻撃し、反撃される前に逃にげる。その繰くり返しで相手の体力、精神力を削けずっていく。それをしようというのだろう。

　ぴょんぴょんと跳ねながら葉桜翔が翼くんを中心に回る。翼くんは特に動くこと無く、その場に立っていた。

　葉桜翔はすぐには打ち込まなかった。アウトボクシングなら勝てる。そう思ってはいるけど、やはり翼くんのことは警けい戒かいしてるのだろう。

「遠くから俺のことを火だるまにするんじゃないのか？」

　その警戒の中、翼くんは彼のことをさらに挑ちよう発はつする。

「やってやる！　やってやるよ！」

　葉桜翔が翼くんの左前に立ったところでジャブを放った。

　と思ったら、彼の体が後ろに飛んでいた。その勢いのまま壁かべにぶつかり鈍にぶい音を立て、跳ね返ってそのまま床ゆかに転がった。

「どうしたって間合いには入るんだよ。お前が攻撃してくる限りはな」

　翼くんが何か言ったけど、きっと葉桜翔には聞こえていなかった。

「ぐわああああ！」

　遅おくれてきた痛みに彼が絶ぜつ叫きようする。気になって見ると彼の両りよう腕うでがあらぬ方向に曲がっていた。それぞれの腕が肘ひじと手首の間で体の外側に向かって折れていたのだ。

「サービスで救急車くらいは呼んでやるよ。その腕じゃスマホ操作も大変そうだからな」

　追い打ちをかけるように翼くんがそう言った。

「ううぅう……」

　完全な敗北か骨折の痛みか、葉桜翔は泣き始めた。

「出来心だったんです。三倉のことを本当にどうにかする気なんてなかったんです」

　そして誰だれに対してなのかわからない言い訳を始める。

「許して……許してください……」

「と言ってますが、どうされます、お嬢じよう様さま？」

　翼くんは呆あきれたという顔で私に尋たずねてきた。

「もうこんなことしませんから！　三倉には話しかけません。だから……だから今日のことは忘れてください……お願いしますっ！」

　その間にも葉桜翔の誰に向けてかわからない懺ざん悔げのような言葉が続く。彼が何か言ってるなというのはわかっていた。でもその意味を理解するのを私の心は拒こばんでいた。

「どうされます？」

　それでも翼くんは私にどうするか決めて欲しいらしい。もしくは単にもう彼の相手をする気が失うせてしまったのかもしれない。

　翼くんは私の手を縛しばっていた縄なわを解くとすっと立ち上がり、私の前に立って手を差し出してきた。服装のせいもあって本当に私の執しつ事じみたいだなと思ったりする。

「私が決めていいの？」

「こっちから言いたいことは全部言わせてもらいましたので」

　私は手を借りて立ち上がると床に倒れたまま泣いてる葉桜翔の所へと向かう。

　彼はまだ何か言っていた。でももう耳にも入ってこない。

「絶対に忘れないし、許しもしないわ！」

　そんな私から許すなんて言葉が出てくるはずもなかった。

　彼は私を見上げて驚おどろき、そして絶望した顔を見せた。

「知ってるはずでしょ、私がそんなこと絶対しない人間だって」




　　　　　　　○




　案外、ショックを受けてないみたいだなと思うのは少し安易だろうか。

　葉桜の家のガレージから出て歩きながら、俺はお嬢ちゃんのことを観察していた。そもそも話題にすらしない方がいいかもと思っていたけど、余計な心配だったかもしれない。

「助けるのが遅おそくなって、すまなかった」

「え？」

　何か意地悪で聞き返されたのかと疑いそうなタイミングだった。

「いや、だから助けるのが遅くなって」

「ああ、うん。間に合ったからいいんじゃないかな、そういうのは」

「……そうですか」

　俺はちょっと何を言えばいいのか考えてしまった。

「こっちこそ言ってなかったね。助けてくれて、ありがとうね」

「それこそ、仕事だしな」

「でも依い頼らい人にんは藍ちゃんだったから、私はついでだったんでしょ」

「そう、なるのか？」

　最初からどこかねじれてると感じてたし、制服を渡わたしたりあれこれ指示してたのはお嬢ちゃんの方だったから、こっちが依頼者のつもりでいた。

「そういえば、なんであの場所がわかったの？　やっぱり企き業ぎよう秘密？」

「……ああ。学校でお嬢ちゃんが増ぞう殖しよくしてたのは覚えてるよな」

「飛んでる時もすごい数が見えたよね」

「でも公園に行ったら、全然人がいなかったんだ。誰にも見つからずに帰りたいって気持ちが形になってたのかもな。だから空から見たら露ろ骨こつに誰もいないゾーンがあった」

「その先がアイツの家で、あのガレージだったってわけね」

「そういうこと」

　本当にショックを受けてないらしい。お嬢ちゃんは楽しげにすら見える。

「本当のことを言うと、もう少し早く片付ける方法もあったんだ」

「え？」

「葉桜のヤツからお嬢ちゃんを忘ぼう却きやくさせてしまえば、その場で解決出来たんだけど」

「でも、それをすると危なかったわけね」

「アイツの中がお嬢ちゃんへの妄もう想そうで一いつ杯ぱいだったから、それをしたらアイツの世界そのものまで壊こわれてしまいかねなかった」

「あの瞬間は世界や未来よりも私の方が大事みたいなこと言ってたし、本当にアイツの世界ごと壊れてたかもね」

　何かろくでもないことを言われたのだろうとは想像出来た。だから俺はそれ以上は話を掘ほり下げられなかった。

「そうだな」

　ただ一言、お嬢ちゃんの言葉を肯こう定ていする。それで何か気き遣づかいをしたのが伝わったらしく、向こうも何も言い返してこなかった。

「多分、今は落ち着いてるだろうから、アイツの中からお嬢ちゃんのことを忘却させてくるよ。アイツも何もしないとは言ってたが、その方がいいだろ？」

　沈ちん黙もくが辛つらくて、俺は仕事に意識を戻もどす。

「それなんだけど、私もついて行っていい？」

「あまり青少年の健全育成によろしいとは言えない絵え面づらになるぞ」

「何をするのか、大体想像はついてる」

「そうか。だったらわざわざ見なくていいんじゃないのか」

「でも、今回のことは私、受け止めないといけない気がするから」

「強いんだな」

　正直に俺はそう思った。

「不安だからそうするんだと思う」

　でもお嬢ちゃんは違ちがうことを考えていた。
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　大体想像はついてる。なんて言ってはみたけど。

　やっぱり想像と現実には大きな開きがあった。

　そこは公園だった。葉桜翔の《固有世界》の公園。私が意識を失ったところに、《私》がいた。きっと彼の中ではそこまで時間が巻き戻っていたのだろう。

　意識を失った私を連れて帰ったということを無かったことにしたい。それで《私》はまだここにいたのだ。

　土砂降りの雨が降っていたのは、彼の悲しみの表れなのかもしれない。どっちかと言えば泣きたいのは私の方だと思うので同情なんてしないけど。

「これがお前が見たがっていた俺の仕事ってヤツだよ」

　翼くんの腕うでに銃じゆうが握にぎられていた。アタッシェケースの時と一いつ緒しよでいつの間にかだ。

「…………」

　土砂降りの音にも負けない銃じゆう声せいが聞こえて、続いてドサッと音を立てて《私》が倒たおれるのが見えた。

「やっぱり忘却って……こういう……」

《私》は声一つあげず、そのまま消えて行った。

　私は啞あ然ぜんとしながらも、そういうことなんだと納なつ得とくしてもいた。

　翼くんの仕事はこうやって犯人の《固有世界》から相談者を殺して消すこと。だから彼は安易にその能力を使うように言った私のことを𠮟しかったのだ。

　取り返しのつかないこと。その意味がやっと私にも理解出来た。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん」

　ショックはあった。自分が目の前で殺される様を見たのだ。無いはずは無い。でもそれよりも私を心配する翼くんの優やさしさを感じて言葉が詰つまってしまった。

　彼は今までもこんなことを繰り返してきたのだろう。あの事務所に来る人を助ける度たびに、彼は《相談者》を殺してきたのだ。困ってるから助けると言った相手を助ける方法がそれだから。

「お嬢ちゃんの中のアイツも消そうか？」

　なのに翼くんはそんなことを聞いてくる。今度は私じゃ無く、葉桜くんだからそこまで傷ついたりはしないかもしれない。でも《固有世界》でのこととは言え、私のために彼にまた人を殺して欲しいとは思えなかった。

「いいよ、そんなことしなくて」

「でもさ」

「忘れた？　私、忘れないし許しもしないって言ったでしょ」

　私はそういうことにしておくことにした。ちょっと悲しくなって、ちゃんと噓うそを貫つらぬけたかはわからない。

「そうだったな、すまん」

　でも翼くんは笑って納なつ得とくしたように見えた。
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　現実に戻った私は藍ちゃんと合流して、事の次し第だいを報告した。習い事が終わるのを待っていたら、すっかり夜になってしまったがそれも仕方ない。

「ごめんね。藍ちゃんにはとんだとばっちりだったみたいで」

　翼くんの説明が終わったところで、私はじっと我が慢まんしていた言葉をやっと口に出来た。

「いえ。悪いのは咲夜さんじゃありませんし。ただ」

「な、なに？」

「咲夜さんはもう少し自分の魅み力りよくを自覚された方がいいかなとは」

「私の魅力？」

　なんだそれと私は本気で思うのだけど。

「私、狙ねらわれるなら私ではなく咲夜さんの方だと言ったはずですけど」

「……そうだっけ？」

　なんとなくそんなことを言われた記き憶おくはあった。

「それはおいおいどうにかしていくとして、解決したなら何よりですね」

　藍ちゃんは本気でそう思ってるみたいだった。やっぱりお嬢じよう様さまというのはこういうものじゃないかなと私は自分との違いに改めて少し傷ついたりもした。




　藍ちゃんには夕飯でもと誘さそわれたけど、私は帰るという翼くんと新宿に行くことにした。まだちょっと彼と話したいことがあったからだ。

「そういえばさ翼くん、けっこう強かったのね」

　けっこうなんて穏おだやかな言い方をしたが実際にはそんな生やさしいものじゃなかった。正直、底が見えなかった。葉桜くんからの攻こう撃げきに一呼吸で両手を折り、吹ふき飛ばしたのは思い起こしてもどうやったかわからない。

「一応、本業は私立探たん偵ていなんでね、荒あらっぽいことも多少は出来ないとな」

　なのに、彼は「多少」なんて言い方をする。あれで多少なら、彼の仕事先はどんな無法地帯なんだろうと思ってしまう。

「その割に盾無さんにはあっさり捕つかまってたような」

「あの子は強いし……それに抵てい抗こうする場面じゃなかっただろ」

「盾無さんってそんなに強いの？」

「表の格かく闘とう技ぎ界なら頂点に立てるんじゃないか」

「それって葉桜くんレベルってこと？」

「完成した葉桜翔レベルってことだな。全盛期のマイク・タイソンよりは強いよ」

「……誰だれだっけ、その人」

「昔のヘビー級ボクシングチャンピオン」

「とんでもなく強いってことね」

　盾無さんが頼たよりになる人とは感じていたけど、そこまでの人だとは思ってなかった。

「それで、その、翼くん」

　私はそんな本当はどうでもいい話から、どうしても聞きたかったことに話題を移す。でも緊きん張ちようしたのか少し躓つまずいてしまった。

「なんだよ、らしくないな。思ったことズバズバ言うのがお嬢じようちゃんだろ」

　自分でもそう思ってるけど、なんか翼くんに指し摘てきされると少し凹へこむ。

「その……また事務所に遊びに行ってもいいかな？」

　そのおかげか、やっと言いたかったことが言えた。

「ダメだ」

　なのに翼くんは少しの迷いもなく否定してきた。

「どうして？」

　私は尋たずねながらもその答えをわかっていた。

「あの場所は本当に困ってる人のための場所だからだよ」

　そしてそれは想像通りの答えだったけど、ハッキリ言われるとやっぱりショックだ。

「でも邪じや魔まにならないくらいならいいでしょ？」

　その質問に翼くんは答えず、私の顔をじっと見た。

「お嬢ちゃんはもう気付いてるんじゃないのか？」

　ドキリとした。私にはハッキリと心当たりがあったからだ。

　思い返すとおかしな話だった。

　忘ぼう却きやく社しやの噂うわさはたくさんあるのに、その詳しよう細さいを知ってる人がいない。

　そんなものただの噂だからだと最初は思った。でも実際に忘却社はあって、翼くんは私を助けてくれた。

　他にもきっと彼に助けてもらった人はいたはず。でもそれを覚えている人はいない。

　きっと、どこにもいないのだ。その理由は──。

「だったら、そんな話をするだけ無む駄だだとわかるだろ」

　翼くんはそう言うけど、私は納得したくはなかった。

「わかってるけど認めたくないって顔だな」

「わかんないよ。翼くんがどうしてこんなことしてるのか」

「さっき言ったぜ。あの場所は本当に困ってる人のための場所だからだよ──ってな」

「翼くんはそれでいいの？」

「なんだ？　かわいい女子高生のお嬢様とせっかく知り合いになれたんだから、これからも仲良くしてけばいいじゃないかって？」

　彼は茶化すように私に尋ねる。さすがに私は聞き逃のがせなかった。

「翼くん！」

「……今のは俺が悪かった」

　翼くんは私の𠮟しつ責せきに素す直なおに謝る。でも彼が意見を変えるわけじゃない。

「仕事の仕上げ、一緒に来るか？」

　それが彼の精せい一いつ杯ぱいの譲じよう歩ほなのは理解出来た。だから私はもう疑問をぶつけて彼を困らせたりはしなかった。

「うん」

　翼くんは私の前に立ってこっちを見た。

　次の瞬しゆん間かん、何か光が飛んで来たように感じて、私は上下の感覚を失った。

「……ここは？」

　気付くと私は明らかに非日常的な空間にいた。

　白いどこまでも続く床ゆか。他にあるのは一つの扉とびら。その扉の周りを灰色の二重らせんがうごめいていた。

「前社長に聞いたところによると、ここは《鍵かぎの世界》と代々呼ばれてきたそうだ」

　その説明で私は灰色に見えた二重らせんが白黒一いつ対ついの鍵で出来ているのに気付く。

「ここには人類全すべての鍵があるそうだ。でもいつだって大事なのはたったの七〇億分の一なんだ」

　翼くんが手を伸のばすと二重らせんの動きが速まり、そして程ほどなくして止まった。

「いつでも大事なのはたった一組の鍵なんだよ」

　手の前で止まった鍵を翼くんは手に握にぎり込むと、そのまま扉の方へと歩き出した。

　扉の中央に白い鍵が差し込まれると、ガシャンと大きな音が聞こえた。扉の枠わくの隙すき間まから光が漏もれてきて、どこかに繫つながったらしいことがわかる。

「行くぞ」

　翼くんが扉を開くと隙間から漏れてた光がどっと流れ込んできた。私はまた上下の感覚を失う。

　そして気付くと私は《元の場所》に立っていた。でもそこは元の場所では無く、《固有世界》の《元の場所》だ。

　そして元の場所である以上、そこには元の場所にいた人間がいた。

　私と、そして翼くんだ。

「ここ、私の世界……なんだよね？」

　確かく認にんするまでもなく、もうわかっていた。ここが私の《固有世界》であることも、そしてここに来た目的も。

「ああ」

　翼くんは、この世界の《翼くん》を殺すためにここまでやってきたのだ。それは私の中から翼くんのことを消し去るために。

　わかっていた。わかっていたし納得してるつもりだった。でもやっぱり違ちがった。

「忘れさせるつもりなら、なんで連れて来たりしたの？」

　自分でも理り不ふ尽じんな物言いだと思う。彼を困らせ、そうさせたのは自分だ。それもわかっていたけど、こんなの無いって思う。思ってしまう。

「お嬢ちゃんが受け止めたいと思ってると感じたからさ」

　確かにそう思ってた。いつのまにか、こんな仕上げをされるなんてもっとイヤだ。

　でも、やっぱりこうしてハッキリ見せられるのはイヤだ。

「あと、一つ。企き業ぎよう秘密だけど、教えてやるよ」

　翼くんの手の中から黒い光が漏れるのが見えた。かと思うとその手には大きな銃じゆうが握られていた。

「俺が依い頼らい者の前であまり力を見せないのは、この仕上げが面めん倒どうになるからさ」

　依頼者に信用されるほど、依頼者の《固有世界》で彼の存在は大きくなる。それだけじゃなく彼が強いと知れば知るほど、その世界での翼くんも強くなるのだ。

「そういうことだったんだ」

　どこか不ふ真ま面じ目めな態度。頼りにならないと感じさせる言動。それは全て、この時のためのものだった。

　彼の仕事はいつだって、もう二度と会わないことが前提のものだったから。

「なんで──」

　翼くんはなんでそんなことを？　それを聞く前に銃じゆう声せいが響ひびいた。

　翼くんが《翼くん》を撃うった音だった。その衝しよう撃げきは飛んで来て、私はその場に倒たおれた。

　意識が遠のくのがわかった。直接的な痛みよりも私の世界から《翼くん》が消える痛みかもしれない。

「さよなら、お嬢ちゃん。俺みたいのは誰かの日常にはいない方がいいんだ」

　翼くんはそれだけ言うと、私の世界から消えた。

「そんなの……ひどいよ、翼くん……」

　私はそれを感じたところで完全に意識を失った。
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　気付くと私は雑ざつ踏とうの中にいた。

「……あれ？」

　おかしな感覚だった。明らかにさっきまで何かしてたはずなのに、思い出せない。

　スマホを見て時間を確認すると三十分くらい、いつの間にか時間が経たってるみたいだった。それがわかるのに、でもその前にやってたことも思い出せない。

「なんだろ、これ……」

　二重人格とかいうヤツだろうか。私の中にもう一人の私がいて、さっきまでそっちが主導権を握ってたとか。

「それはないか」

　スマホのスケジュール管理を呼び出しても、そこには何も書いてなかった。それで思い出すにここ数日の記き憶おくがなんだか怪あやしい。

「誰かと会ってた気がするんだけど……藍ちゃんかな？」

　私の友達の藍ちゃんに電話をかけることにした。自分が何をしてたかなんて聞くのは相当おかしいけど、藍ちゃんならそれをバカにして笑ったりはしないだろう。

「何か用があると言ってた気がするんですけど」

　確かにバカにはされなかった。でもなんだか藍ちゃんの方も似たような状じよう況きようらしい。藍ちゃんは藍ちゃんで記憶がハッキリしないみたいだった。

「何の用だったんだろう」

　本当に妙みような情況だった。私は私の用を藍ちゃんに尋ねて、それでお互たがいなんだったかわからないと言い合ってるのだから。

「思い出せないって言葉で思い出したんだけどね」

　藍ちゃんがそれまた別の妙なことを言い出した。

「……んん？」

「忘却社の噂ってご存じですか？」

「忘却社……」

　なんだか聞き覚えがあるような気もした。

　藍ちゃんの説明によると、誰だれかに追われて困ってる人を助けてくれる探たん偵ていみたいなことをしている会社であるらしい。もっともそれは本当に困ってる人にしか見つけられないという都市伝説みたいなものらしいのだけど。

「十二階建てビルの十三階にあるとか……いかにもそれっぽい噂だね」

「とりあえず今は困ってませんけど、いつか行ってみたいですね」

「でも本当に困らないといけないんでしょ。だったら私はいいかな」

　何気なく言ったその言葉だったけど、私は何故か胸が痛むのを感じた。

「……なにこれ」

　どころか涙なみだを流していた。理由はわからないけど、私は悲しんでいた。何がそんなに悲しいのかすらわからないのに、涙が止まらない。

「こんなところで泣いたりして、彼氏にでも振ふられたのかい？」

　そんな質問と共に私の視界にハンカチが飛び込んできた。

「違います！　多分ですけど」

　私はとっさに涙を拭ぬぐうとハンカチを差し出してきた相手を見た。

　目力の強い女性だった。ハッとするほどの美人なのだが、それを台無しにするくらい酷ひどい髪かみ型がたをしていた。全体としては長いのに、思いつきで適当にハサミを入れただけにしか見えない不ふ揃ぞろいさが目立つ。

「多分って、おかしなことを言うね、君は」

「よくわかんないんです」

「じゃあ否定も言い訳もしなくていいだろうに」

　その女性は小さく笑った。

「とりあえずこんな往来で泣いてるのは穏おだやかじゃないので、涙は拭ふくといい」

　そして改めてハンカチを渡わたしてくれた。まだ涙がこぼれていたのかはわからないけど、ハンカチで目を押さえるとそれだけで少し気分が落ち着くのを感じた。

「あ、すみません。洗って返しますね」

　それで自分のハンカチで拭けばいいだけだったと今いま更さら気付く。

「君にあげるよ」

「え？　でも」

「どうせ、もらいものだしね。特に愛着感じてるわけでもない」

　彼女の説明を聞いてハンカチを見ると、それが紺こん色いろで男物のデザインだとわかる。

「そう、なんですか」

　だからって見ず知らずの人間にあげるものだろうか。

「なんなら帰り道、捨ててくれて構わないよ。君だって知らない男からもらったものなんて、なんか不気味だろ？」

　どこまで本気でそう言ってるのかわからない人だった。私はそれでどう答えたものか考えてしまったのだけど。

「……え？」

　その間に彼女はどこかに行ってしまった。

　あんなに目立つ感じの人だったのに、都会の雑踏に紛まぎれるともう追いかけることは無理そうだった。
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　十二階建てビルの十三階。そこは本来、存在しない場所だけあって騒そう音おんというものが聞こえてこない。

　事務所の長なが椅い子すに寝ね転ころがって目を瞑つぶっていると何もない空間に浮うかんでいる不安な気分にすらなる。イカリを置き忘れた船のようにユラユラとどこかに行ってしまいそうな危あやうさだ。

「どしたのー？」

　でも、そこにドタドタと音を立ててミリがやって来た。

　ミリはこっちがちゃんと話してもわからないくせに、話さなくてもわかる時がある。

　俺が凹へこんでいると言わなくても理解してるのだろう。

「ちょっと疲つかれちまったみたいだ」

「じゃあ、甘い物だねー」

「ケーキでも買ってくれば良かったかな」

　もっともそんな気の利きいたことをする元気もなかったわけだが。

「人の世界に入れる人間なんて久々に会ったからかな」

　俺はお嬢じようちゃんの人ひと柄がらではなく、同じ能力を持つ人間としてのシンパシーを感じてると思おうとしているらしい。

　実際、そういう面もあるだろう。前社長と決別して以来のことだったのだから。

「違うよー！」

　どういう文脈かわからないがミリはそう言って怒おこり始める。

「そうか、違うか」

　そしてなんのことかわからなくても、きっとそうなんだろうと俺は思った。だから俺はミリの頭を撫なでて落ち着かせる。

　それで少し考える余よ裕ゆうが出来たのか、俺は今まで考えたこともないことに気付いた。

「自分で自分の世界に入れるなら」

　同行しただけだったが、お嬢ちゃんはお嬢ちゃん自身の世界に入った。それなら俺は俺の世界に入ることも出来るし、そこでお嬢ちゃんを殺せば……。

「いや、ないな」

　可能か不可能かと言えば可能かもしれない。でも、その選せん択たくは無い。

「受けとめないといけない。そういうこともあるよな」

　そうするべきなんだ。それだけはわかったが、疲れてるのか元気は湧わいてこない。

「膝ひざ枕まくらするー？」

　ミリはそう言って俺が寝ている長椅子に座ってくる。

「疲れた時は寝るのー」

「……そうだな」

　忘れられはしなくても、眠ねむれば傷は少し癒いえるかもしれない。

　ミリの膝枕は少し薄うすくて決して寝ね心ごこ地ちがよかったわけじゃなかった。でも俺はすぐに眠りについた。

　やはり疲れていたんだ。




　なんだか物音がしているのに気付いて俺は目を覚ました。

　事務所の中には光が満ちていて、軽い仮か眠みんのつもりがガッツリ寝ていたことに気付く。

「……お客さんか？」

　でもそれよりも気にすべきは物音の方だ。誰か来ているというなら応対しないわけにはいかない。

　俺は忘却社の社長代行なのだから。

「ん？」

　しかしそんな感じでもなかった。ミリが誰かと楽しげに掃そう除じをしていた。ミリが自分から積極的に掃除をするはずはない。つまりその誰かが掃除をし始めて、ミリが一いつ緒しよにやろうと言い出したのだろう。

　問題なのは、その誰かだ。ここに来る人間は困り果てた人間だ。そんな人間が俺が寝てるからって掃除をしてくれるなんて、そんなことはあるはずがない。

「ど、どうして!?」

　しかしそのあるはずがないどころじゃないことが起こっていた。

　俺はその光景を理解してガバッと上体を起こした。

「おはよう、翼くん」

　そこにいたのはお嬢ちゃんだった。彼女がここに来るはずはないし、ましてや俺の名前を覚えているはずはない。

「どうして？」

　だから俺は同じことを尋たずねる。

「ここの事務所、困ってる人を迎むかえるにしては汚きたない気がしてたから」

「そういう話じゃない」

　俺はなんで覚えているのかという話をしてるのだ。それはお嬢ちゃんにだってわかってるはずだ。

「朝、起きたら思い出してたの」

　お嬢ちゃんはとぼけてるのではなく、自分でもよくわかってないらしい。

「そんなことあるのか？」

「理り屈くつはわからないけど、あるのは確かでしょ」

　お嬢ちゃんの言い分はもっともだ。そうでなければこうはなってないのだから。

「……あるんだな、こういうことも」

　となれば俺としても納なつ得とくするしかない。

「私が想像するに、ヒーローは二度死ぬってことじゃないかな」

「なんだ、それ」

「ヒーローって一度負けたくらいで終わりじゃ無いでしょ。たとえ死んでも生き返って、みんなを助けてくれるのがヒーロー！」

　確かにヒーローというのはそういうものかもしれない。でも現実は違ちがう。

「俺は別にヒーローなんかじゃないよ」

「翼くんがそう思ってることは関係ないでしょ。これは私の世界の話なんだから」

　そして現実の話をしてるわけではないことを俺はお嬢ちゃんに教えられる。

「それに言ったでしょ。私は忘れないし、許しもしないって」

「それはアイツの話だろ」

「覗のぞきの件、私、いつ許したっけ？」

「……意外と根に持つタイプなんだな」

　俺は呆あきれつつも笑ってしまった。

　そんな絆きずなでも俺は世界と繫つながっているのだと思い出したからだ。

「カナタ」

　そして俺は自分でも意識せず、その名前を口にしていた。

「ん？」

「カナタ、人の名前だよ」

「誰だれの名前？」

「俺の名前だよ」

　ここのところすっかり名乗ることのなかった俺の本名だ。

「へえ、そんな名前だったんだ。まあ、岬みさき翼っていかにも偽ぎ名めいだったけど」

「まあ、どっちでもいいけどな。忘却社の社長代行はこれからも岬翼のままだから」

　ならなんでわざわざ名乗ったのか。それは自分でもよくわからない。ただお嬢ちゃんに知っておいて欲しかったのかもしれない。

「も！」

　そこにミリが箒ほうきを俺に差し出してくる。手伝えということだろう。

「しっかし」

　改めて見み渡わたすと雑然とした空間だった。どうせ俺しか気にする人間もいないからと放置してたツケはかなり高くつきそうだ。

「ま、三人いればどうにかなるかな」

　苦笑いを浮かべて俺はお嬢ちゃんを見る。

「きっとね」

　お嬢ちゃんは明るい笑顔を見せる。

「というか、ここ、何年ぐらいこんな感じなの？」

「さあ。俺が初めて来た時はもうこんな感じだったしな。前の社長はあんまり気にしない人だったし」

「つまり？」

「並んでる漫まん画がのラインナップから察してください」

「それって私が生まれる前からってことかな？」

　生まれる前とかとんでもない単語が飛び出した。

「そうなるかな」

「……やっぱり三人だけじゃ無理かな」

　お嬢ちゃんはそう言いながらも、俺に指示を出す。たまには人に命令されるのも悪い気分ではないな、なんて俺は思った。
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　私は時々、《ここ》にやってくる。

　以前、自分が社長を務めていたビルが見えるこの場所に。

　十二階建てのビル同士だが屋上に立っていても、その目当ての事務所は見えない。なぜならその事務所は十二階建てビルの十三階にあるからだ。

　冗じよう談だんみたいな話だが、事実なのだから仕方ない。実際に行ったことがなければ私だって信じないだろうと思う。

　私は見えないのを承知でこの場所に来て、そして長くて鬱うつ陶とうしい自分の髪かみの毛を切るのだ。ジョギリ、ジョギリと。

「髪の毛切るなら、言ってくれればいいのに」

　そうしてるとそうやって《彼》がやって来るのだ。

　私は《彼》のことは、ガクと呼んでいた。本名から取ったはずだが、そっちの方はさほど興味がなかったので忘れてしまった。

　もう成人のはずなのに、いつまでも子供みたいな男だ。その一方で常に目を細めて笑っていて、何を考えてるかわからないところもある。少しうさんくさいヤツだ。

　でも私はガクを次の社長に据すえようと思っていた。実際にはそうならず、別の人間があの事務所を占せん拠きよしているわけだが。

「君は知ってるはずだよ。私は他人に髪の毛を触さわられるのが好きじゃないんだ」

「でもカナタくんには触らせていたよね」

「そんな話がしたくて、ここまで来たのかい？」

「もちろん、違うよ」

　ガクは怒おこってるのかもしれなかった。でもその表情は変わらない。

「あの二人、結局、また会っちゃいましたね」

　ガクはあの二人のどちらか、もしくは両方共が嫌きらいなのかもしれない。

「不思議なこともあるもんだね」

　だから私はまともに取り合わないことにした。彼の地じ雷らいというのがどこにあるか、私にはわからない。というか私は他人の地雷というものにひどく鈍どん感かんなのだ。

「火ひ村むらさんの仕込みじゃあないんですか？」

　ガクは私を責めているのかもしれない。

「なぜ私がそんなことをすると思うんだい？」

「火村さん、カナタくんのこと大好きじゃないですか」

「なんだい、妬やいてるのかな、ガクくんは」

「まさか！　ただ、結局、会っちゃうなら僕らはなんなのかなって思っただけですよ」

「人は忘れても世界は忘れないということかもしれないね」

「それは実にロマンチックですけど──」

　ガクは大げさな身み振ぶりで私に質問を投げてきた。

「だったら忘却社のしてることってなんなんです？」

　それに答えられる言葉を私は持っていなかった。だから素す直なおにそれを告げる。

「私にわかってたら、こんなことにはなってないだろうね」

「その適当な答え、とても火村さんらしいですね」

　ガクはそう言いながら私を責めてるわけではなさそうだった。少しわざとらしいけど、口元を上げて笑っていた。



















　全く、腹立たしい。

　葉は桜ざくら翔しよう。アイツの顔を見かけるだけで、怒いかりが心の中で沸わき立ち、それで視界が端はしから歪ゆがんでいくようだった。

　それほど、アイツが憎にくらしい。とにかく許せなかった。もう理り屈くつではない。

　殺してやりたい。その気持ちを我が慢まんしすぎた。

「そりゃ、ないっすよ、翔さん」

　その葉桜翔がガラの悪い学生数人に取り囲まれていた。葉桜翔はまだ両りよう腕うでの傷が癒いえずギプスをしていた。

　怪け我がをした少年と不良数名。それだけ見たら、彼が恐きよう喝かつでもされてるようにも思える。しかし実際にはそんな構図ではないことはわかっていた。

　不良たちは葉桜翔の部下だった。実行部隊と言うべきものか。彼が表立って出来ないことを代わりにやって、報ほう酬しゆうをもらう。報酬は金であったり、彼の家の権力による罪のもみ消しであったり、それをアテにして行われる暴力行こう為いであったりした。

　数日前までは彼らは忠実な部下だった。しかし今は葉桜翔に不満をぶつけている。

「んなこと言われてもなあ。その三み倉くら咲さく夜やって女とかどうでもいいし」

　その理由は彼らではなく、葉桜翔の方にあった。彼の心変わり。

　彼らは近いうちに、三倉咲夜をさらう計画を立てていた。準備は進み、いざ決行という段になって、葉桜翔が興味を完全に失ってしまったのだ。

　不良たちも葉桜翔が気分屋なのは重々承知していた。それを差し引いても彼の変心は腑ふに落ちなかっただろう。

　計画どころか、あれほど執しゆう心しんしていた三倉咲夜の存在すら忘れているのだから。

「要するに報酬が欲ほしいんだろ？　いくら欲しいんだよ！　言ってみろよ！」

　葉桜翔が代わる代わる責められるうちにキレた。

「そ、そういうわけじゃないんすけど」

　その剣けん幕まくに不良たちは今日は話し合いにならないと考えたらしい。しょんぼりした子犬のようにトボトボとその場を離はなれていった。

　彼らは葉桜翔のせいにして悪事を働くことで快楽を得ている。そしてすでにそれは中毒と言ってよい状態にまで進行していたようだ。




　葉桜翔の部下たちの中でも、まだ元気そうな二人組を尾び行こうした。去り際ぎわ、二人で互たがいの顔を見て笑った。その顔に企たくらみの臭においを感じたからだ。

「俺たちだけで、やっちまわね？」

「俺もそう思ってたわ」

　二人は同じことを考えていたことを確かく認にんし合う。

「翔さん、案外、三倉咲夜って女に振ふられたってオチだったりして」

「俺もそう思ってたわ」

「だったら俺たちでさらって、翔さんに渡わたしてやったら喜ばれるんじゃね？」

「俺もそう思ってたわ」

　要するに葉桜翔が投げ出した計画を自分たちが代わりに実行しようということだろう。

「その前に俺たちが少し味見しちまってもいいよな？」

「いやいや。それはまずいんじゃね？　お嬢じよう様さまなんだろ？」

　このままにしていたら、聞くに堪たえない会話が続くのは明らかだった。

「カナタァ、お前は昔から本当に詰つめが甘い」

　怒りが言葉になって口から出ていった。しかしその怒りは葉桜翔に対するものでも、目の前の二人に対するものでもない。

　今は岬みさき翼つばさと名乗っている、この半はん端ぱな情じよう況きようを生み出した男への怒りだ。

「あん？」

　不良二人がこっちの存在に気付いたようだ。

　言葉の意味がわかったわけではないだろう。こっちが怒りの表情を浮うかべ自分たちの方へ近づいてくることに怯おびえているだけだ。

「なんだお前？　なんか用かよ？」

　そう彼らは怯えていた。彼らは所しよ詮せん、強者の笠かさの中で弱者をいたぶるしか能のない人間たちなのだ。いや、そんなものを人間と認めてやる必要はないだろう。

「ゴミって言うんだよなあ、こういうのは」

　私は距きよ離りを詰めると右手で不良の片割れの顔を摑つかみ覆おおった。

「消えろ！」

　その手に力を込こめる。

「ぎゃああああああああああああああああああああああ！」

　絶ぜつ叫きよう。数秒、感電したようにビクビクと震ふるえ、動かなくなった。それを確認して私はそいつを投げ捨てる。

「ゴミはキッチリ処分しないとダメだろ、なあ？」

　その質問も別に目の前の不良にしたわけじゃなかった。要するに独り言だ。私はゴミと会話する趣しゆ味みはない。

　そして私は残りの作業を確認する。もう一人の不良は逃にげるでもなく、立ち向かうでもなく。ただ啞あ然ぜんとこっちを見ていた。

　何一つ情況を把は握あく出来てないらしい。やっぱりゴミだ。

　私は右手をソイツに向ける。

「おい、何するつもりだよ？　っていうかコイツに何したんだよ？　なあ、おい……」

　今いま更さらの質問が続く。もちろん答える気はない。

　ソイツの処分も数秒で済んだ。
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　風かざ車ぐるま探たん偵てい社しや。新宿にある中規模くらいの探偵社。俺はそこで雇やとわれてる探偵だ。

「すまん、翼。今日の仕事飛んだわ」

「そうっすか」

　しかし風車探偵社の社長はけっこうアバウトな人で、時々、こういうことがある。まあ、そのおかげで俺も忘ぼう却きやく社しやの仕事が出来てるので、ありがたい緩ゆるさでもある。

「んじゃ俺、今日はオフってことでいいですか」

「わざわざ来てくれたのにすまんね」

　そんなわけで俺は来て早々、事務所を後にすることになったわけだ。

「どうすっかな」

　オフにしてもらったがしたいことがあるわけじゃない。俺は宙ぶらりんな気分になる。

「あ、あの……翼さん……」

　そんな帰りがけの俺に話しかけてきたのは絵え麻まちゃんだった。風車社長の娘むすめさん。少し内気なメガネをかけた女の子だ。子とは言ったが、高校はもう出ていてそろそろ成人という感じの年ねん齢れいではある。

「何かな？」

「あの、今度の土曜日、翼さん、オフですよね」

「うん、まあ、急ぎの仕事が入らなければね」

「でしたら、その、買い物に付き合ってくれませんか」

「買い物」

　一体、なにを買うつもりなんだろうと考えたせいで、絵麻ちゃんは俺が不満を感じたように受け取ったようだ。

「あ、迷めい惑わくですよね！　せっかくの休みなのに、そんなこと……」

「いや、まあ、いいけど、買い物くらいなら」

「そ、そうですか」

「というか、今はどう？　俺、仕事が飛んじゃったんだけど」

「今はちょっと……（心の準備が……）」

　絵麻ちゃんの声はもの凄すごい勢いで小さくなって、俺には聞こえなかった。とりあえず今は具合が悪いということはわかったので追求しないことにする。

「じゃあ土曜日ね」

「は、はい！」

　絵麻ちゃんはさっきとは打って変わって大きな声で返事をしたかと思うと走り去った。俺はその後ろ姿を見送りながら、買い物するのも違ちがうみたいだなと感じる。

「……特に必要は感じないけど、忘却社に顔を出すか」




　特に必要も感じないのに来るものじゃないな。

　少し時間が空いたからと忘却社に顔を出したら、お嬢じようちゃんがいて𠮟しかられた。

　理由は、なんで全然来ないのか？というものだ。タイミングが合わなかっただけで、俺は日に三回は事務所に来てるし、そもそも来る必要だってなかったはずなのだが。

「いや、本業があるんで……」

　一応、俺も忘却社とは別に仕事をしている。雇われ探偵だが、そっちが本業なのだ。

「私が来るかもと思わなかった？」

「中野の学校に通うお嬢様が、新宿に大した理由もなく来るとは思わないけどな」

　中野と新宿は電車でものの五分だが、駅からこの事務所までは十五分くらい歩かないといけないし、お嬢ちゃんの学校から中野駅までだってそれなりにある。なんだかんだで三十分くらいの距離なのだから、なんとなく来るような場所ではない。

「そうですか」

　お嬢ちゃんはブスッとした顔をした。正論で返していい場面ではなかったようだ。

「なんか、すみませんでした」

　なので素す直なおに謝っておく。

「わ、私はいいけど、依い頼らい人にんが来たらどうするのよ」

「依頼人が来る時はなんとなくわかるんだよなあ」

「なにそれ？」

「世界ってのはそういう風に出来てるんだと。実際、別に誰だれも来なかっただろ？」

　お嬢ちゃんはますます面おも白しろくないという顔をする。だから話題を変えた。

「そんなこと言いに来たわけじゃないんだろ？」

「あ、そうそう」

　お嬢ちゃんは本題を思い出し機き嫌げんがよくなったのだが、すぐにイヤそうな顔になる。

「葉桜くんがさ、意識不明の重体で入院したらしいの」

　出だしだけで、どちらにせよ微び妙みような話題だったのがわかる。

「葉桜が？」

「しかも外傷とかはなくて、なんでそうなったのかわからないって」

「そいつは穏おだやかじゃないな」

　とは言え、俺のせいとはちょっと思えなかった。アイツの中の《お嬢ちゃん》を殺したのが理由なら、その直後にそれとわかったはずだ。こんな何日も後にその影えい響きようが、ここまで強い形で出るなんてことはありえない。

「あんたのせいじゃないわよね？」

　でも、お嬢ちゃんは俺のことを疑っているようだ。いや、心配してくれてるんだろう。そう思うことにした。

「そういうパターンで後こう遺い症しようが出るって話も聞いてないんだよなあ」

「それもあるけど、やっぱり記き憶おくを消すだけじゃ心配だったから、とか」

「トドメを刺さしに行ったってことか？」

　それこそあり得ない。俺はそこまで弱い者いじめが好きじゃないし、記憶を消せば十分だと信じている。

「俺は忘却社の社長代行だぜ？　それ以外のことには能力は使わない」

「その社長代行ってのはわからないけど、翼くんの仕し業わざじゃないのは納なつ得とくした」

「とか言いつつ、夢の中ではボコボコにしたことはあったので、深層心理では俺はまだやり足りないと思ってるのかもしれないなあ」

　小こ粋いきなジョークのつもりだったんだが、お嬢ちゃんにはかなりのレベルで引かれた。

「ええぇ……」

「そう言えば、今日は一人か？」

　いつもなら一いつ緒しよにいそうなボディガードの女の子がいなかった。

　名前は盾たて無なし真ま森もり。仕事に真ま面じ目めで、俺のことを嫌きらってるらしく余計なことをしゃべらないので、何度か会ってるが何を考えているのかよくわからない相手だった。

「盾無さんなら何か昔の知り合いに会うとかで別行動中」

「そういう時はここに来るなよ」

　俺は呆あきれつつも、少し強い調子でお嬢ちゃんを𠮟る。

「なんで？」

「この辺が物ぶつ騒そうだからだ。女子高生が一人でうろうろしていい場所じゃない」

　朝と昼間はともかく、夕方から夜にかけては怪あやしい人間に事欠かない土と地ち柄がらだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　なのにお嬢ちゃんはお気楽な態度だ。

「あのなあ。それこそ葉桜翔に襲おそわれそうになったのをもう忘れたのか？　恩を着せるつもりはないが、同じ情じよう況きようになったらまた助かるとは限らないんだぞ」

　あまり気分のいい記憶ではないから、俺からそれを指し摘てきしたくはなかったが、さすがに今度ばかりは言わないわけにもいかない。

「彼がマニアックだっただけで、私みたいなガサツな女、襲いたい男がまだいるって言うなら会っ……みたい……」

　なのにそんななので俺は無言でお嬢ちゃんを睨にらみながらジリジリと近づく。

「って、何、翼くん？」

　後ずさるお嬢ちゃん。俺はさらに近づく。さらに後ずさるお嬢ちゃん。その分、俺はさらに近づく。

　その繰くり返しでお嬢ちゃんは壁かべ際ぎわに押し込まれる形になった。もう後ろには下がれないお嬢ちゃんに俺は表情を変えないまま、さらに詰つめ寄る。

「……つ、翼くん？」

　両りよう腕うでを壁まで伸のばす。それでお嬢ちゃんは左右にも逃げられない。顔と顔が触ふれあいそうな距きよ離りまで近づいた。

「…………翼くん、その……本気じゃないよね？」

　不安そうな顔をしてお嬢ちゃんが尋たずねてくるが、俺はその質問を無視する。

「お嬢ちゃん、もう一度、さっきの台詞せりふ言ってくれないかな」

　答える代わりに静かに笑えみを浮うかべて、それを伝えた。

「えっと、彼がマニアックだっただけで……」

「だけで？」

　念を押すように俺はお嬢ちゃんの顔を見る。

「私みたいなガサツな女、お……」

　お嬢ちゃんが言葉に詰まるのがわかったが、俺は黙だまって見続ける。

「襲いたい男がまだいるなら……」

　お嬢ちゃんはそこまででもう何も言えなくなった。でも俺はなおも見続ける。もう顔と言わず、目と目を合わせるようにじっと見た。逸そらそうとしても許さない勢いで。

「わ、わかったから！」

　するとほんの数秒でお嬢ちゃんは音ねを上げた。

「今度から気をつけるから！」

「わかってくれればいい」

　それでお嬢ちゃんから俺は離はなれる。それを確かく認にんしてお嬢ちゃんがさっと走って逃にげて行く。よほど懲こりたらしい。散さん髪ぱつ用のリクライニングシートという飛び越こえるのが難しそうな障害物を挟はさんだ位置まで逃げられた。

　まあ、お嬢ちゃんは無む警けい戒かいに過ぎるので、むしろホッとするくらいだが。

「謝らなかったら、何かするつもり……だった？」

　どうもまだ何か大事なことがわかってないらしい。そんなことを聞いてくる。

「何かって？」

　真面目に受け答えをする気力が俺から奪うばわれていくのを感じる。

「……キ、キスとか？」

　なのにお嬢ちゃんは真面目に考えて、そんなことを言い出す。

　参ったね。俺は何を言えばいいのか少し考えてしまった。

「なんだ、してよかったのか」

　結局、いい答えが見つからず。

「い、いいわけないでしょっ！」

　俺はお嬢ちゃんにまた𠮟られることになってしまった。

　いずれにせよ、取り合ってもしょうがない怒いかりだから、俺は本題に戻もどる。

「葉桜翔の件だけど、見み舞まいくらいは行くよ。不自然な気がするからな」

「ああ、見舞いの話ね」

「だからお嬢ちゃんは今日は帰るんだな」

　どうせ留守番してても依頼者は来そうにない。だからそう言ったのだが。

「物騒な場所って言った口で、今度は女の子に一人で帰れって言うの？」

「……なんだ、一緒に行きたいって話だったのか？」

　葉桜翔の顔なんて見たくもないと思ってるものかと思っていたが、どうも違っていたようだ。そこまで嫌ってればわざわざこんな話を自分でしにくるわけもないか。

「一緒に行くの？」

　お嬢ちゃんはなんだか変な反応を返してきた。

「単に駅まで送っていけってことか」

　どうも俺が読み違えたのかと思ったが、それもお嬢ちゃんは否定してくる。

「わ、私も無関係ってわけじゃないし一緒に行く」

「……ま、確かに無関係ではないよな」

　なんだかわからないけど、機嫌がよくなったみたいなので、俺はお嬢じようちゃんと事務所を出て、とりあえず駅まで向かうことにした。




　　　　　　　○




　お嬢ちゃんの情報によると葉桜翔が入院したのはもう三日も前のことだという。

　かなり出で遅おくれたという感想だが、おかげで見み舞まい客がぞろぞろいないのは助かる。他人の《固有世界セルフリアリテイ》に入ってる間は本体の方は意識を失ってるみたいになる。病院でそれは俺も入院手続きをされかねない。

「おう……」

　葉桜翔の《固有世界》の荒こう廃はいっぷりは想像以上だった。

　病室で見た彼はただ生きてるだけのように見えた。外傷はないのに反射以外の反応がない。意識がないとかではなく、心が失われた。そんな印象だった。

　しかし中に入ったらそれどころではなかった。彼の大切に思ってた人が何人か消えたとか、そんなことですらない。

　震しん災さい直後の風景を思い出す。巨きよ大だいな地じ震しんで全すべてが破は壊かいされ崩ほう壊かいしていた。病院もそこに続く道路もその先もだ。

「ここが現実とここまで違ちがうってことは、入院してる自覚すらないってことか……」

　しかも本人がどこにも見当たらない。これが誰だれかの仕業なら本人の襲われた場所に葉桜翔は倒たおれたままなのかもしれない。

「とは言え、ここを探し回るってのもな……」

　この《固有世界》を探して回るのは普ふ段だんに比べてかなり大変そうだ。

「……ダメか」

　さすがに歩いて回る気にはなれず、何かいい物がないかと俺は黒い鍵かぎを取り出した。

　この鍵はこの《固有世界》に入るために使った白い鍵と対ついをなすもので、世界の主ぬしの『心の宝ほう物もつ庫こ』とでも言うべきものを開けるものだ。

　小さな頃ころ、夢に描えがいたものが現実に触れるにつれて失われていく。そんな中でも、特に大事で失いたくないものが『心の宝物庫』に保管されるのだ。

　以前、コイツの中でパワードスーツになるアタッシェケースを使ったことがあるが、それを可能にするのがこの黒い鍵というわけだ。

　しかし今はそれを呼び出すことも出来なかった。どうやら宝物庫も破壊されてしまったようだ。そうなると空を飛んで探すというわけにもいかない。

「前から思ってたけど、入った《世界》に依い存そんする能力ってのも若じやつ干かん、不便だよなあ」

　俺の宝物庫から呼び出せるなら、いろいろ使えそうなのをストック出来そうなのだが、この世界で使えるのはこの《世界》の宝物庫にあるものだけなのだ。

「こんなこと誰に出来るっていうんだ」

　半はん壊かいした病院の中を歩きながら、誰が答えてくれるわけでもない疑問を口にする。

「こんなことを出来るのも、実際にやるヤツもお前しかいないよな」

　でも答えは返ってきた。ハッとして振ふり返ると、そこには《俺》がいた。

「よう、久しぶりだな、《俺》」

　いきなりで少し驚おどろいたが、むしろホッとした。他人の《固有世界》に入った時、《俺》に話しかけられるのは今までなかったわけじゃない。

　と言っても、これは葉桜翔の《固有世界》の《俺》とも違う。俺が入ったことによる反動とか、俺がいることで生じる影かげみたいなものらしい。

　この世界が崩壊しているから俺がここにいる歪ゆがみが出やすいのかもしれない。

「お前が気付かなかっただけで、俺はずっとお前の側そばにいたぜ」

　しかしもう一人の俺の言葉を信じるなら、俺が認識してなかっただけだったようだ。

「そうかい。ずっとシカトしてたみたいで悪かったな」

　なので形だけだが謝っておく。それで《俺》は黙った。

「おっと、そうだ。ずっと見てたって言うなら教えてくれよ──」

　俺は《俺》に向かって尋ねることにした。

「これは俺がしたのか？」

「心当たりがあるのか？」

「俺に噓うそをついてもしょうがないので素す直なおに言うが……ないな」

「なら、なんでそんな質問をするんだ？　自分でやったと疑ってるんだろ？　なにせ、こんなこと出来るヤツはお前しかいないんだからな」

　なかなかイヤなことを指摘してくるヤツだ。まあ、それが俺なので文句を言っても始まらないのだが。

「心当たりはない。夜中、意識もなくうろついたとも思えないしな」

　少し人間として壊こわれてるという自覚はあるが、夜中に徘はい徊かいして連れ戻されるようなことはしてないと思っている。

「じゃあ、俺がやったのかもな。お前の意識がない間にな」

「そういう可能性もあったか」

　だがそれ以上、追及する前に影はニヤリと笑うとスッと姿を消した。

「おい、何し来たんだよ！　俺を不安にさせたいだけか？　なんてヤツだ！」

　俺はもう消えてしまったもう一人の自分へ文句を言う。しかしそれもやはり言っても始まらないことだ。

「お前も俺も、俺だからな」

　俺は誰に見せるでもなく、お手上げという感じで肩かたをすくめる。それから来た道を戻って、現実に戻ることにした。

　言葉通り、現実にだ。




「ん……？」

　気付くと俺はベンチに座り、出っ張った柱に寄っかかり寝ねていたみたいだった。

　お嬢ちゃんがいない。見張ってるように言ったが、黙って待ってるお嬢ちゃんではなかったらしい。

「まあ、その方がらしいっちゃらしいが……」

「あ、翼くん、戻ってきてた？」

　そこに悪びれる様子もなくお嬢ちゃんが帰ってくる。

「で、お嬢ちゃんにはトイレにでも行ってたのか？」

　この件に関しては指し摘てきする意味もないが、どうも事務所に一人で来るなと𠮟しかった件も大して気にしてなさそうでひっかかる。

「違うわよ！」

「じゃあ、どこに？」

「噂うわさ好きの看護師さんに話を聞いてたの」

　コンプライアンスだの言われて久しい現代でもそんな人がいるんだな。

「何か収しゆう穫かくでも？」

「葉桜翔と同じような感じで入院してる人が他にもいるんだって」

　他にも？　葉桜翔一人でも自分がやったとは到とう底てい思えないでいるのに。

「オイオイ、これも俺の仕業なのか、俺？」

　しかしだったら誰がやってることなのか。それはやっぱり俺にはわからない。




　　　　　　　○




　お嬢ちゃんが不良に尾び行こうされていた。

　俺はそれを少し離はなれたところで見ている。つまり尾行を尾行しているわけだ。

　そうこうするうちにお嬢ちゃんは人ひと気けの無い方、人気の無い方へと向かう。

　まったく𠮟り甲が斐いのない。危ないから一人でウロウロするなと言ったのにそれを守らないし、一人で歩くなら歩くで警けい戒かいしてもらいたいんだが……。

　へへっと不良が小さく笑うのが見えた。この不良がお嬢ちゃんとたまたま同じ道を歩いてるわけではないことを俺は改めて確信する。

　お嬢ちゃんはさらに人気の無い方へと向かう。尾行する不良は辺りを見回して確認する頻ひん度どが増えていた。

　そろそろやるつもりだなと俺は感じる。

「……！」

　その予想を裏切らず不良はお嬢ちゃんの背後から近づくとその口を塞ふさいだ。助けを呼ぶ声はこれでもう響ひびかない。してやったりといったところだろう。

「だが俺がいる！」

　呟つぶやくが早いか、俺の体は二人に向かって走り出していた。二人ともお互たがいのことに夢中で俺の接近には気付かない。

「はぁッ！」

　俺は滑すべり込むように不良の横に移動すると、そのまま脇わき腹ばらに拳こぶしを打ち込んだ。

「ガハッ」

　内臓に走った痛みで不良が短くうめいてそのまま崩くずれ落ちた。俺はそれを確かく認にんするとさらに追つい撃げきを加える。

　一撃、もう一撃と食らわすごとに俺は自分の心に怒いかりが宿るのを感じた。宿るのではなく、思い出してるのかもしれない。何かわからないが、とにかく全すべてに怒りを感じていたあの頃の落ち着かない気分で俺が染まっていく。

　ついに俺は動かなくなった不良に馬乗りになって、その顔を手で摑つかむ。

「お前の大事なもの、全部ぶっ壊してやるよ」

　腕うでに力が入る。しかしそれは握あく力りよくで頭ず蓋がい骨こつを破壊するためではない。ソイツの精神への直接攻こう撃げき。《固有世界》を揺ゆさぶり破壊し尽つくすための動作だ。

「うぎゃああああああああああああああああああ！」

　俺の手の中で絶ぜつ叫きようする不良。高圧電流を浴びたように不良はビクビクと体を震ふるわせ、数秒後に完全に動きを止めた。

「ゴミってのはいくら捨てても減らねえなあ」

　俺は意識せず、そんなことを口にしていた。

　気付くとお嬢じようちゃんがいなくなっていた。俺がコイツを伸のしている間に逃にげたんだろうか。それならそれでもいいが……。

　俺はその辺にいるはずのお嬢ちゃんを探す。誰か見た人はいないかと思うが、通りには誰もいない。

　奇き妙みようだなと感じる。確かに人気の無い通りだが、それにしたって人がいなすぎる。

　お嬢ちゃんはどっちに逃げたんだろう。そもそも俺が来たのだから、そんなに遠くまで逃げなくてもいいはず……。

「ん？」

　通りに見慣れぬ喫きつ茶さ店てんがあった。しかし同時に見覚えも感じた。

「ああ、ここは……」

　そこはもう随ずい分ぶん前に潰つぶれたはずの喫茶店だった。通りに面した一面が硝子ガラス張りで、そのせいで誰も客がいないのが確かく認にん出来る不人気な店だった。土と地ち柄がらから、人が少ない喫茶店も密談に向いてると利用する人間がいないこともないのだが、この店はその用よう途ととしても不向きだった。そのせいで俺が存在を知って半年くらいで潰れてしまったのだ。

「なんであるんだ？」

　俺はお嬢ちゃんを探すのも忘れ、その店があるという違い和わ感の正体を探さぐり始める。

「……な」

　だが店に入る前に俺はガラスに映った自分の異常さに気づいた。

　そこにいたのは俺だが、俺ではなかった。

　お嬢ちゃんと同じくらいの歳としの少年。この喫茶店があった頃ころの俺がそこにいた。

　俺は驚きを抑え込むように自分の顔を触さわる。ガラスに映った俺も顔を押さえる。そう見えているだけじゃなく、俺があの頃の俺に戻もどっている。

「どういうこった？」

　その疑問に答えてくれる者は誰だれもいなかった。相変わらず通りに人はいないし、店内にも誰もいない。

　そこにいるのは昔の俺、『カナタ』だけだった。




「……夢？」

　俺は目が覚めて、一連の出来事がただの夢だと気付いて、心底ホッとした。なぜそこまでそう感じたかわからないが、夢で良かったという気持ちでいっぱいになる。

「だいじょうぶー？」

　いつの間にかミリがいた。俺は忘却社にやって来て寝てしまっていたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　俺は半身を起こしてミリに答える。

「お水いる？」

「ああ、そうだな」

　俺の返事を聞いてミリはドタドタとキッチンの方へと移動する。

　少しするとコップに水を汲くんで戻ってきた。

「る？」

　コップを差し出して何かミリが質問してきた。なにを言ったかわからないが、飲めということなのだろう。

「る」

　俺はそう答えて受け取ると一気に飲み干した。

　寝ね汗あせをかなりかいていたのか、水分が体に染しみるのを感じる。

「ありがとな、ミリ」

「いたしましてー」

　コップを返すとミリはまたドタドタとキッチンの方へ走って行く。その後ろ姿は心なしか嬉うれしそうだ。

「ミリもあの頃は……」

　それで俺は何かを思い出しかけたが、すぐにそれを見失ってしまう。

　ミリが以前からこの事務所にいることは覚えている。だがミリがいつから今のようになってしまったのかはどうしても思い出せない。

　思い出の中のミリと今のミリは明らかに違ちがう。

「何かがあったんだよな」

　時間が人を変える。そんなものではない。

　ミリにとって決定的な何かがあったのは間違いない。そしてそれはきっと俺の思い出したいと感じている誰かのこととも繫つながっている。

「本当にお前は変わったのか？」

　不意に俺の声が聞こえた。そっちを向くと《俺》がいた。

「こっちにも現れるなんて、随分と自己主張が強くなってきたな、俺」

　実際、こっちの世界で話しかけられたのはかなり久しぶりな気がする。こいつの存在は《固有世界》に潜もぐり込んだ反動とかいう説明と矛む盾じゆんする気がするが、実際に出てくるんだからしょうがない。

「お前がまたぶっ壊こわれて来たからさ」

　実際のところ、もう一人の俺の言葉に何か意味があるのかは怪あやしいものだった。それこそただの幻げん覚かくかもしれないし。だから俺はあまり真しん剣けんには応対しないことにしてる。

「そうなのか」

「まあ、お前の場合、お前らしくなってきてるってだけだがな」

「そいつは素す敵てきな褒ほめ言葉だ。お前、俺の何倍も女にモテるんだろうな」

「ゼロは何倍にしてもゼロだけどな」

　皮肉には皮肉で返す。ただの幻覚だとすると、なかなか気の利きいたヤツだ。

「それはそうといいのか、こんなところでノンビリしてて？」

　その言葉で俺の切っていたスイッチが入ったみたいだった。急に悪お寒かんが走る。

　ゾワゾワと胸騒さわぎがした。夢で見た景色がフラッシュバックする。

　鏡に映るあの頃の俺。不良の悲鳴。不良を殴なぐりつける俺。

「なんだ、これ？」

　その理由を聞こうとしたが、もうそこに《俺》はいなかった。

「ミリ、ちょっと出てくる！」

　俺は立ち上がるとキッチンに顔を出してミリにそれを告げる。

「らー！」

　椅い子すに座ったまま右手を上げて了りよう解かいという意味なのだろう仕草をミリは見せる。

　それで俺は忘却社を飛び出し、階段を駆かけ下りた。

　その最中、耳に飛び込んできたのは遠ざかっていく救急車のサイレン。

　イヤな予感しかしなかった。




　　　　　　　○




　翼くんの方も急いでいたみたいだった。

「わっ!?」

　私が忘却社のあるビルまでやってきて、階段を上ろうとした時、翼くんが階段を飛ぶように下りてきた。

　少しタイミングが早かったらぶつかったかもしれない。

「おっと……悪い」

　翼くんも十二階建てのビルを階段で上る人間がいるとは想像してなかったのだろう。

「それより翼くん、さっきの、また犠ぎ牲せい者が出たみたい。私、現場にいたんだけど」

　私は自分が見た状じよう況きようを伝える。と言っても野や次じ馬うまが多くて被ひ害がい者をまともに見ることは出来ず、結局、救急車が来て担たん架かで運ばれる時、チラッと確かく認にん出来たくらい。

「随分と近場で起こったんだな」

　翼くんが苦虫を嚙かみつぶすように言った。

　それで気付いたけど、確かに今までとは違うパターンだったかもしれない。葉桜くんを始め、被害者は私の学校の周辺で襲おそわれていた。だから私たちは葉桜くんと彼らに何か繫がりがあるんじゃないかと考えていた。

「この辺りくらいなら行動範はん囲いでもおかしくはないけど」

　被害者が出先で襲われただけ。そう考えることは出来る。でも犯人は地元ではなく、ここまでわざわざ尾び行こうしたんだろうか。そう考えると無理があるような気がする。

「犯人が別の人間って可能性もあるが……」

「模も倣ほう犯ってこと？」

　私が質問した頃には翼くんは自分で言い出した可能性はもうないと結論づけたらしい。

「それこそありえないな。俺以外に《固有世界》に入れるのは、お前くらいだからな」

「じゃあ犯人、私!?」

「ま。それもないよな」

「他にはいないわけ？」

　私の質問に翼くんは熟考モードに入った。

「……知ってる範囲にはいないな。ただ俺が出来るんだから他にいても不思議はない」

　でもたまたま同じような能力を持った人が、たまたま私の側そばにそんなにいるなんてことがあるとは思えなかった。

「ここまで強力なのを自覚的に使える人間がそうそういるとは思えないけどな」

　それは翼くんも一いつ緒しよだった。

　偶ぐう然ぜんでこんなことは起きない。となれば何かの必然ということだ。だがその必然というのが私には心当たりがない。

「スタンド使いはスタンド使いにひかれ合う──か」

「なにそれ？」

「『ジョジョの奇妙な冒ぼう険けん』だよ。最近、アニメになってただろ」

「ごめん、観みてない」

　翼くんによれば、スタンド使いなる超ちよう能のう力りよく者しやが出てくる漫まん画がで、その漫画では超能力者同士はどういうわけかお互たがいに会ってしまうものだという。

「でもこの世界にもそんなルールがあるなら、俺はもっと会ってそうなもんだよな」

　とは言え、私も一応、同じ能力を持ってるらしいので、そういう運命的な引力というのがあるかもしれないとは思う。

「漫画で思い出したけど、ああいう感じのはないの？」

「ん？」

　翼くんが怪け訝げんそうな顔をする。さすがに説明を省きすぎた。

「能力者同士だと気配でわかるとかそういうの」

「ああ……ないんじゃないか」

「ないんだ」

「あったら、俺、お嬢じようちゃんが来るのわかることになるし。お嬢ちゃんがさらわれた時もどこ行ったかわからず困ることもなかったよな」

「それはそうか……」

　というかそんなのがあれば私だって翼くんが近くにいたらわかったりするだろうし。

「まあ、俺が知らないだけで、それが出来るヤツもいるかもしれないけどな」

「超能力者と言っても一種類とは限らないか」

「それもあるけど、俺も全部習ったわけじゃないからな。知らないこともけっこう多いのかもしれない」

　そこまで考えると可能性が多すぎて考えるだけ無む駄だという感じだ。

「とりあえず現場に行くか」

　何か手がかりがあるとは期待出来なかった。仮にあったとしても多くの野次馬が来てたし踏ふみ潰つぶされて台無しになってるような気もする。

「そうだね」

　でもこれ以上、ここで話しててもしょうがないので、私は来た道を戻もどって翼くんを現場へと案内することにした。




　何事も最初から諦あきらめずやってみるもんだ。なんてことには残念ながらならなかった。

　やはり何も手がかりは見つからず、犯人に繫がるヒントも何もない。

　ちょっといいことがあったとしたら、それは翼くんがアイスを奢おごってくれたことだ。

　無む駄だ足あしになって凹へこんでいた私を気き遣づかってくれたらしい。まあ、自分が食べたくなったので、そのついでなのかもしれないけど。

「ダブルで良かったのか？」

「あんまり積み上げても食べづらいだけじゃない？」

　その辺は見解の相そう違いがあるらしい。翼くんはトリプルを頼たのんで器用に食べている。案外、甘党なのかもしれない。

　なんにしても翼くんは食べるのが早かった。私が一個食べる間に全部食べていた。それで少し暇ひまになったのか、まだまだ食べ終わりそうにない私を見る。

「……何？」

「いや、なんか女の子みたいに食べるなって」

「はあ？」

　女の子みたいも何も女の子ですが？　と言い返したい気持ちもあったけど、まあ、普ふ段だんの行いが悪い気がしたので口を噤つぐんだ。

「いや、悪い」

　私がそれ以上、言わなかったのを翼くんはかなり怒おこったからだと思ったらしい。素直に謝ってきた。

「別にいいけど……」

　私がそこまで怒ってないと伝えると翼くんは空を見上げ始めた。何かあるのかと思ったけど別に何もない。単に私のことをじっと見てるのがまずいと思っただけらしい。

「火ひ村むらさんが生きててくれればな」

　だから、それもきっとただの独り言だったんだと思う。でもどこかで聞いたような名前だったので私は反応してしまった。

「誰だれ？」

「先代の社長」

　言われて、道理で聞き覚えがあるなと思い出した。

「火ひ村むら理り髪はつ店てんの火村さん？」

「その火村さん」

「生きててくれればって、もしかして死んだの？」

「うーん。正確には俺が殺したって感じかな」

「へ？」

　どうも比ひ喩ゆとかそういうものじゃない気がした。時々、翼くんに感じる闇やみの部分に触ふれてしまったことに私は気付く。

「殺したって、殺したってこと？」

　私は少し混乱してたと思う。自分でも意味のわからない質問をしてしまった。

「あの人は能力を悪用しようとした。俺は忘却社の人間として見過ごせなかった」

　そして本当に、言葉通りの意味らしいことが翼くんの言葉でハッキリしてきた。

「……詳くわしい事情は聞かないけど、その人がまだ生きてるって可能性は？」

「ないと思うし、生きててもこんなことをする動機がない」

「でも悪用しようとした人なんでしょ」

「それは、そうなんだけど」

　さっきまではハッキリとした態度だった翼くんが急にぼんやりした言い方をする。翼くんは自分でも言動が矛む盾じゆんしてるように感じたのだろう。

「だったら、そうなんだろうね」

　翼くんは死んだ社長を美化しているだけなのかもしれない。でも私はそれを疑うよりも、火村さんという人が翼くんの言うとおりの人だと思いたかった。

「最後は残念な結果だったけど、俺の恩人には変わらない」

　それはきっと翼くんがそう言うように、彼にとって大切な人だったからだ。

「いい人だったんだ」

「いや、どっちかというと悪い人だった」

　でもなんだか雲行きが怪あやしくなるのを感じる言葉が聞こえた。

「……訳がわからないんだけど」

「俺もお世辞にもいい人とは言えないしな」

「それは、そうかな」

　私はそれを否定する言葉が思いつかなかった。

　本当に困って事務所に来た人を助ける。その行こう為いはいいことだ。でもそれを行う翼くんがいい人かと言えば、それは別の話だ。

「そういえば、前に大事な人に会える気がしてるからって言ってたけど」

　そして翼くんが忘却社の人間として働いてるのは、やはり個人的な動機だったのだ。

「ああ、うん」

「それって、火村さんのことなの？」

「誰のことか覚えてないけど、火村さんのことではない気がするな」

　それが動機という割に、翼くんはその大事な人というのが誰か覚えてないと言い出した。以前なら恥はずかしくてとぼけてると感じたかもしれないけど、今は忘却社のことを考えるとそうではないように思える。

　翼くんが覚えていないのは、彼が誰かに記き憶おくを消されてしまったから。とすれば、やはり彼以外にも、同じような能力を持った人がいるのだ。

「覚えてないのに違ちがうってわかるの？」

「死んだ人にはもう会えるわけがないだろう」

　それに妙みように冷静な回答が戻ってきて私はまたちょっと引いてしまった。

「そ、そうだよね」

　それで何か言わなきゃと焦あせったりもしたけど、翼くんはさほど気にした様子も見せず。

「病院に行ってみるか」

　とか言い出した。現場で何も見つからなかったのだから、それしかない。

「ちょっと待って！」

　私はもう残り少ないアイスをコーンごとバリバリと食べた。移動するのに邪じや魔まだったからだったけど、その様子を見てた翼くんにひどく笑われた。

　その方がお嬢ちゃんらしいなんてフォローにもならないことまで言われてしまった。
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　電車は混こみ始めていたけど、駅から病院までの道はそんなでもなかった。

　それで余よ裕ゆうが出来たせいか、私はまた火村さんのことを翼くんに尋たずねる。

「一言で言えば、変人だった」

　どうも翼くんの中で火村さんという人はそこまでいいイメージでもないらしい。

「……悪人で変人ってけっこうヤバいレベルだけど」

　というか、かなり悪いんじゃないかとすら思う。それともすごく認めてるので少しくらい悪く言ってもいいと思ってる感じなんだろうか。なんかそれもなさそう。

「実際、ヤバい人だったよ」

「そうなんだ」

　私としては翼くんと前社長さんの素す敵てきなエピソードが聞きたいのだけど、その辺を翼くんに期待するのは難しいようだ。

「……何かいいところはなかったの？」

　これで無いと言われたら途と方ほうに暮れるところだ。

「火村さんのいいところねえ……美人は美人だったよ。スタイルもモデルみたいにスラッとしてたし。日常的な感覚で見ると瘦やせすぎだったけど」

　やっと良さそうな情報が聞けたと思ったけど、私は膨ふくらませつつあった火村さんのイメージが根本的に間違ってるのに気付かされた。

「女の人だったの？」

「あれ？　言ってなかったっけ？　言ったと思ったけど」

　翼くんは私が知ってるものと思っていたみたいだ。

「聞いてないし」

「まあ、綺き麗れいな人ではあったよ。目力とか凄すごくてさ。本当、モデルとかしてた方が良かったんじゃないかな。ま、あの性分じゃ無理かもしれないけど」

「性分って？」

「理髪店の娘むすめなのに人に髪かみを切られるのが嫌きらいでさ、思いついた時に自分でバッサリ髪を切ったりとか。そのせいでいつも変な髪かみ型がたしてたな」

「……私、その人に会ったことがあるかも」

　何か思い当たるところのある人物像だった。

「いつだ？　随ずい分ぶん前だろ？」

「ううん。最近。翼くんと会った後……」

　それから今までの間。それはわかるのに、思い出そうとするとハッキリしない。

　翼くんの関係者だからだろうか。私の《固有世界》から翼くんが消えた前後だったので、その時に一いつ緒しよになくなってしまったとか？

「そんな最近に会ってるはずがない」

「でも会った。その時、私、その人にハンカチを借りて……」

　自分で言って、紺こん色いろのハンカチのことを思い出した。ずっとカバンの中に入れたままになっていたけど、その人に返すつもりだったのだ。

「これ、見覚えない？　その人、男の人にもらったって言ってたけど」

「俺があげたものではないな」

「じゃあ誰があげたものなの？　あの人が火村さんなら忘却社の人にもらったってことじゃないの？」

「単に火村さんじゃないんだろ」

「そうかもしれないけど」

「依い頼らい者にもらったのかもしれないし、単にプライベートでもらったのかもしれない。あれで意外とモテる人だったからな」

「翼くんに心当たりがないなら、関係ない人だったのかな……」

　私がそう納なつ得とくしかけた時だった。視界の端はしに見覚えのあるシルエットが飛び込んできた。長身長ちよう髪はつの女性。後ろ姿だったけど、独特な髪型は間違いない。それは私がハンカチをもらった人だ。

「あの人なんだけど」

　私の視線の先を追った翼くんの顔色が変わった。驚おどろきと怒いかり。そんな表情を浮うかべて、翼くんが駆かけ出した。

「ちょ、どうしたのよ!?」

　それに気付いて慌あわてて追いかける。

「あれ、火村さんだ！　本人だよ！」

「え？　噓うそ？　なんでこんなところに？」

「偶ぐう然ぜん……ってことはないよな、さすがに」

　翼くんのその声か、私の走る音なのか。何かに気付いて火村さんが振ふり返った。

「おや、見つかってしまったようだね」

　火村さんはニッと笑うだけで逃にげ出したりはしなかった。だから翼くんはすぐに彼女に追いつく。私も少し遅おくれて追いついた。

「火村さん、なんで、あんたがここにいるんだ？」

「偶然と言っても信じてはくれまいね」

「そりゃそうだ」

　翼くんが明らかに怒おこってることもあって私は二人の会話に参加出来そうになかった。

「じゃあ、少しもっともらしいことを言ってあげよう。能力者の仕し業わざらしき重体者が出たと聞いてね、君が凶きよう行こうに走ったかと思って真しん偽ぎを確かめにきた。その帰りさ」

「実にもっともらしいが、事実じゃないんだろ？」

「事実だよ──と言ったら信じてくれるかい？」

　火村さんという人はどこまでもふざけてるように見えた。ピリピリしたままの翼くんとは対照的だ。

「じゃあ一連の患かん者じやは火村さんの仕業ではないんですね？」

「私にはそんなことをする理由がない。それに、これは情けない告白になってしまうが──私にはあそこまで徹てつ底てい的に壊こわすような強い力はない」

「……でしょうね」

「私が知る限り、あんなことが出来るのは君だけだ」

「俺は──」

「わかってる。君にもあんなことをする理由はない」

　私は二人のやりとりを落ち着かない気分で見ていた。二人は敵同士みたいなのだけど、その割に二人は互たがいのことを理解し信しん頼らいしてるようでもあった。

「私の説は二つ。我々の知らない能力者がいる。もしくは、君がもう一人いる」

　さらに火村さんは奇き妙みようなことを言い始める。

「俺も全く同感だね。むしろ後者の方を疑ってるくらいだ」

「翼くんの能力は歴代の社長たちの中でも飛び抜ぬけているからね」

　火村さんは少し喜んだようだった。意見が同じだったのが嬉うれしかったみたいだ。

「それはそうと火村さん、質問をしてもいいかな？」

「なんで生きてるかって？」

「そう、それ！」

　私はやっと二人の会話に入り込めたと思ったのだけど。

「それもあるが、俺の記憶のことだ」

　翼くんが聞きたいのは違うことだった。おかげで私の言葉は宙に浮く。また私は様子を見るしかなくなった。

「ふむ。君が再会を願う謎なぞの人物のことかな」

「やっぱり知ってるんだな、火村さん」

「そりゃそうさ。君の中のその人物を殺したのは、私だからね」

「なぜ、そんなことを？」

「やむを得なかった──と言ったら、信じてくれるかい？」

「元に戻もどすことは？」

「出来ないし、したくないね」

　火村さんの言葉に強い否定的な感情が乗っていた。二人の間に緊きん張ちようが走る。

　火村さんはますますピリピリ翼くんに対して笑っていた。

「だったら、もう一つの質問をするぜ。あんたなんで生きてるんだ？」

「そこはまあ企き業ぎよう秘密というヤツさ。単純な強度で言えば私と君の能力は比べものにならないが、これでも一度は忘却社の社長を正式に継けい承しようした人間だからね」

「つまり俺の知らない能力の使い方をして俺を騙だましたってわけか」

「まあ、そういうことだね」

「そういうことなら、容よう赦しやはしないぜ」

　急に翼くんが構えを取った。葉桜くんの時とは違ちがって、今度はべた足ではなくつま先立ちで火村さんの周りを一定の距きよ離りを開けたまま歩く。

　火村さんは火村さんでそれに合わせて常に正面でとらえるように回る。

　火村さんはともかく翼くんからは殺気と言っていいくらいの気き迫はくが感じられた。

「さっきまで普ふ通つうに話してたのに、なんで？　やめてよ、翼くん！」

　何か恐おそろしいことが始まりそうで私は必死に訴うつたえかける。

「恩人には変わりないが、この人は俺が始末をつけないといけない人間なんだよ」

　でも翼くんは聞き入れてくれそうにない。

「仲直りできないの？　翼くんだって火村さんが生きてて嬉しいんじゃないの？」

「それとこれとは話が別だ。俺は忘却社の社長代行なんだ」

　翼くんが無理ならと私は火村さんの方を見るのだが、彼女は苦く笑しようしていた。

「無理だろうねえ。翼くんは肝かん心じんなところで頑かたくなだからね。まあ、私がそういう風に教育したから、そんな彼を否定する気もないが」

　火村さんは笑いながら、不意に長い足で翼くんの顔の高さを蹴ける。しかしそれは全く届かず、翼くんにはかすりもしない。

　でもそれが合図だった。翼くんの顔から表情が消えた。

「やめてよ、二人とも！　こんなのおかしいよ！」

　このままじゃ大変なことになる。それがわかったけど、私には止められなかった。

「下がってろ！」

　翼くんの声には有う無むを言わせぬ迫はく力りよくがあった。

「そうした方がいいな。私が君を人ひと質じちに取ったりするかもしれないからね」

　火村さんの言葉に私はゾッと後ずさった。その声は優やさしさを感じさせたが、彼女が私の命をどうとも思ってないことがわかったからだ。

　翼くんがそれで警けい戒かいしたのか回る向きを変えて私の方へと戻ってくる。

「もう一度だけ言う。お嬢じようちゃんは下がっててくれ」

　翼くんの言い方はさっきよりも随分とやわらかだった。でもそれが逆に私には彼が必死なのだと感じられた。

「……う、うん」

　私がここにいるのは邪じや魔まなんだ。それを理解して私は言うとおり下がることにした。
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　もはや説得とかそんなことを考える情じよう況きようじゃなかった。

　少なくとも火村さんが俺を殺そうとしているのは明らかだ。そしてそうである以上、俺も手加減する余よ裕ゆうはない。

　つまり、どちらもが無事で帰れるという未来はないということだ。

「らしくないな。俺とまともにぶつかって勝てるわけがないことくらいわかるはずだ」

　それでも俺には腑ふに落ちないことがあった。どちらかだけとなれば、それはまずもって火村さんの方だということだ。

「それでも挑いどんだのだから、勝つ方法があるとなぜ想像しないのか、不思議だね」

　火村さんは左足を前に構えた。右手を耳の辺りまで、それに添そえるように左手も上げる。示じ現げん流りゆうの蜻蛉とんぼの構えというヤツだろうか。しかしそれにしては彼女の手には何の武器も握にぎられていない。

「なんの冗じよう談だんですか、それは」

「さあ、ねえ」

　ジリジリと火村さんは俺の方へと寄ってきた。俺はそれをその場に立ったまま見ていた。わざとらしいほどに大きな構え。その意味を俺は計りかねていた。

「チェストォ───！」

　さっきと一いつ緒しよだった。明らかにまだ届くはずもない間合いで火村さんは攻こう撃げきを始めた。それで虚きよを突つかれる俺ではなかったが、避よける必要を感じなかった。

　仮に透とう明めいな刀を火村さんが持ってても到とう底てい当たる間合いじゃなかったからだ。

「ぐっ……」

　だが、俺の左ひだり腕うでが肩かたから切断されて宙を舞まった。それは回転して血を辺りにまき散らしながら地面に転がった。

「ぐわああ！」

　遅れて痛みが走り、俺は悲鳴を上げる。

「翼くん、君は好こう奇き心しんが強すぎるんだよ」

　気付くと妙みように長い木刀が火村さんの手の中にあった。

「……何の話だ」

「君は自分の知らない闘たたかい方を見ると、ついそこから学ぼうとしてしまう。君は圧あつ倒とう的に強くて負けない自信があるからだろうね。だから私の攻撃がどういうものか見み極きわめようとしてしまった。その結果がそれだ」

　火村さんは転がった腕を木刀で示す。

「そんなことより、その木刀は？」

　確かに火村さんの指し摘てきには心当たりがある。まともにぶつかってこないのはわかっていたのだから、様子など見ず、こっちからかかって先に潰つぶしてしまえばよかったのだ。

「気付かなかったようだね。ここはもう《固有世界》なんだよ。より正確には君の世界だ。君があの娘こに注意を向けた一いつ瞬しゆんで移動してたんだ」

「他人ごと《固有世界》に移動させる能力ってことですか」

「なかなか察しがいい。その名を《認識共有リールシンクロ》と言う。君が私を殺したと思ってたのも、この能力によるものだよ」

　火村さんはもはや勝利を確信してるようだった。それはそうだろう。俺は左手を切断されて、そこから今も血が出ている。放ほうっておいても出血多量でリタイアだ。

「翼くん、君は私が死んだと思っていたから、こんな風にまた戦うなんて夢にも思ってなかっただろうね。だが私は違う。いつかはこういう日が来ると思って準備をしていた」

「そして勝てると確信したから俺の前に姿を現したわけですね」

「その通り。翼くん、君は不ふ和わ圓えん明めい流りゆうって知ってるかい？　陸む奥つ圓明流という不敗の格かく闘とう術から分かれた、陸奥圓明流を倒たおすために練られた流派だよ」

「どうせあんたのことだ、それも漫まん画がの話なんですよね」

　俺の質問に火村さんは答えなかったが、そうなのは俺にはわかっていた。

「本流から外れた私はね、いつか本流を倒すための技わざを磨みがいていたんだよ！」

「それがこのだまし討うちかよっ！」

「しょうがないだろ、まともにやったら勝てないんだから」

　火村さんは今度は下段に構えた。そこから突きを繰くり出してくる。

　見えている木刀による攻撃。それなら俺に払はらえないはずはなかった。右手で俺は木刀を外側に払いへし折る。そしてそのまま間合いに飛び込もうとしたのだが。

「なにぃ……」

　折れた木刀から光が伸のびて俺の右みぎ腿ももを貫つらぬいていた。

「想像力が足りないんじゃないのかね、翼くん。言ったはずだよ、ここは《固有世界》なんだとね」

　火村さんは刺ささった木刀を抜くとまた距離を取った。

「いくら君でも右足に穴が空いていては自由には動けないよなあ」

「……ですかねえ」

　俺はそう言いながらも体の重さを支えきれず崩くずれる。そこに火村さんが木刀を振ふる。今度はその振りに合わせて光の剣けんが飛んで来た。

「がはっ」

　それが胸に刺さった。

「予定通り！　予想通り！」

　火村さんの攻撃はなおも続く。俺が動けないと確信してるくせに近づくこともしない。距離を置いて木刀を振り、光の剣を投げ続ける。

　右腕。左足。腹。右手。次々に光の剣は俺に刺さり、戦せん闘とう力を確実に奪うばっていく。

「だったら少しは手加減してくれませんかね」

「ははっ。その負け惜おしみも想像通りだよ、翼くん」

　しかし火村さんは手を緩ゆるめない。放たれた光の剣は今度は俺の首に刺さった。

「君はこのままここで死ぬんだ！　返してもらうぞ、忘却社の社長の席を！」

　このままでも数秒後には死ぬだろう俺に、さらに火村さんは攻撃を加える。

　光の剣は額を貫き、俺はそこで絶命した。

「ここまで予想通りだと、さすがにフェアじゃなかったね」

　火村さんは勝利の笑えみを浮うかべていた。だがそれも数秒のことだ。

「うん？」

　自分の経験と違うことにいち早く気付いたようだ。さすがは忘却社の前社長だ。

《固有世界》の主ぬしが死んだ場合、その世界もまた死ぬ。いきなり無くなるわけではないがバラバラに崩れ始めるのだ。

　だがその兆候は少しも無い。この世界は相変わらず、しっかりと存在していた。

「なぜ？」

《固有世界》の主が死んだ場合、その世界もまた死ぬ。そのルールに例外はない。とすれば答えは一つ。《固有世界》の主が死んでいないのだ。

「気付かなかったのは火村さん、あんたの方だ」

　俺は死んではいなかった。姿を現した俺とすでに絶命している俺を火村さんが見比べる。まったく想像もしてなかった展開だったらしく、珍めずらしく取り乱している。

「……そんなわけは」

「まだ何が起きたのかわからないって顔だな。察しのいいあんたらしくない」

　火村さんは否定も肯こう定ていもしなかった。だが負け惜しみの一つも言わないのは、本当にわかってない証しよう拠こだった。

「俺があんたの予想通りに闘い、あんたに負けたのは当然のことだ──ここはあんたの《世界》だからな」

　でも全すべてを語る必要は無かった。火村さんはそれだけで何が起きたか理解した。

「じゃあ、さっき私が殺したのは……」

　火村さんがガタガタと震ふるえ始めた。

「あんたの中の《俺》だよ」

　その《俺》が死んだことが何を意味するかを火村さんにいちいち説明する必要は無いだろう。それこそ俺よりもずっと詳くわしいのだから。

「火村さん、あんたは俺のことを思い違ちがっていたんだよ」

　だから俺は別のことを指摘する。

「俺はあんたが生きてるんじゃないかと思っていた。別に根こん拠きよあってのことじゃない。ただの希望としてだけどな」

「……君がそんなにロマンチストとは知らなかったよ」

「だから俺はあんたと戦うことになるかもしれないと思っていたんだ」

　そしてそうなればこうなることも覚かく悟ごしていた。そこが勝敗を分けた理由なのだ。

「俺は確かに正式に社長になったわけじゃない。自分に足りないものがあるのはわかっていた。だから俺の知らない能力の使い方も日々研究していたのさ」

「その成果がこれか……立派になったもんだね、あの翼くんが、ね。私の中ではいつまでもあの頃ころのかわいい翼くんだったというのに」

「それと漫画もあれからけっこう読んだんだよ。だから火村さん、あんたがらしくないミスを犯おかしたのももうわかるんだ」

「ミス？　一体、なんだいそれは？」

「不和圓明流は陸奥圓明流には結局、勝てなかった」

　その言葉で火村さんは全てを理解して大げさに笑い始めた。

「ははは。私としたことがあの名台詞を忘れていたとはね」

　あの名台詞。その漫画のファンなら誰だれもが知ってる言葉だ。

「「陸奥圓明流千年の歴史に、敗北の二字は無い」」

　それを証拠に二人の言葉は完全に一いつ致ちする。

「本家に挑むのに適切な喩たとえじゃあなかったね。そりゃ負けるわけだ」

　膝ひざから崩れ落ちてなおも笑い続ける火村さん。だが俺を見上げた彼女の目には涙なみだが貯たまっていた。

「君は随ずい分ぶんと残ざん酷こくなことをするじゃないか！」

「そうですね」

　自分を殺そうとした相手だけど、火村さんの言いたいことはわかった。

「私から君との記き憶おくを奪おうなんて！　知ってるはずだよ、私にとって君たちとの時間がどういう意味を持つものかは……それなのに、それなのに……」

　火村さんはボロボロと涙を流し始めた。だが俺は同情はしなかった。

「覚えているのは自分たちだけでいい。それが忘却社の社訓だ。教えてくれたのは火村さん、あんただった」

　俺の言葉にへへへと火村さんが笑う。

「どこまで真ま面じ目めなんだ君は。本当に呆あきれてしまうね」

　涙し、笑う。そんな火村さんはまだ何か言い続けてるかもしれなかった。でも俺はそんな彼女を置いてその場を離はなれることにする。

「さよなら、火村さん。たとえあんたが忘れても、あんたは俺の大切な恩人だよ」

　そんな俺の言葉が火村さんに届いたかは大して気にならなかった。

　どっちにしたって、火村さんが思い出すことはないのだ。
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　意識を取り戻もどした翼くんは、さっきまでの怖こわい翼くんじゃなかった。

「どうなったの？」

「俺が勝った。そして火村さんは俺のことをもう思い出すことはない」

　淡たん々たんと事実だけを告げる翼くん。でもその内容はあまりに悲しいことのように私には感じられた。

「死んじゃったの？」

「あの人の中の《俺》が死んだし、忘却社の事務所も破は壊かいした。あの人はもう俺の前に現れないだろうし、もう能力を悪用することもないだろう」

「その割に意識を取り戻さないけど」

「別れを惜しんでるのかもしれないな」

　誰とのとは聞けなかった。そんなの翼くんのことに決まっていた。

「今回の一連のことも、火村さんの仕し業わざだったの？」

「それは違う」

　殺し合いに発展した相手なのに、翼くんはそこは変わらず信じていた。

「じゃあ誰が？」

「それは火村さんが言ってたのが正解なんだろ」

「他に犯人がいるか」

「もう一人の俺がいる」

「それは、ありえる話なの？」

　二人が話してた時も思ったけど、私にはその説はないんじゃないかと感じる。

「お嬢じよう様さま！」

　でもどうやら私を呼ぶ声で話はそこで終わりになった。

　私を呼んだのは盾無さんだった。遠くから私を見つけたらしく、走ってこっちに向かってくるのが見えた。

「何かあったの？」

　やってきた盾無さんに尋たずねる。走ってきたから、そんなことを思ったのだけど。

「いえ。こちらの用が済んだので合流しようと思ってただけですが」

「なら、いいんだけど」

　三人の間に妙みように穏おだやかな空気が流れて、私は話題が続かないのを感じた。

「この女性は？」

　それは盾無さんもそうだったらしく、違うところに話題を求めたようだ。

　倒たおれてるままの火村さんに気付いたらしい。

「翼くんの昔の知り合い。でも盾無さんが介かい抱ほうしてあげて」

　意識が戻るまで待ってた方がいいかもしれないと思ってたけど、私や翼くんはさっさと退散した方がいいかもしれないと考え直した。

「病院にお連れすればいいのですか？」

「うん、お願い。私は翼くんと忘却社に戻るから」

「では、後ほどそちらへ」

　盾無さんの返事を待って、私は翼くんの顔を見た。その顔には「また来るの？」とでも言いたげだった。

「いいでしょ？」

　なので一応、確かく認にんだけはする。どっちにしろ行く意志は変えるつもりはないけど。

「……いいですよ」

　それが伝わったのか翼くんはハッキリと拒きよ絶ぜつはしなかった。
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「ふう……」

　意外と元気そうだった翼くんも事務所に戻ってくるとそうでもないのがわかった。余よ所そ向けの態度だったということなのか。

「正直、疲つかれたな……」

　ソファに倒れかかって、今にも寝ねてしまいそうだった。

「翼くん、ゴメンね」

　そんな彼を見ていたら自然と謝罪の言葉が出て来た。

「ん？」

「私が葉桜くんの話なんかしなければ、こんなことにはならなかったでしょ」

「こんなこと？」

「火村さんのこと」

「あの人とはいずれにせよ決着をつけないといけなかった。それが今日になったというだけだよ」

　それはきっとそうなんだろう。

　翼くんと火村さんはいつかまた出会って、今日みたいなことになった。そしてそれを翼くんは覚悟してた。

　でもそのことと、翼くんの気持ちは別のように思う。

　翼くんは強がってるのだ。それがわかるから私は悔くやしかった。そしてそれを自覚したら私は泣いていた。

　私は悲しかったのだ。

「翼くんは悲しくないの？」

　私は火村さんのことはろくに知らない。きっとそんなにいい人ではなかったとも思う。

　でも、でも。翼くんにとっては大事な人だったはず。それは多分、私にとっての翼くんのような、そんな人だったはず。

　なのに、その人から自分の記憶を消して、平気なんて、そんなの悲しい。

「悲しまないといけないか？」

「いけなくはないけど……そんな翼くんを見てると、悲しいよ」

「そうか。それは悪かったな」

　翼くんは上体を起こすと、私の方をしっかりと見た。

「悲しいよ。好きな人が俺のことを忘れちまったんだからな」

　そう言った翼くんには優やさしい笑えみが浮うかんでいた。

「だったら、なんでそういう態度をするわけ？」

「悲しいのは俺だけでいいからさ」

　その言葉は今、思いついた言葉ではないと感じた。翼くんが忘却社の人間として生きていくうちにたどり着いた結論なのだろう。

　でも、納なつ得とくはいかなかった。私の気持ちはクシャクシャしたままだ。

「どうして？　どうして翼くんだけが背負って悲しまないといけないの？」

「正直言うと、俺にもわからないんだ」

　それは意外な言葉だった。

「ただ意地になってるだけかもしれない。大事な人にまた会いたいからと思ってはいるけど、その大事な人が誰かわからない。わからないから、それを諦あきらめていいのかどうか判断もつかない。それだけかもしれない」

「じゃあ、この仕事をどれだけ続けても無む駄だってこと？」

「それこそ、俺にわかるはずもない」

　翼くんはそう言いながらも少し明るい顔をした。

「ただ信じてるんだ。この仕事には俺にとっても意味があることなんだって」

「なんでそんなことを信じられるわけ？　もし思い出せなかったら……翼くんが苦しいだけじゃない！　そんなの……そんなのあんまりだよ」

　私は、それでも好きでやってることだと翼くんが言うんじゃないかと思っていた。でもそうじゃなかった。

「俺もちょっと前まではそうかなと思ってた」

「え？」

「でもお嬢じようちゃんが俺のことを思い出してくれたからな」

「私が思い出したから？」

　なんのことだかわからなかった。でも悲しみが心の中から消えるのを感じた。

「お嬢ちゃんの存在が俺の希望なんだ。お嬢ちゃんの中で俺は死んだけど生き返った。それで俺は《固有世界》での死が絶対じゃないと知ったんだ」

　翼くんの言葉は嬉うれしかった。でもすぐに私は否定する言葉が浮かんでしまう。

「あれは……多分、火村さんが何かしただけで……」

「だとしてもだ。何か消した存在を生き返らせる方法があるってことだ」

「そうか……」

　希望。翼くんは私をそう言ったけど、私もその言葉に希望を感じた。だからもう涙なみだはいらなかった。慌あわてて拭ぬぐって、無理にでも笑う。

「すまなかったな、妙なことに巻き込んじまって」

　相手の強がりに心が痛むのは翼くんも一いつ緒しよだったみたいだ。

「好きで巻き込まれてるだけだし。イヤなら事務所に来なければいいだけでしょ。それにこういう時は謝るんじゃなくて──」

　私が冗じよう談だん半分でそれを指し摘てきしようとした時、翼くんが先手を打ってきた。

「ありがとな、お嬢ちゃん」

「お、おう。そう、感謝すればいいのよ。普ふ段だんからもっと感謝してくれてもいいのよ？」

「……覚えておくよ」

　それだけ言うと翼くんはソファにまた倒れ込んで寝始めてしまった。

「なんなのかな、この人。言いたいこと言って、自分だけ寝ちゃうとか……」

　私は口では悪態をつきながらも、ちょっと助かったかなとも思った。

　まだドキドキしていた。いきなり不意打ちで感謝するとか反則だと思う。

「それにしても」

　私は翼くんと自分の関係を改めて考える。さすがに恋こい人びとという感じではないし。

「お兄ちゃんってのがいたら、こんな感じなのかな……」

　いたら？　私は自分の言葉に違い和わ感を覚えた。

「あれ？　私、お兄ちゃんいたよね？　でも……なんでだろ、思い出せない……」

　この感じには覚えがあった。もしかして忘ぼう却きやくさせられている？　でも誰だれが？　なんで？　私は記き憶おくの中に答えを求めたのだけど。

「お嬢様」

　やってきた盾無さんの言葉でそれは中断された。

「今日はそろそろお帰りになられた方が」

　盾無さんは翼くんが寝ているのに気付いて小声で伝えてきた。

「盾無さんは私のお兄ちゃんのこと聞いたことある？」

「いえ。そのような話は存じ上げませんが、旦だん那な様に確認しておきましょうか？」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。私の思い違ちがいみたいだから」

　むしろなんでお兄ちゃんがいるなんて思ったんだろう。私はそんな疑問を持ちながら忘却社を後にした。

　もっとも家に帰る頃ころにはそんなことすら忘れてしまったのだけど。
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　私はビルの屋上にいた。なぜ、自分がここに来たのかはよくわからない。ただ、この場所にくるのが初めてではないことはわかる。

　好きな場所だったんだろう。それはわかる。だが理由がわからない。

　わからない、わからない、わからないことだらけだ。

「今日は髪かみは切らないんですか？」

　そこに誰かわからない男が現れた。少年のような、でも大人のような妙みような雰ふん囲い気きを纏まとった目の細い男だ。

「君は誰だい？」

　話しかけてきたことといい、その内容といい彼の方は私を知っているらしい。

「僕のことまで忘れてしまうなんて！　火村さんの中の──は相当大きな存在だったみたいだねえ。これはさすがに、少し妬やけてしまうね」

「……誰だって？」

　途と中ちゆうで男が誰かのことを言ったみたいだったけど、私には聞こえなかった。いや、聞こえはしたけど、わからなかったと言うべきか。とにかく届かなかった。

「うーん。これは思ったより重症みたいですね」

　意地悪く男は笑うと手を振ふってきた。どうやら別れのジェスチャーらしい。

「今の火村さんにはちょっと話が通じそうにないから、また今度ね」

　そして私の想像通りだったようで、その場から去って行く。

「なんだったんだ、あいつは」

　私はまた一人になった。それは普ふ通つうに考えれば寂さびしいことなのだろうが、なぜかここではそうは思わなかった。

　だからきっと、私はここが好きなんだろう。そう改めて思った。




























「それではお嬢じよう様さま、今日はこの辺で失礼します」

　仕事の終わりの挨あい拶さつ。

「うん。ありがとうね、真ま森もりさん」

　お嬢様の返事を待ち、私は屋や敷しきを後にする。

「…………」

　盾たて無なし真森は自分でも自分が不思議な存在と思っていた。

　咲さく夜やお嬢様に対している時、その心は確かに温かい。なのに少し離はなれただけで、熱は消え去り、無の海に沈しずんだようになる。

　だから自分にプライベートなどいらなかった。咲夜お嬢様の前にいない自分はなんでもないのだから。

　それでも足が新宿に向かったのは、今までは沈んでいた怒いかりという感情がかなり浅いところまで浮うかんできてるのを感じるようになったからだ。

　新宿と言ってもそこは歌か舞ぶ伎き町ちようでも二丁目でもなく、区役所通りだ。もう夜なのに、いや夜だからこそ大勢の人が行き交かっている。すでに酔よった女性がその道みち端ばたに転がり、短いスカートからその下着を覗のぞかせていた。

「おっ」

　初老の男がそれに気付いて小さく驚おどろきの声を上げるが、目的の場所があるのかそのまま道を奥へと進んでいくのも見える。

　新宿駅からそう近い場所でもない、夜のこの場所は若い女性が多かった。それもそのはず、ここはホスト街だったからだ。選挙公示のポスターを貼はる板を思わせる夜の店の看板がいくつもある。

「人気ナンバー１……」

　私はその一つの前で足を止めた。そこには知った顔が写っていた。

　新宿でも１、２を争う人気店。そこでもナンバー１とされるホスト、マリンと紹しよう介かいされているその人物は私の姉、真ま林りんだった。姉、そう姉だ。彼女は男装ホストとして働き、人気を博しているのだ。

　確かに男勝まさりなところのある姉ではあった。

　姉さんは何をさせても一番だった。勉強も習い事も、その容姿も誰にも負けなかった。自じ慢まんの姉だった。

　姉さんは武術でも一番だった。男にも負けなかった。その強さはやがて表の格かく闘とう技ぎ界では収まらなくなり、裏の格闘技界からのスカウトを受けた程ほどだった。

　そこでも突とつ出しゆつした強さを見せた姉さんはそこでもチャンピオンとなり、その地位を守り続けるうちに伝説のチャンピオンと戦うという話になった。

　伝説のチャンピオン。彼はあまりの強さゆえに四回打ち合うだけで相手を壊こわし切ると言われた。しかし一方的すぎるその強さは客に望まれず、防衛を重ねるうちに殿でん堂どう入りと称しようし、もう参加をしなくなったという。

　姉さんの強さはその伝説を戦いの場に呼び戻もどした。

　新しい伝説と昔の伝説の戦い。しかし本当の伝説は伊だ達てじゃなかった。

　姉さんは初めて負けた。そして壊され、表からも裏からも姿を消した。

　私が発見した時は今日と同じだ。新宿で男装ホストをやっていた。あの誰にも負けず、りりしく強かった姉さんが……。

　私は伝説のチャンピオンを追うために裏の世界に入ったが、もうその足取りは残っていなかった。行方ゆくえを知る者もいなかった。

　わかったのは、その伝説が『カナタ』と呼ばれていたことだけ。

　私はそれでも伝説を追ったけど、どこにも道は見えなかった。やがて私は絶望し……道で転がっていたところを咲夜お嬢様に拾って頂いたのだ。

　そこからはお嬢様は私の全すべてだった。もっとも全てを失った後に得た物だからそれは当然のことなのだけれど。

　だから私は葛かつ藤とうしていた。

　岬みさき翼つばさは別人のようになっているが『カナタ』その人で、過去の私の全てを奪うばった敵だ。でも今の私の全てであるお嬢様が彼を心の支えとしている。

　お嬢様を全ての敵から守る。その気持ちに偽いつわりはない。でも『カナタ』はともかく、岬翼はお嬢様の敵だろうか？　お嬢様にとって過去の私の仇かたきなどどうでもいいだろう。なら私はこのまま二人が仲良くなっていくのを見守っていくべきなのか……。

「おっと、そこのお姉さん、男前だね」

　私の思考を遮さえぎったのはいかにも軽けい薄はくそうな男だった。顔はよく言えば、綾あや野の剛ごうに似ている。悪く言えば、不細工な綾野剛。逆立った金きん髪ぱつで灰色のスーツ。新宿を舞ぶ台たいにした映画に出ていた綾野剛を思わせる。

「ホスト好きなの？」

「別に」

　私は本当のことを言ったが、彼は無理しちゃってと笑ったみたいだった。

「あ、ごめんごめん。お客さんとして誘さそってるわけじゃないんだよ」

　綾野剛の出で来き損そこないみたいな男が胸ポケットから名めい刺しを取り出す。

　見知った店名とスカウトという肩かた書がき、朝あさ野の豪ごうという名前。

　この男は姉さんが働く店のスカウトだったのだ。にしてもこの名前にこの恰かつ好こう。本当に映画の綾野剛の醜しゆう悪あくなパロディだったわけだ。

「遠えん慮りよしておきます」

　私は名刺を受け取らず拒きよ絶ぜつの意志を示す。

「そんなこと言わず、持ってくだけでも」

　なのに男は名刺を私の顔の前に押しつけるように見せる。

「今、私、機き嫌げん悪いんです」

　名刺どころか話しかけられるのだって不快だっていうのに、なぜこの男はそれが伝わらないのか。

「そんなこと言わずに聞いてよ、ね！　ね！」

　去ろうとする私の進行方向に被かぶってくる。本当に邪じや魔まなヤツだ。

「どいてください」

「いや、偽にせ者ものとかじゃないから。本当にホストの勧かん誘ゆうだからさ」

　そんなことは聞いていない。本物のスカウトだってお呼びじゃない。

「この人！　この人！」

　避さけようと方向転てん換かんしているうちに、その男が働く店の看板の前に誘導されていた。

「知ってる、この人。うちのナンバー１なんだけど、実は女性なんだよ」

　そして私のよく知る人間を私に紹介しようとした。

「知ってる」

「ああ！　あの人のファンの娘こなのかな。なんとなく似てる気がしたけど、ファンだから真ま似ねしてるとか？」

　本当に不ふ愉ゆ快かいな男だ。

「……まれ」

　怒りが無の海から浮かび上がるのがわかった。

「はい？」

「いい加減黙だまれと言ったんだ！」

「えっと……」

　男には黙るということが出来なかったようだ。だから私は男の顔を手の平で覆おおう。

「ふがっ!?」

　言葉にならない間ま抜ぬけな息が漏もれる。

　不快だった。その音も、コイツが生きてること自体も。

　バチッ！　電でん撃げきが走ったかと思うと男は動かなくなった。

　殺したわけじゃない。

　ただ記き憶おくを破は壊かいしただけ。手加減しなかったから、どれほど壊れたかはわからない。とりあえずショックで気絶したのだけは腕うでにかかる男の体重でわかった。足には力が入っておらず支えてなければそのまま崩くずれ落ちるだろう。

「晴れない」

　私はゆっくりとその男を看板を背板にして座らせるとその場を後にした。

「気が晴れない」

　浮かび上がった怒りがまだ海に沈んでくれなかった。

　男を破壊したあの能力はこんなところで雑に使っていいものではなかったが、それでもそれを後こう悔かいする気分にはならない。

　どうせ傍はたからは誰だれにもわからない。もちろんあの男が自分を思い出すこともない。

　この力は人間を破壊する力だ。そしてそれはきっと姉さんを壊したのと同じ種類の力なのだ。

「……殺すか？」

　姉さんを壊した男のことを思い出し、殺意というのが怒りの表面からはみ出てくる。

　偶ぐう然ぜんか岬翼のアジトの方に足が向いていたのも手伝ったのかもしれない。

「殺せるだろうか？」

　伝説のチャンピオンに私が勝てるわけはない。だが今の彼なら、もしかして。

「……ダメだ」

　勝算はあるだろう。むしろ私の方に分がある。しかし問題はそこじゃない。それを私は思い出す。

　お嬢様が悲しむのが想像出来た。勝ててもそれでは意味が無い。私はお嬢様を守るために生きているのだから。

「何を考えていたんだ」

　それを自覚すると、殺意はまた怒りの中に戻り、怒りは無の海に沈んでいく。

　私はお嬢様の盾であり剣けんにすぎない。すぎないのだ。それを意識するのを繰くり返す。

　怒りは無の海に沈む。少しずつ、より深く、深くに。

　それでも殺意が消えたわけでないことを感じていた。でもそれは怒りの中に閉じ込めたままにするしかないのだ。

　お嬢様が気にしている以上、今、どうこうするわけにもいかない。そう自分に言い聞かせる。それでも──。

「いつか殺してやる」

　呪のろいの言葉になって口から出て、どこかへ消えて行った。




　　　　　　　○




「カナタくーん！　真林さんが来ましたよぉお！」

　明け方から騒さわがしい人が来た。

「カナタくーん！　真林さんが来てますよー！」

「はいはい」

　顔を見るまでもなく酔よっ払ぱらってるのがわかった。俺はキッチンでコップに水を汲くむと、すでにソファで寝ね転ころがってる真林さんのところに持っていった。

「お、いるじゃないか。だったらなんですぐ来ないんだよー」

　俺の顔を見るなりの言葉。いないと思って言ってたとしたら近所迷めい惑わくな話だ。まあ、近所には誰も住んでないわけだが。

「こっちにも都合とか準備があるんですよ」

　俺は真林さんの上体を起こさせてしっかり座らせるとコップを渡わたした。

「わああ、水だ。気が利きくねえ、カナタくんは」

「いい加減、必要なのがわかりました」

「ははははは。いつもお世話になってるからねえ」

　何が面おも白しろいのか真林さんがそのままずっと笑い続ける。完全に酔っ払いだ。水のお代わりがいるかもしれない。

「もう何度も言ってますけど、ここは遊び場じゃないんだから勘かん弁べんしてくださいよ」

「そんなこと言ったって、君が自分の家を借りないのが悪いんだろ？」

「……責められるところですか、そこ？」

「お金なら僕が出してあげるって言ってるのにさ。君は知らないかもしれないけど、僕はお金持ちなんだよ？」

「よく知ってますよ。でも自分で稼かせいだお金なんだから大切にしてくださいよ。いつか夢を叶かなえるためのお金なんでしょ」

「そーそー、そうなんだよ。僕には夢があってね」

「それはもう聞きましたよ」

「何だよ。何度だって聞いてくれてもいいだろー？」

「酔っ払う度たびに何度も聞かされてるんです」

「だったら僕が君に言いたくてしょうがない話題なんだろうね。あはははは」

　また真林さんの笑いが止まらなくなる。それで俺はそこを離はなれて新しい水を取りにキッチンに戻もどった。

「にしても、今日はまた一段と酔ってますね」

　二杯はい目めの水を飲むと真林さんも少し静かになった。俺の話も理解出来るレベルまで回復したらしい。

「昨晩はお店がちょっとしたパニックになってね」

「強ごう盗とうでも入ったんですか？」

「君もいい加減、発想が物ぶつ騒そうだ。でもまあ、レベルは似たようなもんだな」

「マジですか」

「うちのスカウトマンがうちの看板のところで倒たおれていた」

「……死んでたんですか？」

「死んじゃあいなかったが……壊こわれてた」

　心が、ということだ。俺と真林さんの間では壊れてただけで意味が通る。

「まさかと思うけどカナタくん、君の仕し業わざじゃあないよね？」

「まさかですよ」

「でも君以外に一体、誰があんなことを？」

「最近、多いんですよね、俺の偽者」

　俺はそう答えながら、一連の騒そう動どうが火ひ村むらさんの仕業じゃないと改めて感じた。あの人の仕業ならもう止まなければおかしい。

「まさか火村くんかい？」

　俺が考えていたことがわかったようなことを真林さんが言う。

「それこそ、まさかですよ」

「だろうね。彼女が生きてても、うちのスカウトマンを狙ねらう理由がわからない。彼女は僕のことなんか興味が無いはずだからね」

「誰なんですかね」

　俺の偽者の狙いがますますわからない。不良の方は俺の関係者だった。でも真林さんのところのスカウトマンなんて、およそ俺とは関係なさそうだが。

　俺と無関係な人を偽者が襲おそうなんてどういうことなんだ。

「まあ、考えてもわかりそうにないね」

　真林さんは自分で振ふった話題なのに早々に諦あきらめた。だから俺も別の話題に移る。

「そいや、真林さんって妹います？」

「いるようないないような」

　まだ酔ってるのか、真林さんがよくわからないことを言い始める。

「どういうことですか？　いるかいないかどっちかですよね？」

「いやーそれが今の仕事が親バレして家族とは絶ぜつ縁えん状態なんだよ」

「なるほど。じゃあいるにはいると」

「だねー。あの子、私のこと軽けい蔑べつしてるだろうね」

「穏おだやかじゃないですね」

　真林さんにとっては妹の話はタブーだったようだ。

「というか今の仕事より、その前の仕事の方がよっぽどマズイと思うんですけど」

「だよねーって君が言うかい、それを」

　真林さんの前の仕事というのは、裏の格かく闘とう界のことだ。暇ひまに倦うんだ金持ち連中が大金を賭かけ、それを巡めぐって命を懸かけて戦う。そんな世界のことだ。

　俺もそれには無関係とは言えない関かかわりを持っていた。むしろ真林さん以上の関わりだ。だから、真林さんの指し摘てきはもっともだ。

「……ごもっとも」

「前の仕事は家族にバレてなかっただけだよ。でもまあ、案外、そっちの方は平気かもしれないね。仮にもチャンピオンだったからね」

「俺には男装ホストがそんなに悪いこととは思えませんけどね」

「古い人たちなんだよ。それはもう絶望的にね」

　真林さんは笑ってはいたが、この件はやはりダメだったようだ。本当は辛つらいというのが隠かくしきれてない。

「まずい話題振っちゃったみたいですね」

　だからこっちも笑って流そうと思ったのだが。

「ああ、本当だよ」

　真顔で返された。

「……ですよね」

「カナタくん、悪いと思ってるなら、当然、私のお願いを聞いてくれるよね」

「……内容によりますね」

　こうして絡からんでくる時の真林さんがどういう状態なのかは俺はよく知っていた。

「私の欲求不満を解消してくれ……って、こんなことを言わせないでくれよ」

「できれば言わないで帰って欲しいんですけど」

「そのために来たんだよ！　君、最初からわかってたんだろ？」

　まあ、わかってたかどうかと聞かれたらわかってたわけだけど。できればすっとぼけたまま逃にげ切りたかったのも事実だ。

「それ、男装ホストが言うことですか？」

　なので少し話題を逸そらす。

「男装は趣しゆ味みで、僕は別に同性愛者じゃないって前にも言わなかったっけ？」

　そして真林さんはそれを証明してやると言わんばかりに服を脱ぬぎ始めた。まあ、こういう行動も初めてではないので驚おどろくこともないのだが。

「相変わらず、綺き麗れいな胸をしてますね」

　服を脱ぎ、さらしを解くとさっきまでどこに隠してたのかと驚く程ほどの大きな胸が現れる。真林さんはストレスがたまるとこうして胸を放ほうり出し始めるのだ。

「だろ？　君ならこの胸、好きなように触さわってくれていいんだぜ？」

「遠えん慮りよしておきます」

　そしてここまでがいつもの流れだ。

「僕はね、カナタくん、自分の女性を隠すのは好きだけど、たまにはこういう風に解放してもみたくなるのさ」

「知ってますよ」
















「だよね。もう何度となく言ってることだもんな」

　この辺もやはりいつも通り。

「こちらも何度も言ってますが、忘ぼう却きやく社しやの社長代行として事務所で不ふ埒らちなことはできないんですよ」

　俺は俺の立場があるから、どんだけ魅み力りよく的な胸を見せられても、真林さんの言うように好きにしたりなどしないのだ。

「だったら廊ろう下かに出ようか？　いや、屋上がいいね。開放的な気分になれそうだ」

　真林さんはニヤリと笑って俺を見る。

「前から思ってましたけど、真林さんって悪い人ですよね」

「よく言われる。でも君は悪い人は嫌きらい……なんて言わないよね？」




　　　　　　　○




　朝のこの辺は存外、静かなものだった。

　昔は眠ねむらない街、新宿なんて言われてたらしいけど、今は朝から昼にかけては夜よりも全然、人がいない。

「早く来すぎたかな……」

　それは忘却社の事務所も一いつ緒しよだった。人の気配みたいのがない。

「おはよー」

　それでも奥に行くとミリちゃんだけはいた。

「おはよう、ミリちゃん。カナタくんは？」

「知らなーい」

「そっか」

　私は本業の探たん偵てい事務所の方にでも行ったのかなと思う。まあ、必要な時はどういうわけか来てくれる人だけど。

「……そういえば、その探偵事務所ってどんなところなんだろ」

　カナタくんのプライベートに口出しする気はないけど、ちょっと気になった。

「今度聞いてみるかな」

　別にそれで嫌いやがられるということもないだろう。私はそんなことを思いながら、忘却社を後にすることにした。

　なんとなくだけど、今日はここにいても意味が無いと感じたんだと思う。

「ん？」

　階段にさしかかったところで、屋上へと続く扉とびらが開いてるのに気付いた。普ふ段だんは暗いのに光が入り込んでいる。

「勝手に開いちゃったのかな……」

　それで誰だれが困るということもないんだろうけど、私は念のために閉めておこうと思った。思えば本当に誰も困るわけじゃないんだから放っておけば良かった。

「ああ、いいよ、カナタくん、あ、ああ、ああ……」

　まだ階段を上りきる前に、荒あらい息づかい。それに気になる名前が聞こえた。

「この声……」

　気になっても進むべきじゃない瞬しゆん間かんというのもある。それを私は知った。

　屋上へと続く扉の隙すき間まからカナタくんが見えた。

　全ぜん裸らの女性に抱だきしめられていた。

　私は頭が真っ白になった。そこからは声が聞こえたけど何を言ってるのかわからなくなってしまったほどだ。

「ふ、ふぅ……はぁ……いい仕事をするねえ……」

「褒ほめて欲しいわけでもないんですけどね」

「それでその……まだ満足できてないので、このままというわけには……」

「口でだけって約束しましたよね？」

「そんなこと言わず、もう少しサービスしてくれよ。なんなら僕の方からもサービスするからさ。僕が男に奉ほう仕しするなんて滅めつ多たにないよ？」

「別に奉仕して欲しいわけじゃないですし」

「なんだい！　なんだい！　僕は頭が空っぽになるくらい後ろから突つきまくって欲しいだけなのに！　それすら無理だって言うのかい？」

「……意外と欲深いですね、真林さん」

「本当にケチだな、君は！　本当にカナタくんってヤツは……」

　カナタくん。その言葉でハッとして私は現実に戻もどってきたようだ。それで思わず後ずさってしまって階段を転げ落ちそうになる。

「あっ……と、ととと」

　体勢を立て直そうとして思わず声が出た。

　それでカナタくんたちは私がここにいるのに気付いたようだ。

　真林さんという女性が裸はだかのまま、こちらへと歩いてくるのが見えた。

「未成年の女の子にまずいところを見られちゃったね」

　私を認にん識しきした真林さんが苦笑いを浮うかべ、それからカナタくんの方を見た。

「……咲夜」

　そしてカナタくんも真林さんを後ろから追ってたので私に気付いたらしい。

「少し声が大きかったかね。おかげで覗のぞかれてしまったよ、カナタくん」

「笑うところじゃないですよ、真林さん」

「いや、もう、こうなっては笑うしかないだろう」

　真林さんは笑いながら、また私の方を見た。

「ああ、僕とカナタくんは恋こい人びととかではないからね。そういうことを心配してるなら、杞き憂ゆうってヤツさ」

　近くで見ると本当に綺麗な人だった。顔もその体も。あんなところを見たばかりなのに、なんか存在が全すべて綺麗と感じる。

「というか、この娘こは誰だい？　若いスズメちゃんを飼うのは反対しないけど、若すぎやしないかな」

　私が反応しないでいると真林さんはカナタくんの方を向いて尋たずねていた。

「元依い頼らい人にんです。私、カナタくんに助けてもらったんです」

　でもそれに答えたのは私だった。

「そいつは妙みような話だね」

　真林さんはいろいろ事情を知ってるみたいだった。

　忘却社が何をしているところなのか知っている。それだけじゃなく、カナタくんのことを昔から知ってるみたいだなと感じた。

「カナタくん、この人は誰なの？」

　だから私はカナタくんの方に話を聞こうと思う。

「えっと真林さんって言って……近所で働いてる男装ホストの方だよ」

　返ってきた答えは私には実に雑な噓うそだと感じられた。

「けっこうな人気者で有名人だから……」

　その後もカナタくんは何か言ってたけど、また私には理解出来なくなった。

　理解出来たことはただ一つ。

　カナタくんがカナタくんだってことを知ってるのは、何も私一人じゃない──それだけだった。










　　　あとがき







　この本が初めてのファンタジア文庫です！




　どうも初めまして、新あら井い輝てるです。

　作家歴二十年を超こえて、富士見書しよ房ぼうさんでも二十冊以上本を出させてもらっていて、ドラゴンマガジンさんにも短編を掲けい載さいしてもらったりもしてきたのですが、不思議と間が合わず、ファンタジア文庫さんでは本を出してもらわないままここまで来てしまいました。

　いや、そんなことあるんですねえ。

　挿さし絵えを担当していただいたヤスダスズヒト先生とはそれこそ先生がデビューする前からの知り合いなんですが、ここまで一度も仕事で関わったことはありませんでした。お互たがいけっこう仕事をしてるし、かなり近いところにいることはあったんですが、交わることもなく、このまま行くのかと思っていたら、ここに来て。

　人の縁えんとは不思議なものですね。




　と、まあ、こちらの話ばかりしててもしょうがないわけですが。

「忘ぼう却きやくのカナタ　探たん偵ていは忘れた頃ころにやってくる」お楽しみいただけたでしょうか。

　元々、この作品はカクヨムというＫＡＤＯＫＡＷＡさんのネット小説投とう稿こうサイトで連れん載さいされていたものです。まずはネット連載という形も長い作家生活で初めてだったので勝手がわからずかなり戸と惑まどいました。

　中でも一番、対処に困ったのは、ネット連載って直前まで秘密という辺りですね。本であれば二ヶ月前くらいに出ることが明らかになるんですが、今回は前日までタイトルすらも明らかにできなくて「何かやりますよー」くらいしか言うことがなくて。めっちゃソワソワしましたね。これだけ作家をしてきて初めての経験だったので、それはそれで楽しかったんですけど。

　現在はこの本に掲載されている四話までが公開されています（エピローグはこの本のみの書き下ろしです）。五話以降も順次読めるようになる予定です。いち早く読みたい方は是ぜ非ひ、カクヨムで検けん索さくしてください。

　公式連載なので、すぐにというのは難しいんですが、ご意見ご要望があればよろしくお願いします。事実、胡こ蝶ちようさんの活かつ躍やくが見たいという要望があったので出番を前まえ倒だおしにして書いてたりします。




　連載開始の時点で、そこ☆あにさんという以前からお世話になっているインターネットラジオさんで本作に関してお話をさせていただきました。

　過去の配信も聞けますので、気になる方は「そこあに」で検索してそちらへどうぞ。

　けっこうツッコんだ話もさせていただきました。この一巻が実は第二部のイメージでやってるとか。




　さて今回も色々な方にお世話になってこの本の発売となりました。全員に感謝したいのですが一部だけで。

　担当編集のＡ馬さん。言うまでもなく、僕一人では本にならないところを各方面頑がん張ばっていただきありがとうございました。特に全然関係ないところで会ったのにわざわざ過去の作品を読んでいただけたのは本当に嬉うれしかったです。

　挿絵を描かいていただいたヤスダスズヒト先生。先生に描いていただけるとわかってれば最初からヒロインをメガネっ娘こにしてたのに……と思ってたら主人公がメガネをかけてて「流石さすが！」となりました。これからもよろしくお願いします。

　帯にコメントを寄せていただいた林直孝さん。以前の作品でドラマＣＤを作ってもらっただけでなく、お忙いそがしい中、ありがとうございました。

　そして何より読んでいただいた読者の皆みなさん。本当にありがとうございました。これからも応おう援えんよろしくお願いします。





二〇一八年五月　新井輝






　ＰＳ　今年の四月に同じく富士見書房さんから「土地神様のわすれもん」という作品を出させていただきました。こちらは富士見Ｌ文庫というライト文芸のレーベルです。

　内容は、世間から忘れられた作家と土地神の忘れていた約束のお話になってます。

　短くてサクッと読めますのでご興味があればどうぞ。








新井輝

●あらいてる



ライトノベル作家。富士見書房では20冊以上の本を出しているがファンタジア文庫は今回が初めて。

代表作に「ROOM NO.1301」（富士見ミステリー文庫）、「俺の教室にハルヒはいない」（スニーカー文庫）など。

ゲームシナリオも手がけ、『Steins;Gate　線形拘束のフェノグラム』で阿万音鈴羽シナリオも担当した。


















カバー・口絵・本文イラスト／ヤスダスズヒト

カバーデザイン／前千鶴










忘ぼう却きやくのカナタ




探たん偵ていは忘わすれた頃ころにやってくる








新あら井い　輝てる
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『忘却のカナタ　探偵は忘れた頃にやってくる』

平成30年6月20日　初版発行





発行者　三坂泰二
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（「お問い合わせ」へお進みください）
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